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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、BEA WebLogic Platform™ ソフ ト ウェアを  Windows システムおよび 
UNIX システムにインス トールする方法について説明します。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「WebLogic Platform インス トールの準備」 では、 WebLogic Platform をインス
トールする前に知っておく必要がある基本的な情報について説明します。

� 第 2 章 「グラフ ィ カル モード  インス トールを使用した WebLogic Platform のインス
トール」 では、 Java ベースのグラフ ィカル ユーザ インタフェース  (GUI) を使用して 
Windows システムおよび UNIX システムに WebLogic Platform をインス トールする方
法について説明します。

� 第 3 章 「コンソール モード  インス トールを使用した  WebLogic Platform のインス トー
ル」 では、 テキス トベース  インタフェースを使用して  Windows システムおよび UNIX 
システムに WebLogic Platform をインス トールする方法について説明します。

� 第 4 章 「サイレン ト  モード  インス トールを使用した  WebLogic Platform のインス トー
ル」 では、 インス トール プロセスでテンプレー ト  ファ イルを使用して、 ユーザの介入
なしに WebLogic Platform をインス トールする方法について説明します。 代表的なサ
ンプル テンプレー ト  ファ イルについても説明されています。

� 第 5 章 「WebLogic Platform ライセンス  ファ イルのインス トールおよび更新」 では、
WebLogic Platform のために取得可能なライセンスの種類、 ラ イセンス  ファ イルを更
新する方法、 および 128 ビッ ト暗号を有効化する方法について説明します。
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� 第 6 章 「インス トール後の作業実行」 では、 ソフ ト ウェアをインス トールした後で行

う必要がある作業について、 説明します。

� 第 7 章 「サービス  パッ ク と ロー リ ング パッチのインス トール」 では、 Smart Update を
使用したメ ンテナンス  アップグレードおよびダウンロード可能なアップグレード  イン
ス トーラのインス トール方法について、 説明します。 また、 Smart Update を使用した
メ ンテナンス  アップグレードのアンインス トール方法についても説明します。

� 第 8 章 「WebLogic Platform のアンインス トール」 では、 グラフ ィカル モード、 コン
ソール モード、 およびサイレン ト  モードで WebLogic Platform をアンインス トールす
る手順を説明します。

� 付録 A 「BEA EDI Connect for WebLogic Integration のインス トール」 では、 データ
ベースおよびシステムの要件、 および Power.Server!、 Power.Manager!、 および 
Power.Map ソフ ト ウェアのインス トール方法を説明します。 BEA EDI Connect for 
WebLogic Integration ソフ ト ウェアのラ イセンス取得プロシージャも説明されていま
す。

対象読者

このマニュアルは、 WebLogic Platform をインス トールするシステム管理者またはアプリ
ケーシ ョ ン開発者を対象と しています。 Web 技術、 および Windows システムと  UNIX シ
ステムの一般的な概念について読者が精通している こ と を前提と して書かれています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン トは、 BEA の Web サイ トで入手できます。 BEA ホーム  ページか
ら、 [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html にある 「BEA Product Documentation」
ページに直接移動します。
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このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから このマ
ニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 e-docs Web サイ ト にある  WebLogic Platform ドキュ メ ン ト の
ホームページで入手できます ( また、 ドキュ メ ン ト  CD-ROM にも収録されています )。
PDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 ( または一部分 ) を書籍の形式
で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Platform ドキュ メ ン トのホーム  ページ
を開き、 [Download Docs] をク リ ッ ク して、 印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、http://www.adobe.co.jp にある  Adobe Web サイ ト
から無料で入手できます。

関連情報

BEA の Web サイ ト には、 WebLogic Platform の全マニュアルがあ り ます。 WebLogic 
Platform ソフ ト ウェアをインス トールする と きに参考となる  WebLogic Platform に関係す
る他のマニュアルは、 次のとおりです。

� 『BEA WebLogic Platform の紹介』

� 『コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードの使い方』

サポート情報

BEA WebLogic Platform のドキュ メ ン ト に関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社に
とって非常に重要です。 ご質問やご意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@beasys.com までお送 り ください。 寄せられたご意見については、 ドキュ
メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用中の  WebLogic Platform ドキュ メ ン トの リ リース番
号を明記して ください。

mailto:docsupport-jp@beasys.com
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本バージ ョ ンの BEA WebLogic Platform について不明な点がある場合、 または BEA 
WebLogic Platform のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSupport 
(www.bea.com) を通じて BEA カスタマ サポート までお問い合わせ ください。 カスタマ サ
ポートへの連絡方法については、製品パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カー
ドにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあらかじめご
用意ください。

� お名前、 電子メール アド レス、 電話番号、 ファ クス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 説明

太字のテキス ト 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 + 〔Tab〕 複数のキーを同時に押す必要がある こ と を示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。
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等幅テキスト コード  サンプル、 コマン ド とそのオプシ ョ ン、 Java のク ラス、

データ型、 ディ レク ト リ 、 およびファ イル名とその拡張子を示す。

等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト も示す。

例 :

import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

太字の等幅

テキスト

コード内の重要な語を示す。

例 :

void commit ( )

斜体の等幅

テキスト

コード内の変数を示す。

例 :

String CustomerName;

すべて大文字の

テキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 { } 自体は、 入力しない。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 [ ] 自体は、 入力しない。

例 :

java utils.MulticastTest -n name -a address
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 | 自体は、 入力しない。

例 :

java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
   password {application} {source}

表記法 説明
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... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

... 自体は、 入力しない。

例 :

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。

垂直の省略記号自体は、 入力しない。

表記法 説明
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1

WebLogic Platform インストール

の準備

BEA WebLogic Platform 7.0 は、 世界中の何千もの顧客に使用されている  BEA WebLogic 
Server™、 BEA WebLogic Portal™、 および BEA WebLogic Integration™ を含み、 定評のあ
る  BEA 製品のアプリ ケーシ ョ ン インフラス ト ラ クチャで構成されています。 WebLogic 
Server には、 今回、 エンタープライズ  ク ラスの Web サービスを構築するための新しいビ
ジュアル開発環境である  BEA WebLogic Workshop™ が組み込まれました。 BEA 
WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 2) では、Windows プラ ッ ト フォームと  Linux プラ ッ ト
フォームに BEA WebLogic JRockit™ SDK がバンドルされています。 サーバ側のアプリ
ケーシ ョ ン用に開発および最適化された WebLogic JRockit SDK は、 Intel アーキテクチャ
をサポート しています。 これらのテク ノ ロジを結合するこ とで、 アプ リ ケーシ ョ ンの開
発、 デプロイ、 および管理のための、 単一で統一された、 使いやすいインフラス ト ラ ク

チャ  プラ ッ ト フォームを提供します。 

次の節では、 BEA WebLogic Platform ソフ ト ウェアをインス トールする前に理解する必要
がある情報について説明します。

� BEA WebLogic Platform のインス トールの概要

� WebLogic Platform ソフ ト ウェア コンポーネン ト

� WebLogic Platform の配布方法

� BEA WebLogic JRockit 7.0 (Service Pack 2) の概要

� インス トールの要件

� インス トールの種類選択

� WebLogic Platform インス トールのためのディ レ ク ト リ選択
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� アップグレード情報および移行情報の掲示場所

� Smart Update の概要

BEA WebLogic Platform のインストール
の概要

BEA WebLogic Platform は、BEA Installation and Distribution System を使用して配布および
インス トールされます。 BEA Installation and Distribution System は、 以下を行う ための完
全なフレームワークを提供します。

� ネッ ト  インス トーラを使用して BEA Web サイ ト からダウンロードする とい う容易な
手順での BEA 製品の配布。

� WebLogic Platform 製品全体、 または必要に応じて個別のコンポーネン ト をインス トー
ルおよびアンインス トール。 

� Smart Update を使用して製品アップグレードを容易に取得およびインス トールするた
めのメ カニズム。

� インス トール プロセスの最後に起動できる  [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを使用
した、 WebLogic ド メ インの作成機能。 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを使用し
た手順については、 『コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードの使い方』 で説明されていま
す。 WebLogic Platform のインス トール プログラムに添付されている ド メ イン テンプ
レー トの詳細な解説は、 『コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザード  テンプレー ト  リ フ ァレン
ス』 にあ り ます。 

WebLogic Express のサポート

WebLogic Platform インス トール プログラムは、BEA WebLogic Express™ ソ リ ューシ ョ ン
をインス トールする場合にも使用できます。 BEA WebLogic Express は BEA が提供してい
る初歩的な Web アプリ ケーシ ョ ン サーバです。 WebLogic Express の詳細については、 次
の URL にある 『BEA WebLogic Server 7.0 および WebLogic Express の紹介』 を参照して く
ださい。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/intro/index.html
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インストール方法

BEA インス トール プログラムでは、BEA WebLogic Platform ソフ ト ウェアをインス トール
するモード と して以下の 3 つをサポート します。

� グラフ ィ カル モード

グラフ ィ カル モード  インス トールは、 対話型の GUI を使用して WebLogic Platform 
をインス トールする方法です。 Windows システムおよび UNIX システムの両方で実行
できます。 インス トール手順については、 第 2 章 「グラフ ィ カル モード  インス トール
を使用した WebLogic Platform のインス トール」 を参照して ください。

注意 : グラフ ィ カル モード  インス トールを実行するには、 ソフ ト ウェアをインス トー
ルするマシンに付属しているコンソールが Java ベースの GUI をサポート して
いる必要があ り ます。Windows システムのコンソールはすべて、 Java ベースの 
GUI をサポート していますが、 一部の UNIX システムのコンソールには、 サ
ポート していないものがあ り ます。 グラフ ィ カル表示をサポートできないシス

テム上で、 グラフ ィ カル モードでインス トールを試みる と、 インス トール プロ
グラムは自動的にコンソール モード  インス トールを開始します。 

� コンソール モード

コンソール モード  インス トールは、 対話的なテキス トベースの表示で、 コマンド  ライ
ンを使用して WebLogic Platform をインス トールする方法です。 Windows システムお
よび UNIX システムの両方で使用できます。 インス トール手順については、 第 3 章
「コンソール モード  インス トールを使用した WebLogic Platform のインス トール」 を
参照して ください。

� サイレン ト  モード

サイレン ト  モード  インス トールでは、 対話的でない方法で WebLogic Platform をイン
ス トールします。 インス トール オプシ ョ ンを選択するには、 XML プロパティ  ファ イ
ルを使用します。 サイレン ト  モード  インス トールはスク リプ ト の一部と して実行で
き、 またコマンド  ラ インから も実行できます。 サイレン ト  モード  インス トールは、 イ
ンス トール コンフ ィ グレーシ ョ ンを一度だけ設定し、 その後はそれらのコンフ ィ グ
レーシ ョ ンを使用して、 インス トールを多くのマシンに複製する方法です。 インス

トール手順については、 第 4 章 「サイレン ト  モード  インス トールを使用した  
WebLogic Platform のインス トール」 を参照して ください。
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WebLogic Platform ソフ トウェア 
コンポーネン ト

WebLogic Platform はシステム上にインス トール可能な以下のソフ ト ウェアで構成されて
います。

� WebLogic Server と  WebLogic Workshop

� WebLogic Integration

� WebLogic Portal

� WebLogic Platform のサンプルとユーティ リテ ィ

� WebLogic Integration の補足製品

詳細の参照先

� WebLogic Platform コンポーネン トの機能および能力については、
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/intro/index.html にある
『BEA WebLogic Platform の紹介』 を参照。

� WebLogic Platform コンポーネン トのラ イセンスについては、
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/interm/license.html に
ある  e-docs Web サイ ト の 「ラ イセンス」 ページを参照。

� WebLogic Platform のオペレーティ ング システムおよびハード ウェアのサポートにつ
いては、 http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/support/index.html 
にある  e-docs Web サイ トの 『サポー ト対象プラ ッ ト フォーム』 を参照。

WebLogic Server と  WebLogic Workshop

WebLogic Server は、 e ビジネス  アプリ ケーシ ョ ンをすばやく開発、 デプロイ、 および管
理するための強力な基盤となるアプ リ ケーシ ョ ン  サーバです。 Web Logic Server には、
WebLogic Workshop が装備されています。 WebLogic Workshop は、 WebLogic Server の能
力、 信頼性、 およびスケーラビ リ テ ィ を自動的に利用できる  Web サービスを簡単に構築す
るための完全なフレームワークを提供します。 WebLogic Server コンポーネン ト全体を選
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択する と、 インス トール プログラムによ り、 WebLogic Server プログラム ファ イル、
WebLogic Workshop プログラム ファ イル、 および WebLogic Server と  Workshop のサンプ
ルがインス トールされます。

WebLogic Server は次のコンポーネン トで構成されています。

� Server — このコンポーネン トは、 コア Java 2 Enterprise Edition (J2EE) の機能を持つ 
WebLogic Server プログラム ファ イルで構成されています。

� Workshop — このコンポーネン トは、 ビジュアル開発環境および実行時環境などの 
WebLogic Workshop プログラム ファ イルで構成されています。

注意 : WebLogic Workshop のビジュアル開発環境および関連した  JRE は、Solaris シス
テムと  HP-UX システムではインス トールされません。

� Server Examples — このコンポーネン トは、 WebLogic Server のサンプル、 Pet Store 
サーバおよびサンプル アプリ ケーシ ョ ン、 および WebLogic Workshop のサンプルで
構成されています。 これらのサーバおよびサンプル アプ リ ケーシ ョ ンによって、
WebLogic Server を使用するさまざまな  J2EE の機能を例示します。 各サンプル アプリ
ケーシ ョ ンを構築、 コンフ ィ グレーシ ョ ン、 および実行するために、 リ ソースが用意

されています。 Workshop のサンプルでは、 WebLogic Workshop を使用してエンター
プライズ ク ラスの Web を構築する方法が説明されています。 WebLogic Server および 
Workshop のサンプルをインス トールおよび使用するには、 サーバをインス トールする
必要があ り ます。

WebLogic Integration

WebLogic Integration によ り、 Business Process Management、 Application Integration、 B2B 
Integration、 および Data Integration が実行されます。 また、 設定によっては、 電子データ
交換 (Electronic Data Interchange: EDI) 統合機能を追加できます。WebLogic Integration コン
ポーネン ト全体を選択した場合は、 サーバ プログラム ファ イル、 ク ライアン ト設計開発
ツール、 およびサンプルがインス トールされます。 

WebLogic Integration は次のコンポーネン ト で構成されています。

� Integration サーバ — このコンポーネン トは、 WebLogic Integration サーバ用のプログ
ラム ファ イル、 ク ラ イアン ト設計開発ツール、 および BEA WebLogic Adapter for 
Power.Enterprise! 3.1 で構成されています。 

注意 : Integration サーバをインス トールするには、 WebLogic Server が必要です。
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� Integration Examples — このコンポーネン トは、 WebLogic Integration の全機能を説明
するサンプル ファ イルで構成されています。 これらのサンプルによ り、 WebLogic 
Integration がどのよ うに機能しているかを理解し、 独自のソ リ ューシ ョ ンを実装する技
術について知る こ とができます。 Integration サンプルをインス トールおよび使用するに
は、 Integration サーバをインス トールする必要があ り ます。

� Client のみ — このコンポーネン トは、 個別にインス トール可能で、 WebLogic 
Integration Studio および Worklist ク ラ イアン ト、 Data Integration の Format Builder、
Business Process Management のチュート リ アル サンプル、 およびサーバで構成されて
います。 ク ラ イアン トは、 スタンドアロン  コンポーネン ト と して リモー ト  マシンにイ
ンス トールできます。 

EDI 統合

WebLogic Integration のオプシ ョ ンの EDI 統合機能は、 次のコンポーネン ト で構成されて
います。

� BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise!。 WebLogic Integration および BEA EDI 
Connect for WebLogic Integration ソフ ト ウェアの間のブラ ッ クボッ クス  ゲート ウェイ
です。 このアダプタは、 WebLogic Integration サーバ ソフ ト ウェアと共にインス トー
ルされます。 

� Power.Enterprise! とは別売の BEA EDI Connect for WebLogic Integration。
Power.Server!、 およびク ライアン ト管理ツールの Power.Map! および Power.Manager! 
で構成されるソフ ト ウェア スイーツです。 これらの 3 つのコンポーネン トは、 EDI 
メ ッセージ マップを定義し、 取引先関係を管理し、 EDI メ ッセージの送受信に関する
実行時作業を処理するために使用します。 EDI Connect for WebLogic Integration は 
BEA Systems から別途購入できます。 製品の必要条件、 インス トール方法、 およびラ
イセンス情報については、 付録 A 「BEA EDI Connect for WebLogic Integration のイン
ス トール」 を参照して ください。
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WebLogic Portal

WebLogic Portal は、 社内でキャンペーン、 商取引、 パーソナラ イゼーシ ョ ンの機能を備え
たポータルを構築するためのフレームワークを提供します。 WebLogic Portal コンポーネン
ト全体を選択した場合は、 サーバ プログラム ファ イル、 E-Business Control Center、 およ
びサンプルがインス トールされます。 WebLogic Portal は次のコンポーネン ト で構成されて
います。

� Portal Server — このコンポーネン トで、 ポータル、 キャンペーン、 商取引、 および
パーソナライゼーシ ョ ンのサービス機能のためのプログラム ファ イルがインス トール
されます。 

注意 : Portal サーバをインス トールするには、 WebLogic Server が必要です。

� Portal Examples — このコンポーネン トは、 WebLogic Portal の全機能を説明するサン
プル ファ イルで構成されています。 これらのサンプルで、 WebLogic Portal が機能する
方法を理解でき、 独自のソ リ ューシ ョ ンを実装する技術が例示されます。 Portal サンプ
ルをインス トールおよび使用するには、 Portal サーバをインス トールする必要があ り ま
す。

� EBCC — E-Business Control Center (EBCC) は、 WebLogic Portal のすべてのコンポー
ネン ト で使用されるク ラ イアン ト  ツールです。 EBCC は、 リモート マシンにスタンド
アロン コンポーネン ト と してインス トールできます。 また、 プラ ッ ト フォームが両方
をサポート している場合は、 サーバ ソフ ト ウェアと同じマシンにインス トールできま
す。 E-Business Control Center をスタンドアロン コンポーネン ト と してインス トールす
る場合は、 サーバがインス トールされているマシンにアクセスできる必要があ り ます。

WebLogic Platform のサンプルとユーティ リティ

Platform のサンプルおよびユーティ リ テ ィは、WebLogic Platform のすべてのコンポーネン
ト で利用できます。 これらのコンポーネン トには、 WebLogic Platform コンポーネン ト の
完全インス トールが必要です。 次のサンプルおよびユーテ ィ リ テ ィが使用できます。

� QuickStart — QuickStart アプリ ケーシ ョ ンは、 WebLogic Platform を初めて評価、 学
習、 および使用するユーザのためのガイ ドです。 

� Platform ツアー — 完全に統合されたサンプル アプリ ケーシ ョ ンを起動するツアーで、
WebLogic Platform の主な機能が説明されます。
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WebLogic Integration の補足製品

Contivo Analyst は、 直感的にわかりやすいグラフ ィ カル ツールです。 このツールを使用し
て、 ビジネス  アナ リ ス トは、 データ変換マップを視覚的にドキュ メン ト化し、 カスタマイ
ズできます。 マップが完成する と、 Contivo Analyst ソフ ト ウェアによってファ イルが生成
され、 これが後で実行時環境でデータ変換のために使用されます。 WebLogic Integration 
内で XML から  XML への変換を行う ために、Contivo Analyst では XLST スタイル シート  
マップが生成されます。 これは、 WebLogic Platform の製品 CD-ROM で配布されており、
BEA Web サイ ト からダウンロードできます。 

Contivo Analyst (Windows 版でのみサポート ) は、 WebLogic Platform ソフ ト ウェア と共に
インス トールされません。 これは、 個別にインス トールする必要があ り ます。 インス トー

ル方法、 リ リース  ノー ト 、 およびユーザ ドキュ メ ン トはインス トール ファ イルの一部で
あ り、 インス トール プログラムの実行中に抽出されます。

注意 : Contivo Analyst ソフ ト ウェアは、 WebLogic Integration リ ポジ ト リ と共に動作する
ために、 コンフ ィ グレーシ ョ ンする必要があ り ます。 WebLogic Server 7.0 および 
WebLogic Integration 7.0 をインス トールした後で Contivo Analyst をインス トール
した場合は、 Contivo のインス トール プログラムによって BEA ホーム ディ レク ト
リが検出され、 BEA ソフ ト ウェアの最新バージ ョ ンがあるディ レク ト リの選択が
求められます。 その後、 WebLogic Integration リ ポジ ト リが正し く コンフ ィグレー
シ ョ ンされます。 

しかし、 WebLogic Server および WebLogic Integration をインス トールする前に 
Contivo Analyst をシステムにインス トールした場合は、 Contivo Analyst ソフ ト ウェ
アを リポジ ト リ と統合する必要があ り ます。 この方法は、 『Contivo-BEA Release 
Notes』 の 「インス トール」 の節に記載されており、 次の方法で [ スタート ] メ
ニューからアクセスできます。[ スタート｜プログラム｜ Contivo Analyst｜ Release 
Notes] を起動します。

WebLogic Platform の配布方法

WebLogic Platform は、 BEA Web サイ トおよび CD-ROM の両方で配布されています。
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WebLogic Platform の Web 配布

WebLogic Platform 7.0 ソフ ト ウェアは、次の BEA Web サイ ト からダウンロードできます。

http://www.beasys.co.jp/evaluation/index.html

次の 2 種類の方法でダウンロードできます。

� ネッ ト  インス トーラ  — この方法 (推奨 ) では、約 20MB のセッ ト アップ ファ イルがダ
ウンロード されます。

インス トール処理中に、 システムにインス トールするコンポーネン ト を選択するよ う
求められます。 ネッ ト  インス トーラを使用する場合は、 システムにインス トールする
ために選択したコンポーネン ト だけがダウンロード されます。 ダウンロードを開始す

る前に、 次の情報の入力が求められます。 

� ス ト レージ ディ レク ト リ  — インス トールするよ うに選択した、 各コンポーネン ト
のアーカイブ ファ イルがダウンロード されます。 これらのアーカイブ ファ イルの
ダウンロード先ディ レ ク ト リ を指定する必要があ り ます。 これらのファ イルには、
システム上の任意の場所を選択できます。 インス トール セッ ト アップ ファ イルや
インス トールしたソフ ト ウェアと同じ場所に配置する必要はあ り ません。 ディ スク  
スペースを節約するために、 インス トール完了後に、 ダウンロード したファ イルを
システムから削除するよ うに指定する こ と もできます。 

� HTTP プロキシ — HTTP プロキシを使用してこれらのファ イルをダウンロードす
る場合は、 プロキシ  サーバのホス ト  アドレスおよびポート番号を指定する必要が
あ り ます。

ネッ ト  インス トーラでは、 ダウンロードが中断した場合の再開処理を標準でサポート
しています。 手動の動作、 または不慮のネッ ト ワーク  サービス停止などのなんらかの
理由のために、 ダウンロードが中断した場合は、 中断した と ころからダウンロードを
再開できます。 ダウンロードが完了したと きは、 システムにダウンロード されたアー
カイブ ファ イルの整合性がチェ ッ ク され、 ファ イルが正し く ダウンロード されたこ と
が検証されます。

� パッケージ インス トーラ  — この方法では、 WebLogic Platform の全ソフ ト ウェア コン
ポーネン ト があるインス トール プログラムのスタンドアロン  バージ ョ ン  (約 275MB) 
がダウンロード されます。 

注意 : サイレン ト  モード  インス トールを使用してソフ ト ウェアをインス トールする場
合は、 パッケージ インス トーラをダウンロードする必要があ り ます。 サイレン
ト  モード  インス トールは、 ネッ ト  インス トーラではサポート されていません。
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WebLogic Platform の CD-ROM 配布

販売代理店から  WebLogic Platform をお買い求めになった場合は、WebLogic Platform の製
品パッケージに以下のものが入っています。

� CD-ROM 5 枚。

� ディ スク  1 は、 Sun Java 2 SDK が付属した Windows 版および Solaris 版の BEA 
WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 2) 製品ソフ ト ウェア。

� ディ スク  2 は、 WebLogic JRockit Java 2 SDK が付属した Windows 版および Red 
Hat Linux Advanced Server 2.1 版の BEA WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 2) 製
品ソフ ト ウェア。

� ディ スク  3 は、 Sun Java 2 SDK が付属した Red Hat Linux 7.2 版の BEA WebLogic 
Platform 7.0 (Service Pack 2) 製品ソフ ト ウェア。

� ディ スク  4 は、 HP-UX 版および AIX 版の WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 1) 
製品ソフ ト ウェア。

� ディ スク  5 は、 BEA WebLogic Platform オンラ イン ドキュ メ ン ト。

� 次の印刷物があ り ます。

� 『BEA WebLogic Platform のインス トール』 ( このガイ ド )

� 『BEA WebLogic Platform の紹介』

� 「BEA Software License and Limited Warranty」 (パンフレ ッ ト )

� 「Customer Support Quick Reference and Other Important Information」 ( カード )

� オンラインの 「 リ リース  ノー ト 」 への URL ポインタが記載された用紙

製品を購入した と きは、 ほとんどの場合、 ライセンス  カードは電子メールの添付ファ イル
と して送付されます。 入力ラ イセンス  ファ イルは、 他の名前になる こ とがあ り ます。 ほと
んどのラ イセンス  ファ イルの名前は、 BEA 販売注文記録 (sales order record: SOR) で始ま
り ます。 ソフ ト ウェアを  CD-ROM から インス トールしたと きは、 評価ライセンスがイン
ス トールされます。 この評価ライセンスは、 第 5 章 「WebLogic Platform ラ イセンス ファ
イルのインス トールおよび更新」 で解説されているよ うに、 電子メールで受信したライセ
ンスを使って更新できます。
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サービス パックとローリング パッチの Web 配布

WebLogic Platform 7.0 の最新の配布にサービス  パッ ク と ロー リ ング  パッチが組み込まれて
いる場合は、 1-9ページの 「WebLogic Platform の Web 配布」 の説明に従ってこれらをダ
ウンロードできます。 WebLogic Platform 7.0 をインス トールしていない場合は、 この配布
をインス トールする必要があ り ます。

サービス  パッ クなしで WebLogic Platform 7.0 をすでにインス トールしてあ り、 BEA 
eSupport アカウン ト を持っている場合は、 次の方法のいずれかでソフ ト ウェアをアップグ
レードできます。

� Smart Upadate 機能 (推奨 ) を使用して、 ソフ ト ウェア アップデート を  BEA Web サイ
トから取得してインス トールする。 Smart Update で取得できるのは、 対象の BEA ホー
ム ディ レ ク ト リに現在インス トールされているコンポーネン ト用のアップデートだけ
です。 

� Service Pack Upgrade を  http://www.beasys.co.jp/evaluation/index.html にある  
Evaluation Center からダウンロードする。 ただし、 WebLogic Platform 配布全体はダウ
ンロード しません。 

WebLogic Platform のサービス  パッ ク と ロー リ ング パッチのインス トール方法の詳細につ
いては、 第 7 章 「サービス  パッ ク と ロー リ ング  パッチのインス トール」 を参照して くださ
い。

BEA eSupport アカウン ト を持っていない場合は、 次の URL にアクセスして取得します。

http://support.bea.com

BEA WebLogic JRockit 7.0 (Service Pack 2) 
の概要

サーバ側のアプ リ ケーシ ョ ン用に開発および最適化された  BEA WebLogic JRockit™ SDK 
では、 Intel アーキテクチャをサポート しています。 BEA WebLogic Platform 7.0 (Service 
Pack 2) では、WebLogic JRockit 7.0 (Service Pack 2) SDK は WebLogic Platform ソフ ト ウェ
アのパッケージに含まれています。 
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注意 : WebLogic JRockit 7.0 は、 Java 2 Platform, Standard Edition (J2SE) バージ ョ ン 1.3.1 
で認証されています。

WebLogic Platform および JRockit のソフ ト ウェア パッケージは、
http://www.beasys.co.jp/evaluation/index.html からダウンロードできます。 また、
BEA WebLogic Platform 製品パッケージの CD-ROM にも収録されています。 

WebLogic Platform または JRockit のパッケージをインス トールするには、 次の章で説明さ
れているインス トール手順を使用できます。

� 第 2 章 「グラフ ィ カル モード  インス トールを使用した WebLogic Platform のインス
トール」

� 第 3 章 「コンソール モード  インス トールを使用した  WebLogic Platform のインス トー
ル」

� 第 4 章 「サイレン ト  モード  インス トールを使用した  WebLogic Platform のインス トー
ル」

注意 : WebLogic JRockit SDK が付属した WebLogic Platform パッケージには、 ネッ ト  イ
ンス トーラは使用できません。 

WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 2) または JRockit のパッケージをインス トールする と、
サーバ側アプリ ケーシ ョ ン用に最適化された  WebLogic JRockit JVM と ク ラ イアン ト側ア
プリ ケーシ ョ ンで任意に使用できる  Sun Hotspot Client JVM とい う  2 種類の JVM がシステ
ムにインス トールされます。 WebLogic Platform に用意されているサンプルには、 ク ライ
アン ト側 GUI や、Sun Hotspot Client JVM などのク ラ イアン ト指向の JVM を利用するその
他のアプリ ケーシ ョ ンを多用するものがあ り ます。 WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 2) 
では、 commEnv とい う便利なスク リプ ト がインス トールされています。 このスク リプ ト
は、 ク ラ イアン ト  JVM またはサーバ JVM のどちらを実行するのか決定する環境変数を定
義します。 詳細については、
http://e-docs.bea.com/platform/docs70/relnotes/relnotes.html にある 『BEA 
WebLogic Platform リ リース  ノー ト 』 の 「WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 2) の JVM オ
プシ ョ ンを指定する」 を参照して ください。

Sun Java 2 SDK が付属した WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 2) をインス トールし、
WebLogic JRockit 7.0 (Service Pack 2) SDK を使用するよ うにそのインス トールを変更する
場合の手順については、 『BEA WebLogic Platform リ リース  ノー ト 』 の 「WebLogic JRockit 
SDK を使用するよ うに WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 2) を変更する」 を参照して く
ださい。 
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WebLogic JRockit の詳細については、
http://e-docs.bea.com/wljrockit/docs70/index.html にある  JRockit のドキュ メ ン
ト を参照して ください。

注意 : 『BEA WebLogic JRockit™ 7.0 SDK Installation and Migration Guide』のインス トール
手順では、 JRockit をスタンドアロン SDK と してインス トールする方法を説明して
います。 この手順は、 WebLogic Platform および JRockit のパッケージには適用で
きません。

インストールの要件

次の節では、 WebLogic Platform インス トールのインス トール要件を説明します。

� システム要件

� 一時ディ スク  スペースの要件

� Administrator 特権

� ラ イセンスおよび暗号

システム要件

表 1-1 に WebLogic Platform のシステム要件を示します。

表 1-1  システム要件

コンポーネント 要件

サポート対象

プラ ッ ト フォーム

BEA WebLogic Platform でサポー ト しているプラ ッ ト フォームのコンフ ィ
グレーシ ョ ン。 次の URL の 『サポート対象プラ ッ ト フォーム』 ページを参

照。

http:/edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/support/
index.html

このページでは、 推奨される  Java 実行時環境などの要件も解説している。
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ハード  ディ ス ク  
ド ラ イブ

WebLogic Platform をすべてインス トールするには、 約 525MB のディス ク  
スペースが必要である。 この中には、 JDK のための 35MB、 およびサンプ
ルのための 142MB が含まれている。 個別のコンポーネン トのためのディ ス
ク  ド ラ イブ要件の リ ス トについては、 次の URL にある 『サポート対象プ

ラ ッ ト フォーム』 ページを参照。

http:/edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/support/
index.html

メモ リ WebLogic Platform のフル インス トール — 512MB の RAM。 1GB を推奨。

WebLogic Server — 最低 256MB の RAM。 512MB 以上を推奨。

WebLogic Integration — 512MB の RAM。 1GB を推奨。

WebLogic Portal — 512MB の RAM。 1GB を推奨。

カラー ビッ ト深度
ディ スプレイおよび

サイズ

グラフ ィカル ユーザ インタフェース  (graphical user interface: GUI) モードの
インス トールでは、 8 ビッ ト色深度 (256 色 )。

コンソール モードおよびサイレン ト  モードのインス トールでは、 カラー 
ビッ ト深度の要件はない。

Java 2 SDK WebLogic Platform インス トール プログラムの実行には、 Java 実行時環境 
(Java run-time environment: JRE) が必要である。 JRE を備えた Java 2 Software 
Development Kit (SDK) は、 Windows インス トール プログラムおよび一部の 
UNIX インス トール プログラム  ( ファ イル名の末尾が .bin のもの ) にバンド
ルされている。 その他の UNIX プラ ッ ト フォームの WebLogic Platform イン
ス トール プログラムには、 Java 2 SDK はバンドルされていない。 これらのイ
ンス トール プログラムのファ イル名の末尾は、 .jar である。 .jar インス
トール プログラムを実行するには、 適切なバージ ョ ンの Java 2 SDK がシス
テムにインス トールされており、 PATH 変数の前に SDK の bin ディレク ト リ
が指定されている必要がある。 インス トール プロセスによ り、 JAVA_HOME 
および関連する変数がこのディ レク ト リ を指すよ うに設定されるため、 SDK 
を使用するこ とが重要である。 プロシージャについては、 次のいずれかを参

照。

� 2-6ページの 「.jar インス トール ファ イルのためのグラフ ィカル 
モード  インス トールの開始」

� 3-6ページの 「.jar インス トール ファ イルのためのコンソール モー
ド  インス トールの開始」

表 1-1  システム要件

コンポーネント 要件
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一時ディスク  スペースの要件

BEA インス トール プログラムでは、 一時ディ レ ク ト リ を使用して、 WebLogic Platform を
対象のシステムにインス トールするために必要なファ イルを抽出します。 インス トール処
理の中で、 インス トール プログラムにバンドルされている圧縮状態の Java 実行時環境 
(Java run-time environment: JRE)、および一時ディ レ ク ト リに展開される無圧縮の JRE が入
る十分なスペースがあるこ とが、 一時ディ レ ク ト リには必要です。 展開されたファ イル
は、 インス トール処理の最後に一時ディ レク ト リから削除されます。 一般的に、 インス
トール プログラムには、 インス トールされたファ イルが必要とする量の 2.5 倍の一時ス
ペースが必要です。 

デフォル トでは、 インス トール プログラムは次の一時ディ レク ト リ を使用します。

� Windows プラ ッ ト フォーム — TMP システム変数で参照されるディ レク ト リ

� UNIX プラ ッ ト フォーム — システム依存の一時ディ レク ト リ

注意 : インス トール プログラムを実行するための充分な一時スペースがない場合は、 別の
ディ レク ト リ を指定するかインス トール プログラムを終了するよ う求められます。

充分な一時スペースを確保するために、 インス トール用の一時ディ レク ト リ と して別の
ディ レ ク ト リの割 り当てが必要になる場合があ り ます。 その場合は、 次の表に記載されて
いる指示を参照して ください。

プラッ ト フォーム 手順

Windows 次のいずれかを実行する。

� 選択したディレク ト リに TMP システム変数を設定する。

� コマンド  ラ インから インス トール プログラムを起動する
場合は、 コマンド  ラ インに 
-Djava.io.tmpdir=tmpdirpath オプシ ョ ンを入力す
る。 このオプシ ョ ンでは、 tmpdirpath は、 WebLogic 
Platform インス トール プログラムが使用するファ イルを
一時的に保存するためのディ レク ト リの絶対パスである。

例 :
net_platformXXX_win32.exe -mode=console 
-Djava.io.tmpdir=d:\Temp

この例では、 ファ イル名の XXX は、 インス トールしてい
る ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号である。
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Administrator 特権

ユーザ ド メ インを作成するために、 カスタム  インス トールの終了時に [ コンフ ィグレー
シ ョ ン ] ウ ィザードを実行した場合は、 サーバを  Windows サービス と してインス トールす
るかど うかを指定するよ う求められます (WLS Domain テンプレー ト などの一部のテンプ
レートの場合 )。 サーバを Windows サービス と してインス トールした場合は、 Windows シ
ステムを起動するたびに自動的に起動されます。 サーバを  Windows サービス と してイン
ス トールするには、 Administrator 特権を持っている必要があ り ます。 

詳細については、次の URL にある 『BEA WebLogic Server 管理者ガイド』 の 「WebLogic Server 
の起動と停止」 「WebLogic Server の Windows サービスとしての設定」 を参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/startstop.html
#SettingUpServerAsWindowsService

ライセンスおよび暗号

WebLogic Platform ソフ ト ウェアは、 有効なラ イセンスなしでは使用できません。
WebLogic Platform をインス トールする と、 最大 20 のク ライアン トが接続可能な評価ラ イ
センスがインス トールされます。 評価ラ イセンスは完全なライセンスであ り、 WebLogic 
Platform のすべてのコンポーネン ト機能が使用可能にな り ます。 

ラ イセンスは、 WebLogic Platform 製品全体に対して購入するこ と も、 個別のコンポーネ
ン ト に対して購入するこ と もできます。 WebLogic Platform で購入可能なライセンスにつ
いては、次の URL の e-docs Web サイ トにある 「ラ イセンス」 ページを参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/interm/license.html

UNIX インス トール プログラムを起動する と きに、 次のオプシ ョ ン

をコマン ド  ラ インに入力する。

-Djava.io.tmpdir=tmpdirpath

こ こで、 tmpdirpath は、 WebLogic Platform インス トール 
プログラムが使用するファ イルを一時的に保存するための

ディレク ト リの絶対パスである。

プラッ ト フォーム 手順
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WebLogic Platform コンポーネン トの 7.0 以前のバージ ョ ン用のライセンスは、 WebLogic 
Platform 7.0 では機能しません。 このライセンスは、 7.0 license.bea フォーマッ トにアップ
グレードする必要があ り ます。 ライセンス  ファイルをアップグレードするプロシージャ、 お

よび永続的なライセンスをインス トールするプロシージャについては、 第 5 章 「WebLogic 
Platform ライセンス  ファ イルのインス トールおよび更新」 で説明されています。

128 ビッ ト暗号の概要

セキュア ソケッ ト  レイヤ (secure sockets layer: SSL) 暗号化ソフ ト ウェアは、56 ビッ トおよ
び 128 ビッ トの両方のレベルで使用可能です。SSL の 128 ビッ ト  ク ラ イアン ト  バージ ョ ン
のライセンスは、 アメ リ カ合衆国およびカナダで使用可能です。 適切な認証があれば、 ア
メ リ カ合衆国およびカナダ以外でも  128 ビッ ト暗号で有効なライセンスを取得できます 

WebLogic Platform ライセンスは、 デフォル トで 56 ビッ ト暗号が使用可能になっていま
す。 SSL で 128 ビッ ト暗号を使用可能にするには、 WebLogic Platform ソフ ト ウェアをイ
ンス トールする前に、 インス トール先となる  BEA ホーム  ディ レク ト リに 128 ビッ ト暗号
のライセンス  ファ イル license.bea が存在する必要があ り ます。 

128 ビッ ト暗号のライセンスをインス トールする方法については、 5-4ページの 「128 ビッ
ト暗号の有効化」 を参照して ください。

インストールの種類選択

WebLogic Platform のインスト ール プログラムでは、次の 2 種類のインスト ールができます。 

� 標準インス トール

標準インス トールでは、 サンプル ファ イルを含めて、 WebLogic Platform で用意され
ているすべてのソフ ト ウェア  コンポーネン ト がインス トールされます。 WebLogic 
Platform で用意されているソフ ト ウェア  コンポーネン トの説明については、 1-4ペー
ジの 「WebLogic Platform ソフ ト ウェア コンポーネン ト 」 を参照して ください。 すべ
てのコンポーネン トのためのサンプル ド メ インは、 WebLogic Platform ツアーも含め
て、 PointBase データベースで使用できるよ うにコンフ ィグレーシ ョ ン済みであ り、 イ
ンス トールが完了したら、 すぐにサンプルを実行できます。 

初めて使用するユーザが WebLogic Platform を評価、 理解、 および使用する と きに役
立つよ うに、 標準インス トールまたは完全なカスタム  インス トールの終了時に 
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WebLogic Platform QuickStart アプリ ケーシ ョ ンが表示されます。 QuickStart からは 
WebLogic Platform ツアーなどのサンプル、 特定の開発タスクを実行するために有用な
ツール、 およびオンライン  ドキュ メ ン ト にすばやくアクセスできます。 

注意 : QuickStart アプリ ケーショ ンは、 グラフィ カル モード  インスト ールを使用してソ
フト ウェアをインスト ールしたと きにだけ、 起動されます。 コンソール モード  
インスト ール、 またはサイレント  モード  インスト ールでは呼び出されません。

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードは、 標準インス トールでは呼び出されません。 

� カスタム インス トール

カスタム インス トールでは、 インス トールするコンポーネン ト を細かく選択できます。
上級ユーザには、 このオプシ ョ ンをお勧めします。 選択したファ イルをインス トール
した後で、 BEA WebLogic Platform の [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードを実行する
オプシ ョ ンが表示されます。 [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードでは、 インス トール
先環境用にド メ インを作成するコンフ ィ グレーシ ョ ン済みのド メ イン  テンプレート を
使用して、 WebLogic ド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンできます。 [ コンフ ィグレー
シ ョ ン ] ウ ィザードで使用できるテンプレー トは、 システムにインス トールするコン
ポーネン ト に基づきます。 PointBase データベースを使う よ う コンフ ィ グレーシ ョ ンさ
れたサンプル ド メ インは、 インス トールしたコンポーネン ト専用に作成されます。
WebLogic Platform QuickStart を使用するには、 すべてのコンポーネン ト をインス トー
ルする必要があ り ます。

注意 : このオプシ ョ ンを使用する と、 ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェア (E-Business Control 
Center および WebLogic Integration ク ラ イアン ト ) を、 スタンドアロン  コン
ポーネン ト と してインス トールできます。

WebLogic Platform インストールのための
ディレク ト リ選択

WebLogic Platform のインス トールでは、 以下のディ レク ト リの位置を指定する必要があ
り ます。

� BEA ホーム  ディ レク ト リ

� 製品インス トール ディ レ ク ト リ

� ユーザ ド メ イン  ([ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを実行する場合 )
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BEA ホーム ディレク ト リの選択

WebLogic Platform をインス トールする と きは、 BEA ホーム ディ レク ト リ を指定するよ う
求められます。 BEA ホーム  ディ レク ト リは、 同じマシンにインス トールされた複数の 
BEA 製品が使用する共通ファ イルのリ ポジ ト リです。 したがって、 BEA ホーム ディ レク
ト リは、 システムにインス トールされた BEA 製品の中央サポート  ディ レ ク ト リ と見なす
こ とができます。

BEA ホーム  ディ レク ト リの中のファ イルは、 BEA ソフ ト ウェアがシステム上で正し く動
作するために不可欠です。 これらのファ イルは、 次の種類の機能を実行します。

� インス トールした BEA 製品にライセンスを正し く機能させる

� インス トール中に製品間の依存関係チェ ッ クを行う

� Service Pack のインス トールを行う

バンドルされている  SDK をインス トールする  WebLogic Platform インス トール プログラム
によって作成された、 サンプルの BEA ホーム  ディ レク ト リの構造を以下に示します。

この図には、 BEA ホーム ディ レ ク ト リ で必須のファ イルおよびディ レ ク ト リのみを示し
ます。 デフォル トの製品インス トール ディ レク ト リ を選択した場合は、 BEA ホーム  ディ
レク ト リの中に weblogic700 および user_projects などのディ レ ク ト リが追加されます。
製品インス トール ディ レ ク ト リのデフォル ト の場所は、 BEA ホーム  ディ レク ト リの中で
すが、 BEA ホーム ディ レク ト リ以外の別の場所も選択できます。

注意 : 一部の UNIX プラ ッ ト フォームの WebLogic Platform のインス トール プログラムで
は、 SDK をインス トールしません。

BEA Home (dir)

sdk (dir)

logs (dir)

registry.xml

license.bea

UpdateLicense (.cmd/.sh)

utils (dir)
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WebLogic Platform のインス トールでは、 既存の BEA ホーム ディ レク ト リ を選択するか、
新規の BEA ホーム  ディ レク ト リ を作成するパスを指定するよ う求められます。 新規ディ
レク ト リ を作成する場合は、 WebLogic Platform インス トール プログラムによ りディ レク
ト リが自動的に作成されます。

注意 : BEA ホーム  ディ レク ト リでは、 BEA ホーム ディ レク ト リ規約を使用する  BEA 製
品のそれぞれのバージ ョ ンについて、 1 つのインスタンスだけをインス トールでき
ます。 たとえば、 BEA ホーム ディ レク ト リにインス トールできる  WebLogic 
Server 7.0 は 1 つのみですが、BEA ホーム  ディ レク ト リには、WebLogic Server 6.1 
のインスタンスも  1 つインス トールできます。

BEA ホーム ディ レク ト リの機能について

表 1-2 で、BEA ホーム  ディ レク ト リ にあるファイルおよびディ レク ト リ について説明します。

表 1-2  BEA ホーム ディ レク ト リの説明

コンポーネント 説明

sdk ディレク ト リ WebLogic Platform と共にインス トールされた  Java 2 
SDK 用のソフ ト ウェアが格納される。 SDK には、 Java 
実行時環境 (Java run-time environment: JRE) および Java 
アプ リケーシ ョ ンをコンパイルおよびデバッグするツー

ルが用意されている。 次のオプシ ョ ンがある。

� jdk131_XX — Sun Java 2 SDK のバージ ョ ン  1.3.1。
このディ レク ト リ名の XX は、 システムにインス トー
ルされている  Sun SDK のバージ ョ ンを示す 
(jdk131_06 など )。

� jrockitXXX — WebLogic JRockit SDK。 このディ レク
ト リ名の XXX は、 システムにインス トールされてい
る  JRockit SDK のバージ ョ ンを示す 
(jrockit70sp2_131 など )。

注意 : SDK オプシ ョ ンは、 ハードウェア プラ ッ ト フォー
ムによって異なり ます。 一部の UNIX プラ ッ ト
フォームでは、 WebLogic Platform インス トール プ
ログラムは SDK をインス トールしません。
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logs ディ レク ト リ BEA ホーム ディ レク ト リのインス トールおよびアンイ
ンス トールを記録する履歴ファ イルが格納されている。

utils ディレク ト リ BEA WebLogic Platform の全製品のインス トールをサ
ポートするユーテ ィ リ テ ィが格納されている。

utils.jar ファ イルには、 UpdateLicense ユーテ ィ リ
テ ィ をサポートするコードが格納されている。

license.bea ファイル システムにインス トールされた BEA WebLogic の全製品
のライセンス  キーがある  XML フォーマッ トのラ イセン
ス  ファ イル。

このラ イセンスのフォーマッ トは、 WebLogic Platform 
7.0 で変更されている。 7.0 以前の license.bea ファ イ
ルを WebLogic Platform 7.0 の license.bea ファ イルに
変換する方法については、 5-6 ページの 「WebLogic 
Platform 製品の 7.0 リ リース以前のラ イセンスのアッ
プグレード」 の手順を参照。 無期限 (永続 ) ラ イセンス
を追加する、 または機能を追加するためにライセンス  
ファ イルを更新するには、 UpdateLicense ユーテ ィ リ
テ ィ を使用して  license.bea フ ァ イルを更新する必要
がある。 詳細については、 5-2 ページの 「license.bea 
ファ イルの更新」 を参照。

注意 : このファ イルは直接編集しないでく ださい。 直接
編集した場合は、 インスト ールされている  BEA 
製品の動作に問題が発生するこ と があり ます。

表 1-2  BEA ホーム ディ レク ト リの説明

コンポーネント 説明
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複数の BEA ホーム ディレク ト リの作成

BEA ホーム  ディ レク ト リ を複数作成する こ とはできますが、 できる限り避けて ください。

ほとんどの場合、 BEA ホーム ディ レク ト リは 1 つで充分です。 しかし、 状況によっては、

開発環境と製品環境を分けておくために、 それぞれに製品スタッ クを入れたほうがよい場

合もあ り ます。 ディ レ ク ト リ を  2 つ作成しておけば、 生産環境を変更する準備が整う ま

で、 それを変更するこ となしに開発環境を  (BEA ホーム ディ レク ト リ内で ) 更新しても、

準備が整う まで製品環境を変更せずに済みます。

registry.xml ファイル 対象のシステムにインス トールされているすべての BEA 
製品に関する永続的な記録が入ったレジス ト リ  ファ イ
ル。 このレジス ト リには、 バージ ョ ン番号、 サービス  
パッ ク番号、 およびインス トール ディレク ト リ などの製
品に関係する情報が格納されている。

注意 : このファ イルは直接編集しないで ください。 直接

編集した場合は、 インス トールされている  BEA 
製品の動作に問題が発生するこ とがあ り ます。 ま

た、 将来 BEA 製品、 またはメンテナンス  アップ
グレードをインス トールする と きに、 インス トー

ルに関する問題が起こる こ とがあ り ます。

UpdateLicense 
(.cmd/.sh)

新規のライセンス  セクシ ョ ンを使用して、 現在の 
license.bea ファ イルを更新するコマンド  フ ァ イル 
(Windows NT/2000)、 またはシェル ス ク リプ ト  (UNIX)。
結果は、 既存のライセンス  セクシ ョ ン と新規のラ イセン
ス  セクシ ョ ンの両方があるマージされたラ イセンスにな
る。 UpdateLicense ユーテ ィ リ テ ィの使用方法の詳細
については、 5-2 ページの 「license.bea ファ イルの更
新」 を参照。

表 1-2  BEA ホーム ディ レク ト リの説明

コンポーネント 説明
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製品インストール ディレク ト リの選択

製品インス トール ディ レ ク ト リには、 プログラム ファ イルおよびサンプルを含めて、 シス

テムにインス トールするこ とを選択したすべてのソフ ト ウェア  コンポーネン ト があ り ま

す。 WebLogic Platform の最初のインス トールでは、 製品インス トール ディ レ ク ト リ を選

択するこ と を求められます。 デフォル ト を選択した場合は、 WebLogic Platform ソフ ト

ウェアが次のディ レク ト リにインス トールされます。

C:\bea\weblogic700

こ こで C:\bea は BEA ホーム  ディ レク ト リであ り、 weblogic700 は製品インス トール 
ディ レ ク ト リです。 ただし、 製品インス トール ディ レク ト リには、 任意の名前とシステム

内の任意の場所を指定できます。 つま り、 ディ レ ク ト リ を  weblogic700 と した り、 BEA 
ホーム ディ レ ク ト リの下に作成する必要はあ り ません。 

インス トール プログラムでは、 製品インス トール ディ レク ト リ を WL_HOME ディ レク ト リ

と して使用し、 ソフ ト ウェア  コンポーネン ト をこのディ レク ト リの下にインス トールしま

す。 最初のインス トールで、 製品の全コンポーネン ト ではな く、 WebLogic Platform の個
別のコンポーネン ト をインス トールするこ とを選択し、 その後、 ( 同じ  BEA ホーム  ディ レ

ク ト リ を使用して ) 追加コンポーネン ト をインス トールする場合は、 後のインス トールで

は、 製品インス トール ディ レク ト リの指定は求められません。 インス トール プログラムに
よって、 WL_HOME ディ レ ク ト リが検出され、 同じディ レク ト リの下に追加コンポーネン ト

がインス トールされます。

WebLogic Platform のディ レク ト リ構造の説明は、 6-8 ページの 「WebLogic Platform 製品
ディ レ ク ト リ構造について」 にあ り ます。

ユーザ ド メイン ディレク ト リの選択

WebLogic Platform コンポーネン ト製品の以前のリ リースでは、 各ド メ インのアプリ ケー

シ ョ ン コードを含めて、 製品インス トールのディ レ ク ト リ構造の中にド メ インが作成され

ていました。 WebLogic Platform 7.0 に付属している  [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザード

を使用する と、 ド メ イン  コンテナ フォルダ ( デフォル トでは、 user_projects) の中の専
用のディ レ ク ト リ構造の中にド メ インを作成できるので、 ウ ィザードの使用をお勧めしま

す。 ド メ イン  コンテナを作成する と、 すべてのユーザ  ド メ イン ディ レク ト リ を保存でき、

また各ド メ インを専用のド メ イン コンテナの中に作成できます。 ド メ イン  コンテナの作成
位置は自由です。
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この新しいディ レク ト リ構造によって、 アプ リ ケーシ ョ ン  コードを保存し、 サーバ システ
ムをコンフ ィ グレーシ ョ ンする と きの柔軟性がさ らに大き く な り ました。 また、 アプ リ

ケーシ ョ ン開発でのよ り よい作業実践にもつながり ます。 つま り、 アプ リ ケーシ ョ ン  コー
ドは製品ソフ ト ウェアと共に保存するべきではあ り ません。 

注意 : [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを使用して作成したディ レク ト リは、 ソフ ト

ウェアをアンインス トールしたと きに削除されず、 その後のインス トールでも上

書き されません。 これらのディ レ ク ト リ を削除する場合は、 手作業で削除する必

要があ り ます。

ド メ イン作成の全詳細は、 『コンフィグレーショ ン ウ ィザードの使い方』 で説明されています。

アップグレード情報および移行情報の掲示

場所

WebLogic Platform インス トールを最新のサービスパッ クを使用してアップグレードする

詳細については、 第 7 章 「サービス  パッ ク と ローリ ング パッチのインス トール」 を参照し

て ください。 

注意 : Smart Update およびアップグレード  インス トーラによ り、 Sun Java 2 SDK がシス
テムにインス トールされます。WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 1) をインス トー

ルした後で、 WebLogic JRockit 7.0 (Service Pack 1) SDK を使用するよ うにインス

トールを変更した場合は、 インス トールをアップグレードするのに Smart Update 
やアップグレード  インス トーラを使用しないでください。 この場合は、 プラ ッ ト

フォームに WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 2) および JRockit のパッケージ全体

をインス トールする必要があ り ます。 JRockit と共に動作するカスタムの Service 
Pack 1 ド メ インを作成した場合は、 このド メ インを  Service Pack 2 に移行する必要

があ り ます。 ド メ インの移行手順については、
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/relnotes/relnotes.

html#migration にある 『BEA WebLogic Platform リ リース  ノー ト 』 の 「コンフ ィ

グレーシ ョ ン ウ ィザードを使用して作成されたド メ インを移行する」 を参照して

ください。

WebLogic Platform コンポーネン トのアップグレード情報および移行情報は、 次の URL で
入手できます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/interm/migrate.html
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Smart Update の概要

WebLogic Platform 7.0 には Smart Update 機能があ り、 サービス  パッ ク、 ローリ ング パッ

チ、 および今後のソフ ト ウェア リ リースで、 ソフ ト ウェアをすばやく簡単にアップグレー

ドできます。 

Windows の [ スター ト ] メニューまたはコマンド  ラインのいずれかから、 Smart Update を
起動したと きは、 インス トールされている製品 ( 現在の BEA ホーム ディ レ ク ト リに関連

付けられている ) のバージ ョ ン番号がチェ ッ ク されます。 そして、 BEA Web サイ ト にアク
セスして取得できるアップデートがチェ ッ ク されます。 Smart Update の使用方法の詳細に
ついては、 第 7 章 「サービス パッ ク と ローリ ング パッチのインス トール」 を参照して くだ

さい。

Smart Update を使用する と、システム  インス トールを以前のリ リース  バージ ョ ンに戻すこ

と もできます。 詳細については、 7-16 ページの 「Smart Update を使用したメ ンテナンス  
アップグレードのアンインス トール」 を参照して ください。 
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2

グラフ ィカル モード  インストールを使用

した WebLogic Platform のインストール 

以下の節では、 Windows システムと  UNIX システムの両方で、 グラフ ィ カル ユーザ イン
タフェース ( グラフ ィ カル ) モード  インス トールを使用して  WebLogic Platform をインス
トールする方法を説明します。

� 作業開始前の注意

� Windows プラ ッ ト フォームでのグラフ ィ カル モードのインス トール プログラムの起動

� UNIX プラ ッ ト フォームでのグラフ ィカル モードのインス トール プログラムの起動

� インス トール プログラムの実行

� コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードの使い方

� 次に行う作業

作業開始前の注意

WebLogic Platform インス トールを開始する前に、 次のこ とを確認して ください。

� 製品のインス トール先がサポート されているプラ ッ ト フォームである こ と を確認する。

サポート されているプラ ッ ト フォームの詳細な リ ス トは、 次の URL にあ り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/support/index.html

� 第 1 章 「WebLogic Platform インス トールの準備」 の全体、 特に次の節を参照する。
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� 1-13 ページの 「インス トールの要件」

� 1-17 ページの 「インス トールの種類選択」

� 1-18 ページの 「WebLogic Platform インス トールのためのディ レク ト リ選択」

� WebLogic Platform コンポーネン ト を、 同じ コンポーネン ト の以前にインス トールされ

ているバージ ョ ンの上にインス トールする こ とはできない。 しかし、 既存のインス

トールにコンポーネン ト を追加するこ とはできます。 たとえば、 1 回のインス トールで 
WebLogic Server をインス トールして、 別のインス トールで WebLogic Integration また
は WebLogic Portal をインス トールできます。 しかし、 1 つの製品コンポーネン ト の同

じバージ ョ ンを再インス トールするには、 第 8 章 「WebLogic Platform のアンインス
トール」 で説明されているよ うに、 そのコンポーネン ト をアンインス トールするか、

他のロケーシ ョ ンにインス トールする必要があ り ます。

WebLogic Platform の既存のインス トールにコンポーネン ト を追加する場合は、 インス

トールを開始する前に実行中のサーバをシャ ッ ト ダウンする必要があ り ます。

� BEA 製品ディ レク ト リ  (/bea/weblogic700 など ) にインス トールされているすべての  
WebLogic Platform コンポーネン トが、 同じバージ ョ ン レベルである。 このディ レク

ト リにすでにインス トールされているコンポーネン ト よ り も新しいバージ ョ ンのコン

ポーネン ト を追加でインス トールする場合は、 インス トールを続行する前に、 既存の

コンポーネン ト をアップグレードするよ うに求められます。 たとえば、 WebLogic 
Server と  WebLogic Integration 7.0 (Service Pack 1) をインス トールした後で WebLogic 
Portal 7.0 (Service Pack 2) をインス トールする場合は、 WebLogic Portal をインス トー

ルする前に、 その他のコンポーネン ト を  Service Pack 2 にアップグレードする必要があ

り ます。 インス トールのアップグレード方法の詳細については、 第 7 章 「サービス  
パッ ク と ローリ ング パッチのインス トール」 を参照して ください。

Windows プラッ ト フォームでのグラフ ィカ
ル モードのインストール プログラムの起動

Windows システムでグラフ ィカル モードでインス トールを開始するには

1. Windows システムにログインします。

2. CD-ROM から  WebLogic Platform をインス トールする場合は、 手順 3 に進みます。
Web ダウンロードから インス トールする場合は、 次の手順を実行します。 
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a. 1-9 ページの 「WebLogic Platform の Web 配布」 に従ってソフ ト ウェアをダウン

ロード します。

b. インス トール プログラムをダウンロード したディ レ ク ト リに移動し、 インス トール 
ファ イルをダブルク リ ッ ク します。

net_platformXXX_win32.exe (Sun Java 2 SDK が付属したネッ ト  インス トーラ  
ファ イルの場合 )

platformXXX_win32.exe (Sun Java 2 SDK が付属したパッケージ  インス トーラの

場合 )

platformXXX_jrockit_win32.exe (WebLogic JRockit Java 2 SDK が付属したパッ

ケージ インス トーラの場合 )

これらのファ イル名の XXX はインス トールしているソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号

です。

インス トール プログラムによって、 WebLogic Platform のインス トールが開始され

ます。

c. 2-7 ページの 「インス トール プログラムの実行」 に進みます。

3. CD-ROM から  WebLogic Platform をインス トールする場合

a. WebLogic Platform CD-ROM を  CD-ROM ド ラ イブに挿入します。

b. インス トール プログラムが自動的に起動しない場合は、 エク スプローラを開いて、

CD-ROM のアイコンをダブルク リ ッ ク します。

c. Windows のインス トール フォルダに移動し、プラ ッ ト フォームに応じたインス トー

ル ファ イルをダブルク リ ッ ク します。

platformXXX_win32.exe (Sun Java 2 SDK が付属したパッケージ  インス トーラの

場合 )

platformXXX_jrockit_win32.exe (WebLogic JRockit Java 2 SDK が付属したパッ

ケージ インス トーラの場合 )

これらのファ イル名の XXX はインス トールしているソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号

です。

インスト ール プログラムによって、 WebLogic Platform のインスト ールが開始されます。

4. 2-7 ページの 「インス トール プログラムの実行」 に進みます。



グラフ ィ カル モード  インス トールを使用した WebLogic Platform のインス トール

2-4 BEA WebLogic Platform のインストール

UNIX プラッ ト フォームでのグラフ ィ カル 
モードのインストール プログラムの起動

WebLogic Platform インス トール プログラムの実行には、 Java 実行時環境 (Java run-time 
environment: JRE) が必要です。 JRE を備えた Java 2 Software Development Kit (SDK) は、
Windows インス トール プログラムおよび一部の UNIX インス トール プログラム ( ファ イ
ル名の末尾が .bin のもの ) にバンドルされています。その他の UNIX プラ ッ ト フォームの 
WebLogic Platform インス トール プログラムには、Java 2 SDK はバンドルされていません。

これらのインス トール プログラムのファ イル名の末尾は、 .jar です。 .jar インス トール 
プログラムを実行するには、適切なバージ ョ ンの Java 2 SDK がシステムにインス トールさ

れており、 PATH 変数の前に SDK の bin ディ レク ト リが指定されている必要があ り ます。

インス トール プロセスによ り、 JAVA_HOME および関連する変数がこのディ レク ト リ を指す

よ うに設定されるため、 SDK を使用するこ とが重要です。 

注意 : グラフ ィ カル モード  インス トールを実行するには、 コンソールで Java ベースの 
GUI がサポート されている必要があ り ます。 インス トール プログラムで Java ベー
スの GUI がサポート されていないと判断された場合は、 自動的にコンソール モー
ドでインス トール プログラムが起動されます。 詳細については、 第 3 章 「コン

ソール モード  インス トールを使用した WebLogic Platform のインス トール」 を参

照して ください。

.bin インストール ファイルのためのグラフ ィカル 
モード  インストールの開始

ファ イル名の末尾が .bin である  UNIX プラ ッ ト フォーム用のインス トール プログラムが
ある場合は、 次の手順を実行してグラフ ィカル モードでインス トールを開始します。 

1. 対象の UNIX システムにログインします。

2. コマンド ライン シェルを開きます。

3. CD-ROM から  WebLogic Platform をインス トールする場合は、 手順 4 に進みます。
Web ダウンロードから インス トールする場合は、 次の手順を実行します。
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a. 1-9 ページの 「WebLogic Platform の Web 配布」 に従ってソフ ト ウェアをダウン

ロード します。

b. インス トール プログラムをダウンロード したディ レ ク ト リに移動して、 次のコマン

ドを入力するこ とでインス トール プロシージャを呼び出します。

chmod a+x filename.bin

./filename.bin

こ こで、 filename.bin は、 プラ ッ ト フォームに適した  WebLogic Platform インス
トール プログラムの名前です。 

注意 : ネッ ト  インス トーラのファ イル名は、 net_ で始ま り ます。 たとえば、
net_platformXXX_solaris.bin のよ うにな り ます。 こ こで、 XXX はイン
ス トールしているソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号です。

インス トール プログラムによって、 WebLogic Platform のインス トールが開始され

ます。

c. 2-7 ページの 「インス トール プログラムの実行」 に進みます。

4. CD-ROM から  WebLogic Platform をインス トールする場合

a. WebLogic Platform CD-ROM を  CD-ROM ド ラ イブに挿入します。

b. CD-ROM ディ レク ト リに移動し、 プラ ッ ト フォームに応じたインス トール プログ
ラムのフォルダに移動します。 

c. 次のコマンドを入力するこ とで、 インス トール プロシージャを呼び出します。

./filename.bin

こ こで、 filename.bin は、 プラ ッ ト フォームに適した  WebLogic Platform インス
トールプログラムの名前です。 たとえば、 platformXXX_solaris.bin のよ うにな
り ます。 こ こで、 XXX はインス トールしているソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号で

す。

5. 2-7 ページの 「インス トール プログラムの実行」 に進みます。
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.jar インストール ファイルのためのグラフ ィ カル 
モード  インストールの開始

ファ イル名の末尾が .jar である  UNIX プラ ッ ト フォーム用のインス トール プログラムが
ある場合は、 次の手順を実行してグラフ ィカル モードでインス トールを開始します。 

1. 対象の UNIX システムにログインします。

2. コマンド ライン シェルを開きます。

3. 対象のシステムの PATH 変数の最初に、 適切な  SDK の bin ディ レク ト リ を指定する必

要があ り ます。

例 :

PATH=JAVA_HOME/bin:$PATH
export PATH

JAVA_HOME は、 SDK ディ レク ト リの絶対パスです。

4. 次のいずれかを実行します。

� 1-9 ページの 「WebLogic Platform の Web 配布」 に従ってソフ ト ウェアをダウン

ロードする。

� CD-ROM から インス トールする場合は、 WebLogic Platform CD-ROM を CD-ROM 
ド ラ イブに挿入し、 CD-ROM ディ レク ト リに移動する。

5. インス トール ファ イルが存在するディ レ ク ト リに移動し、 次の表の説明に従って、 イ

ンス トール プロシージャを呼び出します。

注意 : CD-ROM では、 インス トール ファ イルは weblogic_platformXXX ディ レク ト

リにあ り ます。 こ こで、 XXX はインス トールしているソフ ト ウェアのバージ ョ

ン番号です。

条件 入力するコマンド

AIX 以外の UNIX プラ ッ ト フォームに
インス トールする場合

java -jar filename.jar

AIX プラ ッ ト フォームにインス トール
する場合

java -classpath filename.jar
com.bea.installer.BEAInstallController
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どちらの場合も、 filename.jar は、 WebLogic Platform インス トール ファ イルの名前
です。 たとえば、 pj_platformXXX_generic.jar のよ うにな り ます。 ネッ ト  インス
トーラのファ イル名は、 net_ で始ま り ます。 たとえば、

net_pj_platformXXX_generic.jar のよ うにな り ます。 これらのファ イル名の XXX は
インス トールしているソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号です。

注意 : プラ ッ ト フォームのサポートは、 サービス  パッ クの リ リースによって変わる場

合があ り ます。 製品のインス トール先がサポート されているプラ ッ ト フォーム

であるこ と を確認するには、 次の URL にある 『サポート対象プラ ッ ト フォー
ム』 ページを参照して ください。

http:/edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/support/index.html

6. 2-7 ページの 「インス トール プログラムの実行」 に進みます。

インストール プログラムの実行

システムおよびコンフ ィ グレーシ ョ ンに関する特定の情報を入力するよ うに促すプロンプ

トが表示されます。 プロンプ ト に対応する方法については、 次の表を参照して ください。

ウィンドウ 実行するアクション

よ う こそ [Next] ボタンをク リ ッ ク してインス トールを続行する。 [Exit] をク
リ ッ クする と、 いつでもインス トールをキャンセルできる。

BEA ラ イセンス契約 BEA ソフ ト ウェア使用許諾契約を読み、 [Yes] をク リ ッ ク して、 契
約書の条件に同意するこ とを示す。 インス トールを続行するには、

使用許諾契約に同意し、 [Next] をク リ ッ クする。 

BEA ホーム  ディレク ト リ を
選択

対象システム上にインス トールされたすべての BEA 製品の中央サ
ポート  ディ レク ト リ と して機能する  BEA ホーム  ディレク ト リ を指
定する。 システム上にすでに BEA ホーム ディ レク ト リがすでに存
在する場合は、 そのディ レク ト リ を選択するか (推奨 )、 または新規
の BEA ホーム ディ レク ト リ を作成する。 新規ディ レク ト リ を作成
する場合は、 WebLogic Platform インス トール プログラムによ り
ディ レク ト リが自動的に作成される。 BEA ホーム  ディレク ト リの詳
細については、 1-19 ページの 「BEA ホーム ディ レ ク ト リの選択」

を参照。
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インス トールの種類を選択 実行するインス トールの種類のオプシ ョ ン ボタンを選択する。

� 標準 — 標準インス トールでは、 サンプルを含む WebLogic 
Platform に用意されているすべてのソフ ト ウェア  コンポーネン
トがシステムにインス トールされる。 サンプル ド メ インは、 イ
ンス トール時に PointBase データベースで使用するためあらかじ
めコンフ ィグレーシ ョ ンされ、 インス トールが終了する と、 サ

ンプルを実行できる。 

� カスタム  — カスタム  インス トールでは、 インス トールしたいソ
フ ト ウェア コンポーネン ト を選択して、 必要に応じて、 カス タ
マ アプ リケーシ ョ ン  ド メ インを作成できる。 このオプシ ョ ンを
使用する と、 スタンドアロン マシンに Integration Client または 
E-Business Control Center をインス トールできる。

インス トール タ イプの詳細については、 1-17 ページの 「インス

トールの種類選択」 を参照。

ウィンドウ 実行するアクション
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コンポーネン ト を選択します

注意 : このウ ィ ンド ウは、

[ インス トール タイ
プを選択 ] ウ ィ ン ド
ウで [ カスタム イン
ス トール ] を選択し
た場合にだけ表示さ

れます。

該当するチェ ッ ク  ボッ クスをチェ ッ クするか、 またはチェ ッ クをは
ずし、 インス トールするコンポーネン ト を選択する。 

このウ ィ ンド ウには、 インス トール可能なコンポーネン トすべてが

ツ リー表示される。 インス トールの最初に、 WebLogic Integration 
Client サブコンポーネン ト を除く コンポーネン トがチェ ッ ク される。 

フォルダ レベルでコンポーネント を選択または選択解除したときは、 そ
れに従ってすべてのサブコンポーネントが選択または選択解除される。

システムにすでにインス トールされているコンポーネン トのチェ ッ

ク  ボッ クスは、 灰色のチェ ッ ク  ボッ クス と して表示される。

注意 : インス トールするコンポーネン ト を選択または選択解除す

る と、 インス トール プログラムによ り コンポーネン ト間の
依存関係がチェ ッ ク され、 選択されたコンポーネン トの リ

ス トが自動的に修正されます。 たとえば、 WebLogic Server 
コンポーネン トのチェ ッ ク  ボッ クスを選択解除した場合は、
WebLogic Integration サーバと  WebLogic Portal サーバ、 お
よび WebLogic Integration ク ラ イアン トのチェ ッ ク  ボッ クス
も選択解除されます。 これらの実行には WebLogic Server が
必要だからです。 しかし、 EBCC サブコンポーネン トはイ
ンス トールできます。 これは、 EBCC サブコンポーネン ト
がク ラ イアン ト  コンポーネン トで、 サーバが同じマシンに
インス トールされている必要がないからです。

システムでインス トール可能なコンポーネン トの詳細については、

1-4 ページの 「WebLogic Platform ソフ ト ウェア コンポーネン ト 」

を参照。

ウィンドウ 実行するアクション
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ダウンロード  オプシ ョ ンを
指定

注意 : このウ ィ ンド ウは、

ネッ ト  インス トーラ
を使用する場合にだ

け表示されます。

ソフ ト ウェアのダウンロードのための設定を次のよ うに指定する。

� ス ト レージ  ディ レク ト リ  — ソフ ト ウェア コンポーネン ト をダ
ウンロードするス ト レージ ディレク ト リ を指定する。 インス
トールするよ うに選択した各コンポーネン トのアーカイブ ファ
イルがシステムにダウンロード される。 これらのファ イルには、

システム上の任意の場所を選択できる。 インス トール セッ ト
アップ フ ァ イルやインス トールしたソフ ト ウェアと同じ場所に
配置する必要はない。

� インス トール後にダウンロード したファ イルを削除 — インス
トールの完了後、 ダウンロード したファ イルをインス トール プ
ログラムによって削除する場合は、 このチェ ッ クボッ クスを選

択する。 このチェ ッ ク  ボッ クスを選択しない場合は、 ダウン
ロード したファ イルが指定したディレ ク ト リに保存される。

� HTTP プロキシを使用 — ダウンロードで HTTP プロキシ サーバ
を使用する場合は、 このチェ ッ ク  ボッ ク スを選択する。 HTTP プ
ロキシ サーバを使用するには、 次の情報を指定する必要がある。

ホス ト  — プロキシ  サーバの名前または IP アドレス。

ポート  — プロキシ  サーバのポート番号。

ダウンロードのステータス

注意 : このウ ィ ンド ウは、

ネッ ト  インス トーラ
を使用する場合にだ

け表示されます。

� チェ ッ ク  ボッ ク スを選択または選択解除するこ とで、 ダウンロー
ドが完了した後で、 インス トールを自動的に続行するかど うかを

指定する。 このチェ ッ ク  ボッ ク スは、 デフォルトで選択されてい
る。 これを選択解除した場合は、 ダウンロードが完了してから イ

ンス トールを続行する と きに、 [Next] をク リ ッ クする必要がある。

� なんらかの理由でダウンロードを中断する必要がある場合は、

[一時停止 ] をク リ ッ クする。 ク リ ッ ク した場合は、 ダウンロー
ドが中断され、 [一時停止 ] ボタンが [ 再開 ] ボタンに変わる。 ダ
ウンロードを続行する と きは、 [再開 ] をク リ ッ クする。 

アーカイブ整合性チェ ッ ク

注意 : このウ ィ ンド ウは、

ネッ ト  インス トーラ
を使用する場合にだ

け表示されます。

ダウンロードの検証が完了したと きは、 [Next] をク リ ッ クする。

ダウンロード したコンポーネン ト  アーカイブ ファ イルの検証中は、
このウ ィ ンド ウが表示される。 

ウィンドウ 実行するアクション
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製品ディレ ク ト リ を選択し

ます

注意 : カスタム  インス トー
ルを実行し、 すでに

インス トールされて

いる  WebLogic 
Platform コンポーネ
ン トが含まれる  
BEA_HOME ディレク
ト リ を選択した場

合、 このウ ィ ンド ウ

は表示されません。

その場合は、 選択し

たコンポーネン ト

は、 初回インス トー

ル時に指定した製品

ディレ ク ト リにイン

ス トールされます。

WebLogic Platform ソフ ト ウェアをインス トールするディ レク ト リ を
指定し、 [Next] をク リ ッ クする。 デフォルトの製品ディレク ト リ  
(weblogic700) を受け入れるか、 または新規の製品ディレク ト リ を
作成する。

詳細および作成されるディレ ク ト リ構造については、 1-23ページ
の 「製品インス トール ディ レク ト リの選択」 を参照。

新規ディレク ト リの作成を選択した場合、 インス トール プログラム
によ り、 自動的にディレク ト リが作成される。

[Next] をク リ ッ クする と、 指定したコンポーネン トのシステムへの
コピーが開始される。

ステータス BEA 製品とサービスに関する表示情報を確認し、 システムへの指定
されたファ イルのコピーが完了したら  [Next] をク リ ッ クする。 標準
インス トールを実行している場合、 インス トールは完了。 

コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィ
ザードを実行

注意 : このウ ィ ンド ウは、

[ インス トール タイ
プを選択 ] ウ ィ ン ド
ウで [ カスタム イン
ス トール ] を選択し
た場合にだけ表示さ

れます。

オプシ ョ ンを選択するこ とで、 [ コンフィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードを
実行してアプリ ケーシ ョ ン ド メ インを作成するかど うかを指定する。 

[Yes] を選択した場合は、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードの概
要を理解するために、 2-12 ページの 「コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィ
ザードの使い方」 に進む。 全詳細については、 次の URL にある ド
キュ メ ン ト 『コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードの使い方』 を参照。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/conf
gwiz/index.html

[No] を選択した場合は、 後で [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザード
を [ ス タート ] メ ニューから  (Windows システムのみ ) 実行したり、
コマンド  ラ インから実行するこ とができ る  (UNIX および Windows 
システム )。

ウィンドウ 実行するアクション
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コンフ ィグレーション ウィザードの使い方

カスタム インス トールを実行している場合は、 インス トール プロセスの最後に [ コンフ ィ
グレーシ ョ ン ] ウ ィザードを実行して WebLogic ド メ インをコンフ ィ グレーシ ョ ンできま

す。 または、 カスタム  インス トールと標準インス トールのどちらの場合でも、 [ スター ト ] 
メニューまたはコマンド  ラ インから  [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを起動できます。

全詳細については、 次の URL にある 『コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードの使い方』 を参
照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/confgwiz/index.html

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを使用して、 カスタムの WebLogic ド メ インを作成お
よびコンフ ィ グレーシ ョ ンします。 WebLogic ド メ インは、 相互関連して 1 つの単位と し

て管理される  WebLogic Server リ ソースのセッ ト です。 ド メ インには、 1 つ以上の 
WebLogic Server があ り、 WebLogic Server のク ラスタが存在する こ と もあ り ます。 

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードでは、 コンフ ィ グレーシ ョ ン済みのド メ イン  テンプ
レー ト を使用して、 対象の環境のためにド メ イン作成を実行します。 [ コンフ ィグレー
シ ョ ン ] ウ ィザードで使用できるテンプレー トは、 システムにインス トールするために選

択したコンポーネン ト に基づきます。 たとえば、 WebLogic Server および WebLogic 

インス トール完了 [Done] をク リ ッ ク してインス トール プログラムを終了する。 

標準インス トールを実行した場合、 または完全なカスタム インス
トールを実行した場合 (つま り 、 カスタム インス トール オプシ ョ ン
を使用して全コンポーネン ト をインス トールした場合 ) は、 デフォル
トで WebLogic Platform QuickStart アプリ ケーシ ョ ンが表示される。
QuickStart は、 初心者が WebLogic Platform を評価、 理解、 および使
用する上で役立つよ うに設計されており、 WebLogic Platform ツアー
などのサンプル、 特定の開発タス クを実行するために役立つツール、

およびオンラ イン ドキュ メ ン トにすばやくアクセスできる。 

注意 : QuickStart を自動的に起動しない場合は、 [Run QuickStart] 
チェ ッ ク  ボッ クスを選択解除します。

ウィンドウ 実行するアクション
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Integration をインス トールした場合は、 両方のコンポーネン ト のためにコンフ ィ グレー

シ ョ ン済みのテンプレートは使用できますが、 WebLogic Portal 用のテンプレートは使用で

きません。 

コンフ ィグレーションのオプション

選択したコンフ ィ グレーシ ョ ン済みのド メ イン  テンプレートに基づいて、 各ド メ インにつ

いて特定の種類の情報を指定するよ うに促すプロンプ トが表示されます。 次のリ ス トに

は、 指定する必要がある情報の種類の一部が掲載されています。 

注意 : WebLogic Platform のインス トール プログラムに添付されている ド メ イン  テンプ
レー トの詳細な解説は、次の URL にある 『コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザード  テン
プレー ト  リ フ ァレンス』 にあ り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/template/index.html

� サーバの種類。 単一のスタンドアロン  サーバ、 または管理対象サーバやク ラスタ化さ

れた管理対象サーバがある管理サーバなどです。

� ディ レ ク ト リの作成場所になる ド メ イン  ディ レク ト リ 。 デフォル ト では、 このディ レ

ク ト リは、 BEA_HOME/user_projects に作成されます。 こ こで BEA_HOME は、 このイ

ンス トールのサポート情報がある  BEA ホーム  ディ レク ト リです。 ディ レ ク ト リが存

在しない場合は、 ディ レク ト リが自動的に作成されます。

� サーバのコンフ ィ グレーシ ョ ン情報。 サーバ名、 リ スン  アドレス、 リ スン ポート 、 お

よび SSL リ スン ポート などです。 ほとんどの値には、 デフォル ト値が指定されていま

す。 

� システムのユーザ名およびパスワード。 WebLogic Server のユーザ名およびパスワード

には、 国際文字を含めて JDK でサポート されている文字セッ ト が使用できます。

� サーバを  Windows サービス と してコンフ ィ グレーシ ョ ンするかど うか。 これを選択し

た場合は、 Windows システムを起動するたびに、 サーバが自動的に起動します。 サー

バを  Windows サービス と してインス トールするには、 Administrator 特権を持っている
必要があ り ます。 詳細については、 次の URL にある 『BEA WebLogic Server 管理者ガ
イ ド』 の 「WebLogic Server の起動と停止」 「WebLogic Server の Windows サービス と
しての設定」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/startstop.html
#SettingUpServerAsWindowsService
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注意 : サーバを  Windows サービス と して設定するよ う求められるのは、 WebLogic 
Server ド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンする と きだけです。 WebLogic 
Integration ド メ インおよび WebLogic Portal ド メ インをコンフ ィ グレーシ ョ ンす

る と きは、 プロンプ トは表示されません。

� WebLogic Integration でワークフロー インスタンスに電子メールを送信するための電

子メール アドレスおよび電子メール ホス ト名 ( このプロンプ トが表示されるのは、 ビ

ジネス  プロセス管理機能がある ド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンする と きだけです )。

次に行う作業

WebLogic Platform をインス トールする と、 BEA ホーム ディ レク ト リに評価ライセンス  
ファ イルがインス トールされるので、 すぐに製品を使い始めるこ とができます。 ソフ ト

ウェアに慣れるために QuickStart アプリ ケーシ ョ ンを使用する こ と をお勧めします。 ま

た、 WebLogic Platform ツアーを利用した り、 付属サンプルを実行して ください。 詳細に

ついては、 第 6 章 「インス トール後の作業実行」 を参照して ください。
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3

コンソール モード  インストールを使用

した WebLogic Platform のインストール

次の節では、 コンソール モードを使用して WebLogic Platform をインス トールする方法を

説明します。

� 作業開始前の注意

� Windows システムでのコンソール モード  インス トールの開始

� UNIX システム上でのコンソール モード  インス トールの開始

� コンソール モード  インス トールの実行

� 次に行う作業

作業開始前の注意

WebLogic Platform インス トールを開始する前に、 次のこ とを確認して ください。

� 製品のインス トール先がサポート されているプラ ッ ト フォームであるこ と を確認する。

サポート されているプラ ッ ト フォームの詳細な リ ス トは、 次の URL にあ り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/support/index.html

� 第 1 章 「WebLogic Platform インス トールの準備」 の全体、 特に次の節を参照する。

� 1-13ページの 「インス トールの要件」

� 1-17ページの 「インス トールの種類選択」
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� 1-18 ページの 「WebLogic Platform インス トールのためのディ レ ク ト リ選択」

� WebLogic Platform コンポーネン ト を、 同じ コンポーネン ト の以前にインス トールされ

ているバージ ョ ンの上にインス トールする こ とはできない。 しかし、 既存のインス

トールにコンポーネン ト を追加するこ とはできます。 たとえば、 1 回のインス トールで 
WebLogic Server をインス トールして、 別のインス トールで WebLogic Integration また
は WebLogic Portal をインス トールできます。 しかし、 1 つの製品コンポーネン ト の同

じバージ ョ ンを再インス トールするには、 第 8章 「WebLogic Platform のアンインス
トール」 で説明されているよ うに、 そのコンポーネン ト をアンインス トールするか、

他のロケーシ ョ ンにインス トールする必要があ り ます。

WebLogic Platform の既存のインス トールにコンポーネン ト を追加する場合は、 インス

トールを開始する前に実行中のサーバをシャ ッ ト ダウンする必要があ り ます。

� BEA 製品ディ レク ト リ  (/bea/weblogic700 など ) にインス トールされているすべての  
WebLogic Platform コンポーネン トが、 同じバージ ョ ン レベルである。 このディ レク

ト リにすでにインス トールされているコンポーネン ト よ り も新しいバージ ョ ンのコン

ポーネン ト を追加でインス トールする場合は、 インス トールを続行する前に、 既存の

コンポーネン ト をアップグレードするよ うに求められます。 たとえば、 WebLogic 
Server と  WebLogic Integration 7.0 (Service Pack 1) をインス トールした後で WebLogic 
Portal 7.0 (Service Pack 2) をインス トールする場合は、 WebLogic Portal をインス トー

ルする前に、 その他のコンポーネン ト を  Service Pack 2 にアップグレードする必要があ

り ます。 インス トールのアップグレード方法の詳細については、 第 7章 「サービス  
パッ ク と ローリ ング パッチのインス トール」 を参照して ください。

Windows システムでのコンソール モード  
インストールの開始

Windows システムでコンソール モードでインス トールを開始するには

1. 対象の Windows システムにログインします。

2. MS-DOS コマンド  プロンプ ト  ウ ィ ン ドウを開きます。

3. WebLogic Platform を CD-ROM からインス トールする場合は、 手順 4 に進みます。
WebLogic Platform を Web ダウンロードからインス トールする場合は、 次の手順を実

行します。
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a. 1-9 ページの 「WebLogic Platform の Web 配布」 に従ってソフ ト ウェアをダウン

ロード します。

b. インス トール プログラムをダウンロード したディ レ ク ト リに移動して、 次のコマン

ドのいずれかを入力するこ とでインス トール プロシージャを呼び出します。

net_platformXXX_win32.exe -mode=console (Sun Java 2 SDK が付属したネッ ト  
インス トーラ  ファ イルの場合 )

platformXXX_win32.exe -mode=console (Sun Java 2 SDK が付属したパッケージ 
インス トーラの場合 )

platformXXX_jrockit_win32.exe -mode=console (WebLogic JRockit Java 2 SDK 
が付属したパッケージ インス トーラの場合 )

これらのファ イル名の XXX はインス トールしているソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号

です。

注意 : インス トールで冗長ログ  ファ イルを作成するには、 コマン ド  ラ インで 
-log=full_path_to_log_file オプシ ョ ンを指定します。

例 :

platformXXX_win32 -mode=console -log=D:\logs\platform_install.log

このパスで、 ファ イルを指定する必要があ り ます。 パス名に名前を入れる

だけでは、 フォルダを作成するこ とはできません。 パスでは、 既存のフォ

ルダだけを指定します。 コマン ド を実行する と きに存在しないフォルダが

パスに含まれている場合は、 ログ  ファ イルは作成されません。 この例では、
ファ イル名の XXX は、 インス トールしている ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番

号です。

インス トール プログラムによって、 WebLogic Platform のインス トールが開始され

ます。

c. 3-8 ページの 「コンソール モード  インス トールの実行」 に進みます。

4. CD-ROM から  WebLogic Platform をインス トールする場合

a. WebLogic Platform CD-ROM を  CD-ROM ド ラ イブに挿入します。

b. MS-DOS コマンド  プロンプ ト  ウ ィ ン ドウを開きます。

c. CD-ROM ディ レク ト リに移動し、 プラ ッ ト フォームに応じたインス トール プログ
ラムのフォルダに移動します。 

d. 次のコマンドのいずれかを入力して、 インス トール プロシージャを呼び出します。
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platformXXX_win32.exe -mode=console (Sun Java 2 SDK が付属したパッケージ 
インス トーラの場合 )

platformXXX_jrockit_win32.exe -mode=console (WebLogic JRockit Java 2 SDK 
が付属したパッケージ  インス トーラの場合 )

これらのファ イル名の XXX はインス トールしているソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号

です。

注意 : インス トールで冗長ログ  ファ イルを作成するには、 コマン ド  ラ インで 
-log=full_path_to_log_file オプシ ョ ンを指定します。

例 :

platformXXX_win32.exe -mode=console 
-log=D:\logs\platform_install.log

このパスで、 ファ イルを指定する必要があ り ます。 パス名に名前を入れる

だけでは、 フォルダを作成するこ とはできません。 パスでは、 既存のフォ

ルダだけを指定します。 コマン ド を実行する と きに存在しないフォルダが

パスに含まれている場合は、 ログ  ファ イルは作成されません。 この例では、
ファ イル名の XXX は、 インス トールしている ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番

号です。

e. 3-8 ページの 「コンソール モード  インス トールの実行」 に進みます。

UNIX システム上でのコンソール モード  
インストールの開始

WebLogic Platform インス トール プログラムの実行には、 Java 実行時環境 (Java run-time 
environment: JRE) が必要です。 JRE を備えた Java 2 Software Development Kit (SDK) は、
Windows インス トール プログラムおよび一部の UNIX インス トール プログラム ( ファ イ
ル名の末尾が .bin のもの ) にバンドルされています。その他の UNIX プラ ッ ト フォームの 
WebLogic Platform インス トール プログラムには、Java 2 SDK はバンドルされていません。

これらのインス トール プログラムのファ イル名の末尾は、 .jar です。 .jar インス トール 
プログラムを実行するには、適切なバージ ョ ンの Java 2 SDK がシステムにインス トールさ

れており、 PATH 変数の前に SDK の bin ディ レク ト リが指定されている必要があ り ます。

インス トール プロセスによ り、 JAVA_HOME および関連する変数がこのディ レク ト リ を指す

よ うに設定されるため、 SDK を使用するこ とが重要です。 
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.bin インストール ファイルのためのコンソール 
モード  インストールの開始

ファ イル名の末尾が .bin である  UNIX プラ ッ ト フォーム用のインス トール プログラムが
ある場合は、 次の手順を実行してコンソール モードでインス トールを開始します。

1. 対象の UNIX システムにログインします。

2. コマンド ライン シェルを開きます。

3. WebLogic Platform を CD-ROM からインス トールする場合は、 手順 4 に進みます。
WebLogic Platform を Web ダウンロードからインス トールする場合は、 次の手順を実

行します。

a. 1-9 ページの 「WebLogic Platform の Web 配布」 に従ってソフ ト ウェアをダウン

ロード します。

b. インス トール プログラムをダウンロード したディ レ ク ト リに移動して、 次のコマン

ドを入力するこ とでインス トール プロシージャを呼び出します。

chmod a+x filename.bin

./filename.bin -mode=console

こ こで、 filename.bin は、 プラ ッ ト フォームに適した  WebLogic Platform インス
トール プログラムの名前です。

ネッ ト  インス トーラのファ イル名は、 net_ で始ま り ます。 たとえば、

net_platformXXX_solaris.bin のよ うにな り ます。 こ こで、 XXX はインス トール

しているソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号です。

注意 : インス トールで冗長ログ  ファ イルを作成するには、 コマン ド  ラ インで 
-log=full_path_to_log_file オプシ ョ ンを指定します。

例 :

platformXXX_solaris.bin -mode=console 
-log=/home/logs/platform_install.log

このパスで、 ファ イルを指定する必要があ り ます。 パス名に名前を入れる

だけでは、 フォルダを作成するこ とはできません。 パスでは、 既存のフォ

ルダだけを指定します。 コマン ド を実行する と きに存在しないフォルダが

パスに含まれている場合は、 ログ  ファ イルは作成されません。 この例では、
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ファ イル名の XXX は、 インス トールしている ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番

号です。

4. CD-ROM から  WebLogic Platform をインス トールする場合

a. WebLogic Platform CD-ROM を  CD-ROM ド ラ イブに挿入します。

b. CD-ROM ディ レク ト リに移動し、 プラ ッ ト フォームに応じたインス トール プログ
ラムのフォルダに移動します。 

c. 次のコマンドを入力するこ とで、 インス トール プロシージャを呼び出します。

chmod a+x filename.bin

./filename.bin -mode=console

こ こ で、 filename.bin は、 プラッ ト フォームに適した  WebLogic Platform インス
ト ール プログラムの名前です。 たと えば、 platformXXX_solaris.bin のよう にな
り ます。 こ こで、 XXX はインスト ールしているソ フト ウェアのバージョ ン番号です。

注意 : インス トールで冗長ログ  ファ イルを作成するには、 コマン ド  ラ インで 
-log=full_path_to_log_file オプシ ョ ンを指定します。

例 :

./platformXXX_solaris.bin -mode=console 
-log=/home/logs/platform_install.log

このパスで、 ファ イルを指定する必要があ り ます。 パス名に名前を入れる

だけでは、 フォルダを作成するこ とはできません。 パスでは、 既存のフォ

ルダだけを指定します。 コマン ド を実行する と きに存在しないフォルダが

パスに含まれている場合は、 ログ  ファ イルは作成されません。 この例では、
ファ イル名の XXX は、 インス トールしている ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番

号です。 

.jar インストール ファイルのためのコンソール 
モード  インストールの開始

ファ イル名の末尾が .jar である  UNIX プラ ッ ト フォーム用のインス トール プログラムが
ある場合は、 次の手順を実行してコンソール モードでインス トールを開始します。 

1. 対象の UNIX システムにログインします。
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2. コマンド ライン シェルを開きます。

3. 対象のシステムの PATH 変数の最初に、 適切な  SDK の bin ディ レク ト リ を指定する必

要があ り ます。

例 :

PATH=JAVA_HOME/bin:$PATH
export PATH

JAVA_HOME は、 SDK ディ レク ト リの絶対パスです。

4. 次のいずれかを実行します。

� 1-9 ページの 「WebLogic Platform の Web 配布」 に従ってソフ ト ウェアをダウン

ロード します。

� CD-ROM から インス トールする場合は、 WebLogic Platform CD-ROM を CD-ROM 
ド ラ イブに挿入し、 CD-ROM ディ レク ト リに移動します。

5. インス トール ファ イルが存在するディ レ ク ト リに移動し、 次の表の説明に従って、 イ

ンス トール プロシージャを呼び出します。

どちらの場合も、 filename.jar は、 WebLogic Platform インス トール ファ イルの名前
です。 たとえば、 pj_platformXXX_generic.jar のよ うにな り ます。 ネッ ト  インス
トーラのファ イル名は、 net_ で始ま り ます。 たとえば、

net_pj_platformXXX_generic.jar のよ うにな り ます。 これらのファ イル名の XXX は
インス トールしているソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号です。 

プラ ッ ト フォームのサポートは、 サービス  パッ クの リ リースによって変わる場合があ

り ます。 製品のインス トール先がサポート されているプラ ッ ト フォームであるこ とを

確認するには、 次の  URL にある 『サポート対象プラ ッ ト フォーム』 ページを参照して

ください。

http:/edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/support/index.html

条件 入力するコマンド

AIX 以外の UNIX プラ ッ ト フォームに
インス トールする場合

java -jar filename.jar -mode=console

AIX プラ ッ ト フォームにインス トール
する場合

java -classpath filename.jar
com.bea.installer.BEAInstallController 
-mode=console
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注意 : インス トールで冗長ログ ファ イルを作成するには、 コマンド  ラインで 
-log=full_path_to_log_file オプシ ョ ンを指定します。

例 :

java -jar pj_platformXXX_generic.jar -mode=console
-log=/home/logs/platform_install.log

このパスで、 ファ イルを指定する必要があ り ます。 パス名に名前を入れる

だけでは、 フォルダを作成するこ とはできません。 パスでは、 既存のフォ

ルダだけを指定します。 コマン ド を実行する と きに存在しないフォルダが

パスに含まれている場合は、 ログ  ファ イルは作成されません。 この例では、
ファ イル名の XXX は、 インス トールしている ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番
号です。

6. 3-8 ページの 「コンソール モード  インス トールの実行」 に進みます。

コンソール モード  インストールの実行

コンソール モード  インス トール プロセスを完了するには、 選択する項目の番号を入力す

るか、 または 〔Enter〕 を押してデフォル ト を受け付け、 プロンプ トに応答します。 インス

トール プロセスを終了するには、 プロンプ トへの応答と して exit を入力します。 選択し

た内容を確認または変更するには、 プロンプ トに対して previous を入力します。

注意 : サンプルのコンソール テキスト およびディ レク ト リ のパス名では、 UNIX の規約 
( スラッ シュ ) を使用しています。 たと えば /home1/bea/weblogic700 と 表記して
います。 Windows システムでパス名を入力すると きは、 パス名に Windows の規約 
( バッ ク スラッ シュ ) を使用します。 たと えば C:\bea\weblogic700 と 入力し ます。

以下の説明では、 インス トール プログラムの手順を示します。 前の節の説明に従って、 コ

ンソール モードでインス トールプログラムを起動した後で、 この手順を使用します。

1. [ よ う こそ ] プロンプ ト で next を入力するか、 〔Enter〕 を押してインス トール プロセ
スを続行します。

[BEA Systems ラ イセンス契約 ] プロンプ ト が表示されます。
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2. BEA ソフ ト ウェア使用許諾契約を読んで、 プロンプ トに yes または no を入力する こ
とで、 契約の条件を同意または拒否するこ とを示します。 契約書全体を確認するには、

〔Enter〕 を数回押すか、 more を入力します。 no と入力した場合は、 インス トール プロ
セスは中止されます。 インス トールを続行するには、 yes と入力してライセンス契約の
条件に合意したこ と を示します。 

[BEA ホーム ディ レク ト リの選択 ] プロンプ トが表示されます。

3. 対象システム上にインスト ールされたすべての BEA 製品の中央サポート  ディ レク ト リ
と して機能する  BEA ホーム  ディ レク ト リ を指定します。 BEA ホーム  ディ レク ト リ の詳
細については、 1-19 ページの 「BEA ホーム ディ レク ト リの選択」 を参照してく ださ

い。

インス トール プログラムには次のプロンプ ト が表示されます。

BEA ホーム ディレクトリの選択 :
   
    1 - 新しい BEA ホームを作成する
    2 - 既存の BEA ホームを使用する [/home/bea]

選択するインデックス番号を入力してください OR [Exit][Previous][Next]>

次のいずれかを実行します。 

� 既存の BEA ホーム  ディ レク ト リ を使用するには、 2 または next と入力するか、

〔Enter〕 を押す。 システムに複数の BEA ホーム ディ レク ト リがある場合は、 ディ

レク ト リ を表示する追加のプロンプ ト が表示されます。 選択する  BEA ホーム ディ

レク ト リに関連付けられた番号を入力します。

� 新規の BEA ホーム  ディ レク ト リ を作成するには、 プロンプ ト に 1 を入力して、
BEA ホーム  ディ レク ト リの絶対パスを入力する。 たとえば、 /home/beahome2 の
よ うに入力します。 存在しないディ レ ク ト リ を指定した場合は、 そのディ レ ク ト リ

が自動的に作成されます。 

既存の BEA ホーム  ディ レク ト リ を使用する場合にも、 新規の BEA ホーム  ディ レク

ト リ を作成する場合にも、 次のサンプルで示されているよ うに、 選択を確認するよ う

促すプロンプ ト が表示されます。

BEA ホーム ディレクトリの選択 :

   ->1 - はい、この BEA ディレクトリを使用します [/home/bea]
     2 - いいえ、BEA ホーム ディレクトリの選択に戻ります

選択するインデックス番号を入力してください OR [Exit][Previous][Next]>
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選択を確認するには、 コマンド  ラインで 1 を入力するか 〔Enter〕 を押します。 また、 入
力を変更するために、 [BEA ホーム  ディ レク ト リ ] パネルに戻るには、 2 を入力します。 

BEA ホーム  ディ レク ト リ を選択し、 選択を確認した後は、 [Choose Install Type] プロ
ンプ ト が表示されます。 

4. 次のテキス トで示されているよ うにインス トールの種類に関連付けられた番号を入力

する こ とで、 実行するインス トールの種類を指定します。

インストールの種類を選択 :
 
   ->1| 標準インストール (プログラム ファイルおよびサンプルを含む、
 すべてのソフトウェア コンポーネントをインストールします )
 
     2| カスタム インストール (インストールするソフトウェア コンポーネントを選択し、
 オプションとしてカスタム アプリケーション ドメインを作成します。
 詳しい知識があるユーザにお勧めします )
 
=> 選択するインデックス番号を入力してください OR [Exit][Previous][Next]>   

次のいずれかを実行します。

� 1 を入力するか、 〔Enter〕 を押すと、 標準インス トールを選択できる。 

ネッ ト  インス トーラ  ( ファ イル名の先頭が net_ になっています ) を使用する場合

は、 [ ダウンロード  オプシ ョ ンを指定 ] プロンプ トが表示されます。 手順 6 に進み
ます。

CD-ROM から インス トールする場合、 またはパッケージ インス トーラを使用する

場合は、 [ 製品のインス トール ディ レク ト リ を選択 ] プロンプ ト が表示されます。

手順 7 に進みます。

� 2 を入力する と、 カスタム  インス トールを選択できる。 [ コンポーネン ト を選択 ] プ
ロンプ トが表示されます。

標準インス トールおよびカスタム  インス トールの詳細については、 1-17 ページの 「イ

ンス トールの種類選択」 を参照して ください。

5.  インス トールするコンポーネン ト を選択します。 削除できるコンポーネン トが次のよ

うに表示されます。

コンポーネントを選択 :
 

Release 7.0.X.0
|-----WebLogic Server  [0] x
|    |-----Server  [0.0] x
|    |-----Workshop [0.1] x
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|    |-----Server Examples  [0.2] x
|-----WebLogic Integration  [1] x
|    |-----Integration Server  [1.0] x
|    |-----Integration Examples  [1.1] x
|    |_----Client only  [1.2]
|-----WebLogic Portal  [2] x
|    |-----Portal Server  [2.0] x
|    |-----Portal Examples  [2.1] x
|    |-----EBCC  [2.2] x
|-----Platform Samples and Utilities  [3] x
|    |-----QuickStart  [3.0] x
|    |-----Platform Tour  [3.1] x

 
=>選択内容を切り替えるには、括弧内に表示される数字を正確に入力してください
OR [Exit][Previous][Next]>

デフォル トでは、 [WebLogic Integration Client] 以外の全コンポーネン ト が選択されて

います。 これは、 UNIX システムでは行末の  x で示され、 Windows システムでは
チェ ッ ク  マークで示されます。 コンポーネン ト を選択解除するには、 括弧内に表示さ

れている とおりに正確に、 コマンド ラインにコンポーネン ト の数値コードを入力しま

す。 たとえば、 WebLogic Server の [ サーバ サンプル ] をインス トールしない場合は、

コマンド  ラインに 0.2 を入力します。

注意 : システムにすでにインス トールしているコンポーネン トについては、 括弧内に 
Installed とい う単語が表示されます。

コンポーネン ト の選択が終了したら、 〔Enter〕 を押すか next と入力します。 選択を確
認するよ うに促すプロンプ トが表示されます。 選択を確認するには、 コマンド  ラ イン
で 1 を入力するか 〔Enter〕 を押します。 また、 選択を変更するために、 [ コンポーネ
ン ト を選択 ] パネルに戻るには、 2 を入力します。 

注意 : インス トールするコンポーネン ト を選択または選択解除する と、 インス トール 
プログラムによ り コンポーネン ト間の依存関係がチェ ッ ク され、 選択されたコ

ンポーネン トの リ ス ト が自動的に修正されます。 たとえば、 WebLogic Server 
コンポーネン ト のチェ ッ ク  ボッ ク スを選択解除した場合は、 WebLogic 
Integration サーバおよびサンプルと  WebLogic Portal サーバおよびサンプル、お

よび WebLogic Integration Client のチェ ッ ク  ボッ クスも選択解除されます。 こ

れらの実行には WebLogic Server が必要なためです。 しかし、 EBCC サブコン
ポーネン トはインス トールできます。 これは、 EBCC サブコンポーネン トがク

ラ イアン ト  コンポーネン トで、 サーバが同じマシンにインス トールされている

必要がないためです。
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CD-ROM から インス トールしている場合、 またはスタンドアロン版のインス トール プ
ログラムを使用している場合 ( パッケージ インス トーラ方法 ) は、 [ 製品ディ レク ト リ

を選択 ] プロンプ ト が表示されます。 手順 7 に進みます。

ネッ ト  インス トーラ  ( インス トール プログラムのファ イル名の先頭が net_ になって
います ) を使用する場合は、 [ ダウンロード  オプシ ョ ンを指定 ] プロンプ トが表示され

ます。

6. ソフ ト ウェアをダウンロードするための設定を指定します。 次のオプシ ョ ンが表示さ

れます。

ダウンロード オプションを指定
 
1- Modify Storage directory  (none)
2- Modify Remove download files after installation (No)
3- Modify Proxy Host (none)
4- Modify Proxy Port (none)
 
選択するインデックス番号を入力してください or [Exit][Previous][Next]>          

WebLogic Platform を以前にインス トールしており、 インス トール プロセスの中でス
ト レージ ディ レク ト リ を指定している場合は、 そのディ レク ト リの絶対パスがデフォ

ル ト と して表示されます。 表示されたデフォル ト値を使用するには、 next と入力する
か 〔Enter〕 を押します。 以前のダウンロードでダウンロード  ス ト レージ ディ レク ト リ

を指定しておらず、 今回ダウンロード  ファ イルを保存する場合は、 インス トールを続

行する前にディ レク ト リ を指定する必要があ り ます。 ス ト レージ  ディ レク ト リ を指定

した り、 その他のオプシ ョ ンを変更した りするには、 次の作業を実行します。

� 1 を入力する と、 ソフ ト ウェア  コンポーネン ト をダウンロードするス ト レージ  
ディ レ ク ト リ を指定できる。 プロンプ トが表示されたら、 指定するディ レク ト リの

絶対パス名を入力します。 ディ レ ク ト リが存在しない場合は、 そのディ レク ト リが

自動的に作成されます。

� インス トールが完了した後でダウンロード したファ イルを削除する場合は、 2 と入
力する。 こ うする と、 ダウンロード  オプシ ョ ンが再び表示され、 Modify Remove 

download files after installation オプシ ョ ンが Yes に設定されます。 この

オプシ ョ ンでデフォル ト値 (No) を使用する場合、 ダウンロード したファ イルは、

指定したス ト レージ  ディ レク ト リに保存されます。

� 次のよ うに Modify Host オプシ ョ ンおよび Modify Port オプシ ョ ンに値を指定する

こ とで、 ダウンロードで HTTP プロキシ サーバを使用するかど うかを指定する。

ホス ト を指定するには、 3 を入力します。 プロンプ ト でプロキシ サーバの名前また
は IP アド レスを入力します。
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ポート を指定するには、 4 を入力します。 プロンプ トに、 プロキシ サーバのポート

番号を入力します。

ソフ ト ウェアのダウンロードの詳細については、 1-9 ページの 「WebLogic Platform の 
Web 配布」 を参照して ください。

設定を指定する と、 指定したス ト レージ  ディ レク ト リへのファ イルのダウンロードが

開始します。 ダウンロードが完了する と、 ダウンロード したコンポーネン ト  アーカイ
ブ ファ イルが検証されます。 ダウンロード  ファ イルの整合性を検証できない場合は、
次のメ ッセージが表示されます。

The required installation files could not be verified.You
may download them from BEA or select different components. 

検証が完了する と、 [製品ディ レ ク ト リ を選択 ] プロンプ トが表示されます。

7. WebLogic Platform ソフ ト ウェアをインス トールするディ レ ク ト リ を指定します。 デ

フォル トの製品ディ レ ク ト リ  (bea_home/weblogic700) を選択するか、 新規の製品

ディ レ ク ト リ を作成します。 新規ディ レク ト リ を指定した場合は、 インス トール プロ
グラムでディ レク ト リが自動的に作成されます。

このセクシ ョ ンで表示される選択肢は次のとおりです。

製品ディレクトリを選択 :
    Product Directory= [/home/bea/weblogic700]
 
オプション選択 :
    1 - Input new Product Directory
    2 - デフォルトにリセット
 
選択するインデックス番号を入力してください OR [Exit][Previous][Next]> 

次のいずれかを実行します。

� 現在の選択項目を使用する場合は、 〔Enter〕 を押すか、 2 または next を入力する。

最初のプロンプ ト で 2 を入力した場合は、 デフォル ト の製品ディ レク ト リ  ( この例
では、 /home/bea/weblogic700) が使用されます。

� 新規の製品インス トール ディ レク ト リ を入力するには、 1 を入力する。 次のテキス
トが表示されます。

製品ディレクトリを選択 : 
  Product Directory = [/home1/beahome2/weblogic700]
 
新規入力製品ディレクトリ OR [Exit][Previous][Next]> 

WebLogic Platform ソフ ト ウェアをインス トールするディ レク ト リの絶対パスを入

力します。



コンソール モード  インス トールを使用した WebLogic Platform のインス トール

3-14 BEA WebLogic Platform のインストール

例 :

/home3/weblogic700

〔Enter〕 を押したと きに、 入力したパス名が製品ディ レク ト リ と して表示されます。

〔Enter〕 を押すか next と入力します。 次のテキス トが表示されます。

製品ディレクトリを選択 :
   ->1| はい、この製品ディレクトリを使用します。[/home3/weblogic700]
     2| いいえ、別の製品ディレクトリを選択します
 
選択するインデックス番号を入力してください OR [Exit][Previous][Next]>

入力が正しいこ とを確認して、 1 を入力するか、 〔Enter〕 を押してインス トールを

続行します。 また、 入力を変更するために、 [ 製品ディ レク ト リ を選択 ] パネルに
戻るには、 2 を押します。

この時点で、 指定したディ レク ト リにファ イルがインス トールされます。

注意 : インス トール プログラムが、 かな り長時間停止しているよ うに見える場
合があ り ますが、 異常ではあ り ません。 これは特にインス トールの最後

に起こ り ます。 この場合にも、 インス トール プログラムは動作していま
す。

標準インス トールを実行している場合は、 これでインス トールは完了します。 〔Enter〕
を押して、 インス トール プログラムを終了します。 カスタム  インス トールを実行して

いる場合は、 [ コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザードを実行 ] プロンプ ト が表示されます。

8. オプシ ョ ンを選択するこ とで、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを実行してアプリ

ケーシ ョ ン ド メ インを作成するかど うかを指定します。 コンソールには、 次のオプ

シ ョ ンが表示されます。

コンフィグレーション ウィザードを実行
 
    ->1 - はい、コンフィグレーション ウィザードを実行してアプリケーション ドメインを
作成します。
      2 - いいえ、コンフィグレーション ウィザードをスキップします。
 
選択するインデックス番号を入力してください OR [Exit][Previous][Next]>              

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを起動するには、 〔Enter〕 を押すか 1 を入力しま
す。 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードをスキップするには、 2 または next を入力
します。 インス トール終了後に再び起動するこ とができます。

[ コンフィ グレーショ ン ] ウィ ザード を使用すると 、 カスタムの  WebLogic ド メ インを作
成およびコンフィ グレーショ ンできます。 WebLogic ド メ インは、 相互関連して 1 つの単
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位と して管理される  WebLogic Server リ ソ ースのセッ ト です。 ド メ インには、 1 つ以上の 
WebLogic Server があり 、 WebLogic Server のク ラスタが存在するこ と もあり ます。

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードの詳細については、 2-12 ページの 「コンフ ィグ

レーシ ョ ン ウ ィザードの使い方」 を参照して ください。 詳細は、 次の URL にある
『コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードの使い方』 で説明されています。 

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/confgwiz/index.html

ド メ インを作成した後、 または [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードをスキップするた

めに 2 を入力する と、 インス トールが完了します。

9. 〔Enter〕 を押して、 インス トール プログラムを終了します。

次に行う作業

WebLogic Platform をインス トールする と、 BEA ホーム ディ レク ト リに評価ライセンス  
ファ イルがインス トールされるので、 すぐに製品を使い始めるこ とができます。 ソフ ト

ウェアに慣れるために QuickStart アプリ ケーシ ョ ンを使用する こ と をお勧めします。 ま

た、 WebLogic Platform ツアーを利用した り、 付属サンプルを実行して ください。 詳細に

ついては、 第 6章 「インス トール後の作業実行」 を参照して ください。
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4

サイレント  モード  インスト ールを使用

した WebLogic Platform のインスト ール

次の節では、 Windows システムと  UNIX システムの両方で、 サイレン ト  モードでインス

トール プログラムを使用して WebLogic Platform をインス トールする方法を説明します。

� サイレン ト  モード  インス トールの概要

� 作業開始前の注意

� サイレン ト  モード  インス トールの使用 :主な手順

� サイレン ト  モード  インス トール用のテンプレー ト  ファ イル作成

� Windows システムでのサイレン ト  モード  インス トール処理の開始

� UNIX システムでのサイレン ト  モード  インス トール処理の開始

� サイレン ト  モード  インス トール用のテンプレー ト  ファ イルのサンプル

� 次に行う作業

サイレン ト  モード  インストールの概要

サイレン ト  モード  インス トールは、 インス トール コンフ ィグレーシ ョ ンを一度だけ設定

し、 その後はそれらのコンフ ィグレーシ ョ ンを使用して、 インス トールを多 くのマシンに

複製する方法です。 サイレン ト  モードのインス トールでは、 インス トール開始前に作成し

た XML ファ イルからコンフ ィ グレーシ ョ ン用の設定が読み込まれます。 インス トール プ
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ログラムからは、 インス トール処理中にコンフ ィグレーシ ョ ン  オプシ ョ ンは何も表示され

ません。 サイレン ト  モード  インス トールは、 Windows システムと  UNIX システムの両方
で機能します。 

注意 : サイレン ト  モード  インス トールを使用する こ とで、 BEA ライセンス契約に同意し

たと見なされます。 ユーザは、 BEA ソフ ト ウェア ライセンス契約書も見なければ、

契約書の条件を受諾する方法もあ り ません。

この節の指示では、 CD-ROM で、 または Web からインス トール プログラムを取得してい

るこ とを想定しています。 詳細については、 1-8ページの 「WebLogic Platform の配布方
法」 を参照して ください。

作業開始前の注意

WebLogic Platform インス トールを開始する前に、 使用しているプラ ッ ト フォームがサ

ポート されているこ とを確認して ください。 サポート されているプラ ッ ト フォームの完全

な リ ス トについては、 次の URL にある 『サポー ト対象プラ ッ ト フォーム』 を参照して く

ださい。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/support/index.html

Chapter 1, “WebLogic Platform インス トールの準備 .” も参照して ください。

注意 : WebLogic Platform を前の WebLogic Platform インス トールの上に再インス トール

する こ とはできません。 第 8 章 「WebLogic Platform のアンインス トール」 で解説

されているよ うに、 まず WebLogic Platform をアンインス トールするか、 別のロ

ケーシ ョ ンにインス トールする必要があ り ます。

サイレント  モード  インスト ールの使用 :
主な手順

サイレン ト  モード  インス トール処理には、 次の 2 つのタスクがあ り ます。
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1. グラフ ィ カル モード  インス トールやコンソール モード  インス トールなどの対話的なイ

ンス トール プロセス中にユーザが通常入力するコンフ ィグレーシ ョ ン設定を定義する

テンプレー ト  ファ イルを作成します。 たとえば、 BEA ホーム  ディ レク ト リ 、 製品ディ

レク ト リ 、 および [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードのオプシ ョ ンの値は、 サイレン

ト  モードのテンプレー ト  ファ イルに設定します。

詳細な手順については、 4-4ページの 「サイレン ト  モード  インス トール用のテンプ

レー ト  ファ イル作成」 を参照して ください。 サンプル テンプレー ト  ファ イルについて
は、 4-15 ページの 「サイレン ト  モード  インス トール用のテンプレー ト  ファ イルのサ
ンプル」 を参照して ください。

2. 手順 1 で作成したテンプレート  ファ イルを使用してサイレン ト  モード  インス トールを

起動します。

詳細な手順については、 4-11ページの 「Windows システムでのサイレン ト  モード  イ
ンス トール処理の開始」 または 4-12 ページの 「UNIX システムでのサイレン ト  モード  
インス トール処理の開始」 を参照して ください。

サイレント  モード  インストールについての重要な
注意事項

サイレン ト  モード  インス トールを実行する場合は、 次の点に留意する必要があ り ます。

� サイレン ト  モード  インス トールにはパッケージ  インス トーラを使用する必要がある。

サイレン ト  モード  インス トールは、 ネッ ト  インス トーラではサポート されていませ

ん。 ネッ ト  インス トーラ  バージ ョ ンのインス トール プログラムのファ イル名は、
net_ で始ま り ます。 たとえば、 net_platformXXX_solaris.bin のよ うにな り ます。

こ こで、 XXX はインス トールしている ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号です。サイレン ト  
モード  インス トールでは、 ファ イル名が net_ で始まるインス トール プログラムを使
用しないでください。

� サイレン ト  モード  インス トールでは、 標準インス トールだけがサポート されている。

WebLogic Platform のコンポーネン ト をすべてインス トールする必要があ り ます。 標準

インス トールでインス トールされるコンポーネン トについては、 1-17 ページの 「イン

ス トールの種類選択」 を参照して ください。 

� サイレン ト  モード  インス トールには通常のインス トールの場合と同じ大き さの一時

ディ スク  スペースが必要であ り、 通常のインス トールの場合と同じ一時ス ト レージ 
ディ レ ク ト リ を使用する。 詳細については、 1-15ページの 「一時ディ スク  スペースの
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要件」 を参照して ください。 一時ディ レク ト リに十分なスペースがない場合でも、 イ

ンス トール プログラムから指示されるこ とはあ り ません。

� サイレン ト  モード  インス トールの所要時間は、 通常のインス トールの所要時間と同じ

である。 サイレン ト  モード  インス トールを開始する と、 インス トール プログラムの開
始ウ ィンド ウまたはメ ッセージが短時間表示されて、 インス トールが開始したこ とが

示されます。 インス トールが進行中である こ とや、 正し く完了したこ とを示すメ ッ

セージは表示されません。

� silelnt.xml ファ イルのエン ト リが不正である場合は、 インス トール エラーが発生する

おそれがある。 エラー原因を容易に特定できるよ うに、 インス トールを開始する と き

にログ  ファ イルを作成するこ とをお勧めします。 

� XML 定義 (<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>) は silent.xml テンプレー
ト  ファ イルの最初に指定しておく必要がある。 XML 定義の前にスペースや改行を入
れる こ とはできません。

サイレン ト  モード  インストール用のテンプ
レート  ファイル作成

サイレン ト  モードで WebLogic Platform をインス トールする場合は、 リ アル タイムでイン
ス トール プログラムから情報を指定するよ うに要求されるこ とはあ り ません。 代わ りに、

silent.xml とい う  XML ファ イルが検索され、 実装するインス トール オプシ ョ ンおよび

必要なコンフ ィグレーシ ョ ン設定に使用する値が決定されます。 したがって、 インス トー

ル プログラムをサイレン ト  モードで実行する前に、 起動するインス トール オプシ ョ ンを

指定する  silent.xml ファ イルを最初に作成する こ とが必要です。

注意 : silelnt.xml ファ イルのエン ト リが不正である場合は、 インス トール エラーが発生す
るおそれがあ り ます。 エラー原因を容易に特定できるよ うに、 インス トールを開

始する と きにログ  ファ イルを作成するこ とをお勧めします。 

サイレン ト  モード  インス トール処理で使用するためにテンプレー ト  ファ イルを作成する
には、 次の手順を実行します。

1. サポート されているブラウザで、 サンプルのサイレン ト  モード  インス トール テンプ
レー ト  ファ イルを表示します。 コンフ ィグレーシ ョ ンに応じて、 次のサンプル テンプ
レー トがあ り ます。
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� 統合テンプレート  ファ イルのサンプル 

� 独立した管理サーバおよび管理対象サーバを持つド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ン

用サンプル テンプレー ト  

� 管理対象サーバのク ラスタのコンフ ィグレーシ ョ ン用サンプル テンプレー ト  

� 既存のド メ インへの管理対象サーバの追加用サンプル テンプレート  

統合テンプレートでは、 WebLogic Platform の全コンポーネン ト  (WebLogic Server、
WebLogic Workshop、 WebLogic Integration、 および WebLogic Portal) の機能に対応し

たド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンする方法を説明します。 その他の  3 つのテンプ
レートは、 そのタイ トルが示すとおり、 対象範囲が絞られています。 この 4 つのテン
プレートはすべて、 次のロケーシ ョ ンにあ り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/install/silent.html#template

これらのテンプレートは、 この章の後半にも記載されています。 4-15 ページの 「サイレ

ン ト  モード  インス トール用のテンプレー ト  ファ イルのサンプル」 を参照して くださ
い。

2. テンプレー ト  ファ イルの内容をコピーして、 silent.xml とい う名前のテキス ト  ファ
イルと して WebLogic Platform のインス トール プログラムがあるディ レク ト リに保存

します。

注意 : XML 定義 (<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>) はテンプレート  ファ
イルの最初に指定しておく必要があ り ます。 XML 定義の前にスペースや改行
を入れるこ とはできません。

3. silent.xml ファ イルで、 次の表に示すデータ と値名に値を割 り当てるこ とによ り、 必

要なコンフ ィ グレーシ ョ ンを作成します。

注意 : 値を変更する と きは、 文字について XML ガイ ド ラ インに従う必要があ り ます。

つま り、 <、 >、 [ および ] とい う  XML で予約済みの文字は使用できません。
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表 4-1  サイレント  モード  インストール テンプレートの値

データと値名 入力する値

BEAHOME 選択した BEA ホーム ディレク ト リの絶対パス名。 BEA 
ホーム ディレク ト リの詳細については、 1-19 ページの
「BEA ホーム ディ レク ト リの選択」 を参照。

注意 : サイレン ト  モード  インス トールの場合に限
り、 ソフ ト ウェアをインス トールしないと、

この値に指定した BEA ホーム  ディレク ト リ
は作成されません。

USER_INSTALL_DIR WebLogic Platform ソフ ト ウェアをインス トールする
ディレ ク ト リの絶対パス名。 詳細については、 1-23
ページの 「製品インス トール ディ レク ト リの選

択」 を参照。

RUN_DOMAIN_WIZARD true に設定する と、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィ
ザードを実行してインス トールの一部と してド メ イ

ンを作成する。 false に設定する と、 これをスキッ
プする。 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを実行
する場合は、 このテーブルの次の行に リ ス ト されて

いるよ うに、 適切なデータ と値を指定する必要があ

る。 詳細については、 次の URL にある 『コンフ ィグ

レーシ ョ ン ウ ィザードの使い方』 を参照。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/
platform/docs70/confgwiz/index.html

残りの値は、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードのオプシ ョ ンに適用される。 

domain.directory ド メ イン  ディレク ト リの絶対パス。 ド メ イン  ディレ
ク ト リの名前はド メ イン名と一致する必要がある。

注意 : UNIX システムでは、 ド メ イン  ディレク ト リ
のパスでスペースを使用しないでください。

C_domainName 作成される ド メ インの名前。 名前は、

domain.directory に指定されたディ レク ト リ名と
一致する必要がある。

注意 : UNIX システムでは、 ド メ イン名でスペース
を使用しないでください。
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C_serverName コンフ ィグレーシ ョ ンされるサーバ名。 スタンドア

ロン  サーバのサーバ名と して、 および管理対象サー
バと ク ラ スタ化されたサーバがある ド メ インの管理

サーバのサーバ名と して使用される。

注意 : サーバ名にはスペースを使用してないでく

ださい。

C_username サーバを起動し、 管理コンソールにアクセスする際

の管理ユーザ名。 管理ユーザ名には、 スペースまた

は XML の予約済み文字を使用してはならない。

C_password 管理ユーザのパスワード。 8 文字以上で 20 文字以下
の管理ユーザのパスワード。 スペースまたは XML 
の予約済み文字を使用してはならない。

C_serverListenAddress サーバのシステム  IP アドレスまたは DNS 名。
localhost とサーバの IP アドレスを使用してサー
バおよび管理コンソールにアクセスする場合は、 こ

れを空白のままにできる。

C_serverListenPort= 管理サーバ専用の TCP/IP ポート番号。 この番号に
よって、 サーバが接続を リ スンするポートが指定さ

れる。 ポー ト番号には、 1 から  65535 の間の任意の
整数を指定できる。

C_serverSSLListenPort= 管理サーバ専用のセキュア リ スン ポート番号。 セ
キュア リ スン  ポー ト番号は、 セキュア ソケッ ト  レ
イヤ (secure sockets layer: SSL) プロ ト コルに基づく
セキュアな  Web 接続のために使用される。 ポー ト番
号には 1 から  65535 の間の任意の整数を指定できる
が、 C_serverListenPort と同じポートにはでき
ない。

ClusterName 作成される ク ラスタの名前。 このデータ値は、 ク ラ

スタを作成している場合にのみ適用できる。 

注意 : ク ラ スタ名にはスペースを使用しないでく

ださい。

表 4-1  サイレント  モード  インストール テンプレートの値

データと値名 入力する値
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ClusterPort ク ラ スタ化されたサーバと通信するために管理サー

バが使用するマルチキャス ト  ポート。 一般的に 
7777。 このデータ値は、 ク ラ スタを作成している場

合にのみ適用できる。 

ClusterMCAddr ク ラスタ化されたサーバと通信するために管理サー

バが使用するクラ スタ  マルチキャス ト  IP アドレス。
一般的に 237.0.0.1。 有効なマルチキャス ト  アドレ
スの先頭は、 237、 238、 または 239。 このデータ値

は、 ク ラスタを作成している場合にのみ適用できる。 

ADMIN_HOST_NAME_OR_IP 管理サーバ名または IP アド レス。 管理対象サーバを
コンフ ィグレーシ ョ ンする と きに使用する。

ADMIN_LISTEN_PORT 管理サーバが リ スンするポー ト。 管理対象サーバを

コンフ ィグレーシ ョ ンする と きに使用する。

MANAGED_SERVER_
REGISTERED_NAME_IN_ADMIN

管理サーバに登録されたマシン名またはサーバ名。

管理対象サーバをコンフ ィグレーシ ョ ンする と きに

使用する。

SERVER-RUN-AS [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードで作成される
サーバ コンフ ィグレーシ ョ ンのタ イプ。 コンフ ィグ
レーシ ョ ンは、 Single Server (Standalone 

Sever)、 Admin Server with Managed 

Server(s)、 Admin Server with Clustered 

Managed Server(s)、 または Managed Server 
(with owning Admin Server configuration) 
である。

selectedJar ド メ インを作成し、 サーバをコンフ ィグレーシ ョ ン

するために [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードが
使用するテンプレー ト  JAR ファ イルの絶対パス。

表 4-1  サイレント  モード  インストール テンプレートの値

データと値名 入力する値
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INSTALL_NT_SERVICE

(Windows システムの場合のみ )
yes を指定する と、 コンフ ィグレーシ ョ ンされた
サーバを Windows サービス と してインス トールす
る。 また no を指定する と、 コンフ ィグレーシ ョ ン
されたサーバを  Windows サービス と してインス トー
ルする作業をスキップする。 

注意 : このデータ と値のペアは、 選択したテンプ

レートでサーバを Windows サービス と して
インス トールする作業がサポート されてい

る場合にだけ使用されます。 それ以外の場

合は、 この値は無視されます。 

この値は、 UNIX システムでは無視されます。

INSTALL_WINDOWS_STARTUP_MENU yes を指定する と、 サーバを起動するためのオプ
シ ョ ンが Windows の [ スタート ] メニューに追加さ
れる。 また  no (デフォル ト値 ) を指定する と  [ ス
タート ] メニュー オプシ ョ ンがスキップされる。

注意 : このデータ と値のペアは、 選択したテンプ

レートで [ ス タート ] メニュー オプシ ョ ンの
インス トールがサポート されている場合に

だけ使用されます。 それ以外の場合は、 無

視されます。 

この値は、 UNIX システムでは無視されます。

DB_EMAIL_HOST デフォルト の電子メ ール サーバまたは SMTP サーバ。 

注意 : このデータ と値のペアは、 選択したテンプ

レートで WebLogic Integration 機能がサポー
ト されている場合にだけ使用されます。 そ

れ以外の場合は、 この値は無視されます。 

表 4-1  サイレント  モード  インストール テンプレートの値

データと値名 入力する値
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DB_EMAIL_ADDRESS WebLogic Itegration の中のワークフロー インスタン
スが電子メールの送信元と して使用できるアド レス。

注意 : このデータ と値のペアは、 選択したテンプ

レートで WebLogic Integration 機能がサポー
ト されている場合にだけ使用されます。 そ

れ以外の場合は、 この値は無視されます。 

managedServers ( データ  グループ ) ド メ イン内にある管理対象サーバのグループのコン

フィグレーシ ョ ン タイプ。 このデータ  グループは、
SERVER-RUN-AS の値と して 「Admin Server with 
Managed Server(s)」 を選択したときにだけ適用される。

コンフ ィグレーシ ョ ンの中の管理対象サーバについ

て、 次の値を指定する。

� managedServerRegName — 管理サーバに登録
されているサーバの名前。 英数文字だけを使用

する。 スペースは使用できない。

� managedServerHostIP — サーバがインスト ール
されているマシンの IP アド レスまたは DNS 名。

� managedServerListenPort — サーバの リ スン  
ポート。

� managedServerSSLListenPort — サーバのセ
キュア リ スン  ポー ト。

表 4-1  サイレント  モード  インストール テンプレートの値

データと値名 入力する値
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[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードおよび選択可能なオプシ ョ ンの詳細については、次の 
URL にある 『コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードの使い方』 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/confgwiz/index.html

Windows システムでのサイレント  モード  
インストール処理の開始

Windows システムでサイレント  モード  インスト ールを開始するには、 次の手順を実行します。

1. Windows システムにログインします。

WebLogic Platform を Windows サービスと してインス トールする場合は、
Administrator特権が必要です。 WebLogic Platform を Windows サービスと してイン
ス トールする方法については、 次の URL にある 『BEA WebLogic Server 管理者ガイ ド』
の中の 「WebLogic Server の Windows サービスと しての設定」 を参照して ください。

clusterServers ( データ  グループ ) ド メ イン内にある ク ラ スタ化された管理対象サーバ

のグループのコンフ ィグレーシ ョ ン  タ イプ。 この
データ  グループは、 SERVER-RUN-AS の値と して
「Admin Server with Clustered Managed Server(s)」 を
選択したと きにだけ適用される。

ク ラ スタ内の各サーバについて、 次の値を指定する。

� clusterServerRegName — 管理サーバに登録
されているサーバの名前。 英数文字だけを使用

する。 スペースは使用できない。

� clusterServerHostIP — サーバがインス トール
されているマシンの IP アド レスまたは DNS 名。

� clusterServerListenPort — サーバの リ スン  
ポート。

� clusterServerSSLListenPort — サーバのセ
キュア  リ スン  ポー ト。

表 4-1  サイレント  モード  インストール テンプレートの値

データと値名 入力する値
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http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/startstop.html
#SettingUpServerAsWindowsService

2. MS-DOS コマンド  プロンプ ト  ウ ィ ン ドウを開く。

3. インス トール ファ イルがあるディ レ ク ト リに移動し、 次のコマンドを入力してインス
トール プロシージャを開始します。 必ず、 次のよ うに silent.xml テンプレー ト  ファ
イルの絶対パス名を指定します。

filename.exe -mode=silent -silent_xml=path_to_silent.xml

こ こで、 filename.exe は WebLogic Platform のインス トール ファ イル名であ り、
path_to_silent.xml は silent.xml テンプレー ト  ファ イルの絶対パスです。

注意 : インス トールで冗長ログ  ファ イルを作成するには、 コマンド  ラインで 
-log=full_path_to_log_file オプシ ョ ンを指定します。

例 :

platformXXX_win32.exe -mode=silent -silent_xml=D:\silent.xml 
-log=D:\logs\platform_install.log

このパスで、 ファ イルを指定する必要があ り ます。 パス名に名前を入れる

だけでは、 フォルダを作成するこ とはできません。 パスでは、 既存のフォ

ルダだけを指定します。 コマン ド を実行する と きに存在しないフォルダが

パスに含まれている場合は、 ログ  ファ イルは作成されません。 この例では、
ファ イル名の XXX は、 インス トールしている ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番
号です。 

UNIX システムでのサイレント  モード  
インストール処理の開始

WebLogic Platform インス トール プログラムの実行には、 Java 実行時環境 (Java run-time 
environment: JRE) が必要です。 JRE を備えた Java 2 Software Development Kit (SDK) は、
Windows インス トール プログラムおよび一部の UNIX インス トール プログラム ( ファ イ
ル名の末尾が .bin のもの ) にバンドルされています。その他の UNIX プラ ッ ト フォームの 
WebLogic Platform インス トール プログラムには、Java 2 SDK はバンドルされていません。
これらのインス トール プログラムのファ イル名の末尾は、 .jar です。 .jar インス トール 
プログラムを実行するには、適切なバージ ョ ンの Java 2 SDK がシステムにインス トールさ
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れており、 PATH 変数の前に SDK の bin ディ レク ト リが指定されている必要があ り ます。
インス トール プロセスによ り、 JAVA_HOME および関連する変数がこのディ レク ト リ を指す
よ うに設定されるため、 SDK を使用するこ とが重要です。 

.bin インストール ファイルのためのサイレント  
モード  インストールの開始

注意 : silelnt.xml ファ イルのエン ト リが不正である場合は、 インス トール エラーが発生す
るおそれがあ り ます。 エラー原因を容易に特定できるよ うに、 インス トールを開

始する と きにログ  ファ イルを作成するこ とをお勧めします。 

末尾が .bin であるインス トール ファ イルを使用してサイレン ト  モード  インス トールを開
始するには、 次の手順を実行します。

1. 対象の UNIX システムにログインします。

2. コマンド ライン シェルを開きます。

3. インス トール ファ イルがあるディ レ ク ト リに移動し、 次のコマンドを入力してインス
トール プロシージャを開始します。 必ず、 次のよ うに silent.xml テンプレー ト  ファ
イルの絶対パス名を指定します。

chmod a+x filename

./filename.bin -mode=silent -silent_xml=/path_to_silent.xml

こ こで、 filename.bin は WebLogic Platform のインス トール ファ イル名であ り、
path_to_silent.xml は silent.xml テンプレー ト  ファ イルの絶対パスです。

注意 : インス トールで冗長ログ  ファ イルを作成するには、 コマンド  ラインで 
-log=full_path_to_log_file オプシ ョ ンを指定します。

例 :

platformXXX_solaris.bin -mode=silent -silent_xml=/home/silent.xml 
-log=/home/logs/platform_install.log

このパスで、 ファイルを指定する必要があります。 パス名に名前を入れるだけ

では、 フォルダを作成するこ とはできません。 パスでは、 既存のフォルダだけ

を指定します。 コマンドを実行するときに存在しないフォルダがパスに含まれ

ている場合は、 ログ ファイルは作成されません。 この例で使用されいるファ
イル名 XXX は、 インス トールしているソフ ト ウェアのバージョン番号です。 
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.jar インストール ファイルのためのサイレント  
モード  インストールの開始

注意 : silelnt.xml ファ イルのエン ト リが不正である場合は、 インス トール エラーが発生す
るおそれがあ り ます。 エラー原因を容易に特定できるよ うに、 インス トールを開

始する と きにログ  ファ イルを作成するこ とをお勧めします。 

末尾が .jar であるインス トール ファ イルのためにサイレン ト  モード  インス トールを開始
するには、 次の手順を実行します。

1. 対象の UNIX システムにログインします。

2. コマンド ライン シェルを開きます。

3. 対象のシステムの PATH 変数の最初に、 適切な  SDK の bin ディ レク ト リ を指定する必
要があ り ます。

例 :

PATH=JAVA_HOME/bin:$PATH
export PATH

こ こで、 JAVA_HOME は、 SDK ディ レク ト リの絶対パスです。

4. インス トール ファ イルがあるディ レ ク ト リに移動し、 次の表の説明に従って、 インス
トール プロシージャを開始します。 その際、 必ず silent.xml テンプレー ト  ファ イル
の絶対パス名を指定します。

どちらの場合も、 filename.jar は WebLogic Platform インス トール ファ イルの名前
です (pj_platformXXX_generic.jar など。 こ こで、 XXX はインス トールしているソ
フ ト ウェアのバージ ョ ン番号です )。 また、 path_to_silent.xml は silent.xml テン
プレー ト  ファ イルの絶対パスです。

条件 入力するコマンド

AIX 以外の UNIX プラ ッ ト
フォームにインス トールする場合

java -jar filename.jar -mode=silent
 -silent_xml=/path_to_silent.xml

AIX プラ ッ ト フォームにインス
トールする場合

java -classpath filename.jar 
com.bea.installer.BEAInstallController
-mode=silent -silent_xml=/path_to_silent.xml
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プラ ッ ト フォームのサポートは、 サービス  パッ クの リ リースによって変わる場合があ
り ます。 製品のインス トール先がサポート されているプラ ッ ト フォームであるこ とを

確認するには、 次の  URL にある 『サポー ト対象プラ ッ ト フォーム』 ページを参照して

ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/support/index.html

注意 : インス トールで冗長ログ  ファ イルを作成するには、 コマンド  ラインで 
-log=full_path_to_log_file オプシ ョ ンを指定します。

例 :

pj_platformXXX_generic.jar -mode=silent 
-silent_xml=/home/silent.xml -log=/home/logs/platform_install.log

このパスで、 ファ イルを指定する必要があ り ます。 パス名に名前を入れる

だけでは、 フォルダを作成するこ とはできません。 パスでは、 既存のフォ

ルダだけを指定します。 コマン ド を実行する と きに存在しないフォルダが

パスに含まれている場合は、 ログ  ファ イルは作成されません。 この例では、
ファ イル名の XXX は、 インス トールしている ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番
号です。 

サイレン ト  モード  インストール用のテンプ
レート  ファイルのサンプル

この節では、サイレン ト  インス トールでさまざまなタイプのド メ イン コンフ ィ グレーシ ョ
ンに使用できるテンプレー ト  ファ イルのサンプルを紹介します。

� 統合テンプレート  ファ イルのサンプル

� 独立した管理サーバおよび管理対象サーバを持つド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ン用

サンプル テンプレー ト  

� 管理対象サーバのク ラスタのコンフ ィグレーシ ョ ン用サンプル テンプレー ト

� 既存のド メ インへの管理対象サーバの追加用サンプル テンプレート

この節のファ イルをコピーして独自のニーズに合わせて修正するこ と ができます。 また、

最初の 1 つを除いた残り  3 つのテンプレート の相違点 (太字表記部分 ) を調べ、 どのパラ
メ ータ設定がコンフィ グレーショ ンのどの部分に影響するのかを学習するこ と ができます。
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[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを使用したド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ン  プロセ
スの詳細については、 次の URL にある 「新しい WebLogic ド メ インの作成」 を参照して く
ださい。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/confgwiz/creatdom.html

統合テンプレート  ファイルのサンプル

リ ス ト  4-1 に示すサンプルのテンプレート  ファ イルでは、 すべてのコンポーネン ト 、
WebLogic Server、 WebLogic Workshop、 WebLogic Integration、 および WebLogic Portal の
機能を備えた、 幅広い WebLogic Platform ド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンする方法を示
します。

テンプレー ト  ファ イルを構造化する方法に加えて、固有のテンプレー ト  ファ イルをま とめ
る簡単な方法についても説明します。 このファ イルをコピーし、 表 4-1 に合わせて修正し
てから  silent.xml とい う ファ イル名で保存できます。 その後、 WebLogic Platform 7.0 を
サイレン ト  モードでインス トールする と きに silent.xml をテンプレート  ファ イルと して
使用できます。

リスト 4-1   統合テンプレート  ファイルのサンプル

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<domain-template-descriptor> 

<input-fields> 
   <data-value name="BEAHOME"                   value="C:\bea" /> 
   <data-value name="USER_INSTALL_DIR"          value="C:\bea\weblogic700" /> 
   <data-value name="RUN_DOMAIN_WIZARD"         value="false" /> 

<!--次の値は、[コンフィグレーション ] ウィザードによって、ドメインをコンフィグレーションする
ために使用されます。 --> 

   <data-value name="domain.directory"  value="C:\bea\user_domains\mydomain" /> 
   <data-value name="C_domainName"               value="mydomain" /> 
   <data-value name="C_serverName"               value="myserver" /> 
   <data-value name="C_username"                 value="system" /> 
   <data-value name="C_password"                 value="weblogic" />
   <data-value name="C_serverListenAddress"      value="" />
   <data-value name="C_serverListenPort"         value="7001" />
   <data-value name="C_serverSSLListenPort"      value="7002" />
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   <data-value name="ClusterName"                value="mycluster" />
   <data-value name="ClusterPort"                value="7777" />

<!--次の値、ClusterMCAddr は、クラス D の IP アドレスであることが必要です。-->
   <data-value name="ClusterMCAddr"              value="237.0.0.1" />
   <data-value name="ADMIN_HOST_NAME_OR_IP"      value="adminserver" />
   <data-value name="ADMIN_LISTEN_PORT"          value="7001" /> 
   <data-value name="MANAGED_SERVER_REGISTERED_NAME_IN_ADMIN"    value="ms1" /> 

<!--SERVER-RUN-AS の値によって、[コンフィグレーション ] ウィザードが作成するサーバ コン
フィグレーションが決定されます。次の行で示されているように、オプションが 4 つあります。使用し
ない 3 つのオプションは、コメント アウトします。-->

        <data-value name="SERVER-RUN-AS" value="Single Server (Standalone 
Server)" /> 
<!--    <data-value name="SERVER-RUN-AS" value="Admin Server with Managed 
Server(s)" /> -->
<!--    <data-value name="SERVER-RUN-AS" value="Admin Server with Clustered 
Managed Server(s)" /> -->
<!--    <data-value name="SERVER-RUN-AS" value="Managed Server (with owning Admin
 Server configuration)" /> -->

<!--SelectedJar の値によって、[コンフィグレーション ] ウィザードがドメインを作成しサーバを
コンフィグレーションするテンプレートが決定されます。 --> 

   <data-value name="selectedJar" 
value="C:\bea\weblogic700\common\templates\domains\wls.jar" /> 

<!--次の 4 つのデータは、上で指定した [コンフィグレーション ] ウィザードのテンプレートで選択
したオプションによって変わります。関連するオプションがテンプレートで選択されていない場合は、次
の 4 つのデータと値のペアは無視されます。--> 

   <data-value name="INSTALL_NT_SERVICE"            value="no" /> 
   <data-value name="INSTALL_WINDOWS_STARTUP_MENU"  value="no" /> 
   <data-value name="DB_EMAIL_HOST"                 value="myserver"   />
   <data-value name="DB_EMAIL_ADDRESS"              value="name@bea.com  /> 

<!--managedServers データ グループによって、ドメイン内の管理対象サーバのグループのコンフィ
グレーションが決定されます。このデータ グループは、SERVER-RUN-AS の値として「Admin Server 
with Managed Server(s)」を選択したときにだけ適用されます。このデータ グループを使用するに
は、適切な行すべてでコメント アウトを解除します。 --> 

<!--    <data-group name="managedServers"> -->
<!--       <data-element> -->
<!--          <data-value name="managedServerRegName"   value="managed1"  /> -->
<!--次の値には、IP アドレスまたは DNS 名を指定できます。--> 
<!--          <data-value name="managedServerHostIP"        value="host1" /> -->
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<!--          <data-value name="managedServerListenPort"    value="1001"  /> -->
<!--          <data-value name="managedServerSSLListenPort" value="1002"  /> -->
<!--       </data-element> -->
<!--       <data-element> -->
<!--          <data-value name="managedServerRegName"    value="managed2" /> -->
<!--          <data-value name="managedServerHostIP"        value="host2" /> -->
<!--          <data-value name="managedServerListenPort"    value="2001"  /> -->
<!--          <data-value name="managedServerSSLListenPort"  value="2002"  /> -->
<!--       </data-element> -->
<!--       <data-element> -->
<!--          <data-value name="managedServerRegName"    value="managed3" /> -->
<!--          <data-value name="managedServerHostIP"     value="host3"    /> -->

<!--          <data-value name="managedServerListenPort" value="3001"     /> -->
<!--          <data-value name="managedServerSSLListenPort" value="3002"  /> -->
<!--       </data-element> -->
<!--       <data-element> -->
<!--          <data-value name="managedServerRegName"    value="managed4" /> -->
<!--          <data-value name="managedServerHostIP"     value="host4"    /> -->
<!--          <data-value name="managedServerListenPort" value="4001"     /> -->
<!--          <data-value name="managedServerSSLListenPort" value="4002"  /> -->
<!--       </data-element> -->
<!--       </data-group> -->

<!--clusterServers データ グループによって、ドメイン内のクラスタ化された管理対象サーバのグ
ループのコンフィグレーションが決定されます。このデータ グループは、SERVER-RUN-AS の値として
「Admin Server with Clustered Server(s)」を選択したときにだけ適用されます。このデータ グ
ループを使用するには、すべての適切な行でコメント アウトを解除します。-->

<!--    <data-group name="clusterServers"> -->
<!--       <data-element> -->
<!--          <data-value name="clusterServerRegName"    value="cluster1" /> -->
<!--次の値には、IP アドレスまたは DNS 名を指定できます。--> 
<!--          <data-value name="clusterServerHostIP"     value="host1"    /> -->
<!--          <data-value name="clusterServerListenPort" value="1001"     /> -->
<!--          <data-value name="clusterServerSSLListenPort"  value="1002" /> -->
<!--       </data-element> -->
<!--       <data-element> -->
<!--          <data-value name="clusterServerRegName"   value="cluster2"  /> -->
<!--          <data-value name="clusterServerHostIP"     value="host2"    /> -->
<!--          <data-value name="clusterServerListenPort"    value="2002"  /> -->
<!--          <data-value name="clusterServerSSLListenPort" value="2003"  /> -->
<!--       </data-element> -->
<!--       <data-element> -->
<!--          <data-value name="clusterServerRegName"    value="cluster3" /> -->
<!--          <data-value name="clusterServerHostIP"     value="host3"    /> -->
<!--          <data-value name="clusterServerListenPort"    value="3003"  /> -->
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<!--          <data-value name="clusterServerSSLListenPort" value="3004"  /> -->
<!--       </data-element> -->
<!--       <data-element> -->
<!--          <data-value name="clusterServerRegName"   value="cluster4"  /> -->
<!--          <data-value name="clusterServerHostIP"     value="host4"    /> -->
<!--          <data-value name="clusterServerListenPort" value="4004"     /> -->
<!--          <data-value name="clusterServerSSLListenPort" value="4005"  /> -->
<!--       </data-element> -->
<!--    </data-group> -->

    </input-fields> 

</domain-template-descriptor> 

独立した管理サーバおよび管理対象サーバを持つ

ド メインのコンフ ィグレーション用サンプル テン
プレート

次のサンプル テンプレー トは、 サイレン ト  インス トール中に、 1 台の管理サーバと任意の
数の管理対象サーバで構成される ド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンするのに使用できま

す。 太字表記された文字列は、 コンフ ィ グレーシ ョ ンの定義で重要な箇所です。 これらの

文字列の設定をその他のサンプル テンプレー ト  ファ イルの対応する文字列の設定と比較し
て ください。

インス トール プロセスを進めるには、 表 4-1 に従って次のテンプレート を変更し、
silent.xml という名前のファイルとして保存します。 この新しいファイルは、 WebLogic 
Platform 7.0 をサイレン ト  モードでインス トールする場合にテンプレート と して使用できます。

1 台の管理サーバと任意の数の管理対象サーバを持つド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンす
る方法の詳細については、 次の URL にある 『コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザードの使い方』
の 「管理サーバおよび管理対象サーバを持つド メ インの作成」 を参照して ください。
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/confgwiz/creatdom.html

リスト 4-2   独立した管理サーバと管理対象サーバを持つド メインのコンフ ィグレーション

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

<domain-template-descriptor>
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<input-fields> 
     <data-value name="BEAHOME" value="C:\bea\user_domains\mydomain" /> 
     <data-value name="USER_INSTALL_DIR" 
value="C:\bea\user_domains\mydomain\weblogic700" /> 
     <data-value name="RUN_DOMAIN_WIZARD" value="true" /> 

<!--次の値は、[コンフィグレーション ] ウィザードによって、ドメインをコンフィグレーションする
ために使用されます。-->

     <data-value name="domain.directory" 
value="C:\bea\user_domains\mydomain\user_domains\d1" /> 
     <data-value name="C_domainName" value="d1" /> 
     <data-value name="C_serverName" value="admin" /> 
     <data-value name="C_username" value="system" /> 
     <data-value name="C_password" value="weblogic" /> 
     <data-value name="C_serverListenAddress" value="" /> 
     <data-value name="C_serverListenPort" value="8001" /> 
     <data-value name="C_serverSSLListenPort" value="8002" /> 

<!--次の値、ClusterMCAddr は、クラス D の IP アドレスであることが必要です。-->
     <data-value name="ClusterMCAddr" value="237.0.0.1" /> 
     <data-value name="ADMIN_HOST_NAME_OR_IP" value="adminserver" /> 
     <data-value name="ADMIN_LISTEN_PORT" value="9999" /> 
     <data-value name="MANAGED_SERVER_REGISTERED_NAME_IN_ADMIN" value="mmss1" /> 
     <data-value name="MANAGED_SERVER_REGISTERED_NAME_IN_ADMIN" value="mmss2" />

<!--SERVER-RUN-AS の値によって、[コンフィグレーション ] ウィザードが作成するサーバ コン
フィグレーションが決定されます。次の行で示されているように、オプションが 4 つあります。使用し
ない 3 つのオプションは、コメント アウトします。--> 

<data-value name="SERVER-RUN-AS" value="Admin Server with Managed Server(s)" />
     <data-group name="managedServers"> 
         <data-element> 
             <data-value name="managedServerRegName" value="ms1" /> 
             <data-value name="managedServerHostIP" value="host1" /> 
             <data-value name="managedServerListenPort" value="1001" /> 
             <data-value name="managedServerSSLListenPort" value="1002" /> 
         </data-element> 

         <data-element> 
              <data-value name="managedServerRegName" value="ms2" /> 
              <data-value name="managedServerHostIP" value="host2" /> 
              <data-value name="managedServerListenPort" value="2001" /> 
              <data-value name="managedServerSSLListenPort" value="2002" /> 
         </data-element> 
    </data-group>
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 <!--SelectedJar の値によって、[コンフィグレーション ] ウィザードがドメインを作成しサーバを
コンフィグレーションするテンプレートが決定されます。-->
             <data-value name="selectedJar" value="C:\bea\user_domains\mydomain\
                  weblogic700\common\\templates\domains\wls.jar" /> 
</input-fields>

</domain-template-descriptor>

管理対象サーバのクラスタのコンフィグレーション

用サンプル テンプレート

次のサンプル テンプレー トは、 サイレン ト  インス トール中に、 1 台の管理サーバと管理対
象サーバのク ラスタで構成される ド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンするのに使用できま

す。 太字表記された文字列は、 コンフ ィ グレーシ ョ ンの定義で重要な箇所です。 これらの

文字列の設定をその他のサンプル テンプレー ト  ファ イルの対応する文字列の設定と比較し
て ください。

インス トール プロセスを進めるには、 表 4-1 に従って次のテンプレート を変更し、
silent.xml という名前のファイルとして保存します。 この新しいファイルは、 WebLogic 
Platform 7.0 をサイレン ト  モードでインス トールする場合にテンプレート と して使用できます。

管理サーバを持つド メ インを管理対象サーバのク ラスタ用にコンフ ィグレーシ ョ ンする方

法の詳細については、 次の URL にある 『コンフ ィ グレーシ ョ ン ウ ィザードの使い方』 の
「管理サーバおよびク ラスタを持つド メ インの作成」 を参照して ください。
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/confgwiz/creatdom.html

リスト 4-3   管理サーバとクラスタ化された管理対象サーバを持つド メインのコンフ ィグ
レーション

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<domain-template-descriptor> 

<input-fields> 
       <data-value name="BEAHOME" value="C:\bea\user_domains\mydomain" /> 
       <data-value name="USER_INSTALL_DIR" 
value="C:\bea\user_domains\mydomain\weblogic700" /> 
       <data-value name="RUN_DOMAIN_WIZARD" value="true" /> 
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<!-- 次の値は、[コンフィグレーション ] ウィザードによって、ドメインをコンフィグレーションする
ために使用されます。--> 
         <data-value name="domain.directory" 
value="C:\bea\user_domains\mydomain\user_domains\myCluster" /> 
       <data-value name="C_domainName" value="myCluster" /> 
       <data-value name="C_serverName" value="admin" /> 
       <data-value name="C_username" value="system" /> 
       <data-value name="C_password" value="weblogic" /> 
       <data-value name="C_serverListenAddress" value="localhost" /> 
       <data-value name="C_serverListenPort" value="8001" /> 
       <data-value name="C_serverSSLListenPort" value="8002" /> 
       <data-value name="ClusterName" value="mycluster" /> 
       <data-value name="ClusterPort" value="7777" /> 

<!--次の値、ClusterMCAddr は、クラス D の IP アドレスであることが必要です。--> 
       <data-value name="ClusterMCAddr" value="237.0.0.1" /> 
       <data-value name="ADMIN_HOST_NAME_OR_IP" value="admin" /> 
       <data-value name="ADMIN_LISTEN_PORT" value="8001" /> 
       <data-value name="MANAGED_SERVER_REGISTERED_NAME_IN_ADMIN" value="cs1" /> 
       <data-value name="MANAGED_SERVER_REGISTERED_NAME_IN_ADMIN" value="cs2" /> 

<!--SERVER-RUN-AS の値によって、[コンフィグレーション ] ウィザードが作成するサーバ コン
フィグレーションが決定されます。次の行で示されているように、オプションが 4 つあります。使用し
ない 3 つのオプションは、コメント アウトします。-->

            <data-value name="SERVER-RUN-AS" value="Admin Server with Clustered 
Managed Server(s)" /> 

     <data-group name="clusterServers"
       <data-element> 
            <data-value name="clusterServerRegName" value="cs1" /> 
            <data-value name="clusterServerHostIP" value="host1" /> 
            <data-value name="clusterServerListenPort" value="1001" /> 
            <data-value name="clusterServerSSLListenPort" value="1002" /> 
       </data-element> 

       <data-element> 
           <data-value name="clusterServerRegName" value="cs2" /> 
           <data-value name="clusterServerHostIP" value="host2" /> 
           <data-value name="clusterServerListenPort" value="2001" /> 
           <data-value name="clusterServerSSLListenPort" value="2002" /> 
       </data-element> 
     </data-group>

- <!--SelectedJar の値によって、[コンフィグレーション ] ウィザードがドメインを作成しサーバ
をコンフィグレーションするテンプレートが決定されます。--> 
          <data-value name="selectedJar" 
value="C:\bea\user_domains\mydomain\weblogic700\common\



サイレン ト  モード  インス トール用のテンプレー ト  フ ァイルのサンプル

BEA WebLogic Platform のインス トール 4-23

templates\domains\wls.jar" /> 
</input-fields>

</domain-template-descriptor>

既存のド メインへの管理対象サーバの追加用

サンプル テンプレート

次のサンプル テンプレー トは、 管理対象サーバを既存のド メ インに追加するのに使用でき

ます。 太字表記された文字列は、 コンフ ィグレーシ ョ ンの定義で重要な箇所です。 これら

の文字列の設定をその他のサンプル テンプレート  ファ イルの対応する文字列の設定と比較
して ください。

インス トール プロセスを進めるには、 表 4-1 に従って次のテンプレート を変更し、

silent.xml とい う名前のファ イルと して保存します。 この新しいファ イルは、 WebLogic 
Platform 7.0 をサイレン ト  モードでインス トールする場合にテンプレート と して使用でき

ます。

管理対象サーバを既存のド メ インに追加する方法の詳細については、 次の URL にある
「既存の WebLogic ド メ インの拡張」 を参照して ください。
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/confgwiz/creatdom.html

リスト 4-4   既存のド メインへの管理対象サーバの追加用テンプレート

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<domain-template-descriptor>

<input-fields> 
          <data-value name="BEAHOME" value="C:\bea\user_domains\mydomain" /> 
          <data-value name="USER_INSTALL_DIR" 
value="C:\bea\user_domains\mydomain\weblogic700" /> 
          <data-value name="RUN_DOMAIN_WIZARD" value="true" /> 

<!-- 次の値は、[コンフィグレーション ] ウィザードによって、ドメインをコンフィグレーションする
ために使用されます。-->
          <data-value name="domain.directory" 
value="C:\bea\user_domains\mydomain\user_domains/d2" /> 
          <data-value name="C_domainName" value="d2" /> 
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          <data-value name="C_serverName" value="admin" /> 
          <data-value name="C_username" value="system" /> 
          <data-value name="C_password" value="weblogic" /> 
          <data-value name="C_serverListenAddress" value="" /> 
          <data-value name="C_serverListenPort" value="8001" /> 
          <data-value name="C_serverSSLListenPort" value="8002" /> 
 
<!--次の値、ClusterMCAddr は、クラス D の IP アドレスであることが必要です。-->
          <data-value name="ClusterMCAddr" value="237.0.0.1" /> 
          <data-value name="ADMIN_HOST_NAME_OR_IP" value="adminserver" /> 
          <data-value name="ADMIN_LISTEN_PORT" value="9999" /> 
          <data-value name="MANAGED_SERVER_REGISTERED_NAME_IN_ADMIN" 
value="mmss1" /> 
          <data-value name="MANAGED_SERVER_REGISTERED_NAME_IN_ADMIN" 
value="mmss2" />

<!--SERVER-RUN-AS の値によって、[コンフィグレーション ] ウィザードが作成するサーバ コン
フィグレーションが決定されます。次の行で示されているように、オプションが 4 つあります。使用し
ない 3 つのオプションは、コメント アウトします。--> 

          <data-value name="SERVER-RUN-AS" value="Managed Server (with owning 
Admin Server
                  configuration)" />

  <data-group name="managedServers"> 
     <data-element> 
          <data-value name="managedServerRegName" value="ms1" /> 
          <data-value name="managedServerHostIP" value="host1" /> 
          <data-value name="managedServerListenPort" value="1001" /> 
          <data-value name="managedServerSSLListenPort" value="1002" /> 
     </data-element>

     <data-element> 
          <data-value name="managedServerRegName" value="ms2" /> 
          <data-value name="managedServerHostIP" value="host2" /> 
          <data-value name="managedServerListenPort" value="2001" /> 
          <data-value name="managedServerSSLListenPort" value="2002" /> 
     </data-element> 
  </data-group>

 <!--SelectedJar の値によって、[コンフィグレーション ] ウィザードがドメインを作成しサーバを
コンフィグレーションするテンプレートが決定されます。-->
          <data-value name="selectedJar" value="C:\bea\user_domains\mydomain
                     \weblogic700\common\templates\domains\wls.jar" /> 
</input-fields> 

</domain-template-descriptor>



次に行う作業

BEA WebLogic Platform のインス トール 4-25

次に行う作業

WebLogic Platform をインスト ールすると 、 評価ライセンス  ファ イルもインスト ール中に作
成した  BEA ホーム  ディ レク ト リ にインスト ールされるので、 すぐに製品を使い始めるこ と
ができます。 ソ フト ウェアに慣れるために QuickStart アプリ ケーショ ンを使用するこ と を
お勧めし ます。 また、 WebLogic Platform ツアーを利用したり 、 付属サンプルを実行してく
ださい。 詳細については、 Chapter 6, “ インス トール後の作業実行 .”を参照してく ださい。
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5

WebLogic Platform ライセンス ファイ

ルのインストールおよび更新

WebLogic Platform の配布ファ イルを実行するには、 有効な製品ラ イセンスが必要です。

次の節では、 WebLogic Platform ラ イセンスを取得、 インス トール、 更新する方法を説明

します。

� WebLogic Platform ライセンスについて

� license.bea ファ イルの更新

� 128 ビッ ト暗号の有効化

� WebLogic Platform 製品の 7.0 リ リース以前のラ イセンスのアップグレード

WebLogic Platform ライセンスについて

WebLogic Platform 7.0 では、 license.bea と 呼ばれる  XML 形式のライセンス  ファ イルを使
用します。 BEA ホーム  ディ レク ト リ に保存されたこのライセンス  ファ イルは、 対象システ
ムにインスト ールされたすべての BEA WebLogic Platform 製品に使用され、 実行時のチェッ
クにより 、 WebLogic Platform のどのコンポーネント を使用できるかが判断されます。

WebLogic Platform で購入可能なラ イセンスについては、次の URL の e-docs Web サイ ト に
ある 「ラ イセンス」 ページを参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/interm/license.html
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評価ライセンス

BEA WebLogic 製品をはじめてインス トールしたと きは、 license.bea ファ イルが BEA 
ホーム ディ レ ク ト リにインス トールされます。 そのファ イルに 90 日間有効な評価ライセ

ンスが入力されるので、 すぐに製品を使い始める こ とができます。 その後、 license.bea 
ファ イルが配布ファ イルの一部となっている  BEA 製品を追加インス トールしたと きは、

新規の製品評価ラ イセンスが自動的に license.bea ファ イルに追加されますが、評価期間

は延長されません。 

WebLogic Platform の評価ラ イセンスは完全なライセンスであ り、 WebLogic Platform のす
べてのコンポーネン ト機能が使用可能にな り ます。 ライセンスご購入の詳細については、

BEA Sales (http://www.beasys.co.jp/index.html) にご連絡ください。

WebLogic Platform 評価製品はすべて 1 台のサーバ マシンで使用するライセンスになって

おり、 サーバに最大で 20 台のク ラ イアン ト を接続できます。 

開発者ライセンス、 製品ライセンス

ラ イセンスは、 WebLogic Platform 製品全体に対して購入するこ と も、 個別のコンポーネ

ン ト に対して購入するこ と もできます。 WebLogic Platform で購入可能なライセンスにつ
いては、次の URL の e-docs Web サイ トにある 「ラ イセンス」 ページを参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/interm/license.html

WebLogic Platform を CD-ROM でご購入された場合は、 ライセンスされたコンポーネン ト

に対する開発者ラ イセンスまたは製品ラ イセンスが、 注文書に記載されたアカウン トに電
子メールで送付されます。 WebLogic Platform ソフ ト ウェアをインス トールし、 製品ライ

センスを受け取ったら、 そのラ イセンスを使用して既存の license.bea ファ イルを更新す
る必要があ り ます。 詳細については、 5-2 ページの 「license.bea ファ イルの更新」 を参照
して ください。

license.bea ファイルの更新

次の条件が 1 つでも当てはまる場合は、 license.bea ファ イルを更新する必要があり ます。

� WebLogic Platform の 90 日間の評価期間の延長を申し込み、 延長が承認された場合。
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� BEA WebLogic ソフ ト ウェアを追加購入した場合。

� 新規製品を含む新規配布キッ ト を取得した場合。

� WebLogic Platform コンポーネン ト製品の以前のリ リース用の無期限有効なラ イセンス

を所有しており、 WebLogic Platform 7.0 を BEA Web サイ ト からダウンロード した後

で、 WebLogic Platform 7.0 ラ イセンスにアップグレードする場合。 ライセンスは、

WebLogic Platform 7.0 ライセンスに変換する必要があ り ます。 この方法については、

5-6 ページの 「WebLogic Platform 製品の 7.0 リ リース以前のライセンスのアップグ
レード」 を参照して ください。

� 6.0 バージ ョ ン以前 (5.1 またはそれ以前 ) の WebLogic Server で使用されていたラ イセ

ンス  ファ イルである、 WebLogicLicense.XML ファ イルまたは 
WebLogicLicense.class ファ イルを所有している場合。 これらのライセンス  ファ イ
ルは、 license.bea ファ イルに変換する必要があ り ます。 これらのライセンス  ファ イ
ルを変換する方法は、 次の URL にある 『BEA WebLogic Server 7.0 へのアップグレー
ド』 で説明されています。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/upgrade/index.html

いずれの場合も、 電子メールの添付ファ イルでライセンス更新ファ イルを受信できます。
そして、 次のプロシージャを実行する こ とで、 license.bea ファ イルを更新します。

注意 : 128 ビッ ト暗号を使用可能にするには、 WebLogic Platform ソフ ト ウェアをインス

トールする前に、 license.bea ファ イルに 128 ビッ ト暗号ライセンスが存在する必

要があ り ます。 詳細については、 5-4 ページの 「128 ビッ ト暗号の有効化」 を参照
して ください。

1. 電子メールで受信したラ イセンス更新ファ イルを  license.bea 以外の名前で、 対象の 
BEA ホーム  ディ レク ト リに保存します。 たとえば、 ファ イルを  
platform_license.bea とい う名前で保存します。 このファ イルは、 このプロシー

ジャの手順 4 で license_update_file と して使用します。

警告 : 既存の license.bea ファ イルを上書きした り 、 そのファ イルの名前を変
更しないでください。 

2. ご使用のプラ ッ ト フォームに適した手順を実行します。

� Windows システムでは、 MS-DOS セッシ ョ ンを開いて対象の BEA ホーム  ディ レ

ク ト リに移動する。 

� UNIX システムでは、 対象の BEA ホーム ディ レク ト リに移動する。

3. まだ含まれていない場合は、 次のコマンド を入力して、 PATH 変数に JDK を追加します。
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� Windows システムの場合

set PATH=BEA_HOME\SDK\bin;%PATH%

� UNIX システムの場合

PATH=BEA_HOME/SDK/bin:$PATH
export PATH

これらのコマンドでは、 SDK は jdk131_06 または jrockit70sp2_131 などのイン
ス トールに使用される  Java 2 SDK のディ レク ト リ名です。

4. 次のコマンドのいずれかを入力するこ とで、 ライセンス更新ファ イルを既存のライセ

ンスにマージします。

� Windows システムの場合

UpdateLicense license_update_file

� UNIX システムの場合

sh UpdateLicense.sh license_update_file

license_update_file は、 手順 1 でライセンス更新ファイルを保存すると きの名前です。

5. アップデート した license.bea ファ イルのコピーを、 WebLogic Integration およびア

プリ ケーシ ョ ン インス トール ディ レク ト リ以外の安全な場所に保存します。

ラ イセンス ファ イルを他人が使用するこ とはできませんが、 このファ イルを悪意ある

改ざん、 または偶然による改ざんから保護された場所に保存する必要があ り ます。

128 ビッ ト暗号の有効化

WebLogic Platform では、56 ビッ トおよび 128 ビッ トの 2 レベルのセキュア ソケッ ト  レイ
ヤ (secure sockets layer: SSL) 暗号が利用できます。 評価ライセンスでは、 56 ビッ ト暗号だ
けが利用できますが、 開発者ライセンスまたは製品ライセンスを購入すれば、 56 ビッ ト暗
号または 128 ビッ ト暗号が有効にな り ます。

WebLogic Platform のインス トールで 128 ビッ ト暗号を有効にするには、 128 ビッ ト暗号ラ

イセンスが license.bea ファ イルの中に存在する必要があ り ます。 インス トール プログ
ラムが license.bea ファ イルの中で WebLogic Platform の 128 ビッ ト暗号ライセンスを検

出できなかった場合、 または 56 ビッ ト暗号ラ イセンスだけを検出した場合は、 インス

トーラは WebLogic Platform のインス トールに 56 ビッ ト  SSL プラグインを組み込みます。
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インス トール プログラム license.bea ファ イルの中で WebLogic Platform の 128 ビッ ト暗
号ライセンスを検出した場合は、 インス トーラは、 WebLogic Platform のインス トールに 
56 ビッ トおよび 128 ビッ トの両方の SSL プラグインを組み込みます。 

注意 : 米国の輸出規制法によ り、 インス トール前に 128 ビッ ト  ラ イセンスを入手してお

く必要があ り ます。 米国法では、 128 ビッ ト対応のコードを適切なラ イセンスがな

いマシンにインス トールするこ とが禁じ られています。 128 ビッ ト暗号ライセンス

なしでインス トールした  WebLogic Platform で 128 ビッ ト暗号を使用する場合は、

WebLogic Platform をアンインス トールし、BEA ホーム ディ レク ト リに WebLogic 
Platform の 128 ビッ ト暗号ライセンスを格納してから  WebLogic Platform を再イン

ス トールします。

128 ビッ ト暗号用の WebLogic Platform インス トールの新規 BEA ホーム ディ レク ト リ を作

成する場合は、 次の手順を実行します。

1. WebLogic Platform の 128 ビッ ト暗号ラ イセンスを取得します。

詳細については、 BEA Sales (http://www.beasys.co.jp/index.html) にご連絡くだ

さい。

2. BEA ホーム  ディ レク ト リ と して使用する新規ディ レク ト リ を作成し、 128 ビッ ト暗号
ラ イセンスを新しいディ レク ト リに配置します。 ラ イセンス  ファ イルの名前は、
license.bea とする必要があ り ます。 

3. WebLogic Platform ソフ ト ウェアをインス トールします。

詳細については、 次のインス トール手順のいずれかを参照して ください。 

� 第 2 章 「グラフ ィ カル モード  インス トールを使用した WebLogic Platform のイン
ス トール」

� 第 3 章 「コンソール モード  インス トールを使用した  WebLogic Platform のインス
トール」

� 第 4 章 「サイレン ト  モード  インス トールを使用した  WebLogic Platform のインス
トール」
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WebLogic Platform 製品の 7.0 リリース以前の
ライセンスのアップグレード

license.bea ファ イルのフォーマッ トは、 WebLogic Platform 7.0 で変更されています。

WebLogic Platform コンポーネン ト製品の以前のリ リースの license.bea ファ イルから  
WebLogic Platform 7.0 の license.bea ファ イルに変換するには、 次の手順を実行しま

す。 以前のリ リースの license.bea ライセンス  ファ イルが、 この手順を実行するマシン

で使用可能であるこ とが必要です。

1. 次の URL にある  BEA カスタマ サポート  Web サイ トにログインします。

http://support.bea.com

注意 : この Web サイ ト にアクセスするには、 BEA eSupport アカウン トが必要です。

2. [Product Update and License Key Forms] セクシ ョ ンに移動します。

3. 既存のラ イセンスを  WebLogic Platform 7.0 のラ イセンスに更新する リ ンクをク リ ッ ク

します。

4. 変換するライセンス  ファ イルがあるディ レク ト リのパス名を参照および選択するか、

表示されるボッ クスにパス名を入力します。 次に、 [I Accept] をク リ ッ ク します。

5. 変換されたラ イセンス  ファ イルが電子メールで返信されます。 ご使用のシステムで 
license.bea ファ イルを更新する方法については、 5-2 ページの 「license.bea ファ イル
の更新」 を参照して ください。
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6

インストール後の作業実行

以下の節では、 WebLogic Platform ソフ ト ウェアをインス トールし、 ライセンスを取得し

た後で実行するタスクについて説明します。

� QuickStart の使用

� サンプルの実行

� 他のデータベースへの切り替え

� 使用している  SDK のバージ ョ ンの確認

� WebLogic Platform の Windows シ ョート カッ ト について

� WebLogic Platform 製品ディ レク ト リ構造について

QuickStart の使用

一般的なインス トールを使用して  WebLogic Platform をインス トールした場合、 またはカ

スタム インス トールを使用してすべてのコンポーネン トおよびサンプルをインス トールし

た場合は、 WebLogic Server と共にインス トールされたデータベースである  PointBase デー
タベースを使用して実行されるよ うに、 サンプル ド メ インが自動的にコンフ ィグレーシ ョ

ンされます。 インス トールが完了した と きは、 QuickStart アプリ ケーシ ョ ンが表示されま

す。 QuickStart は、 初めて使う人が WebLogic Platform を評価、 学習、 および使用する と き
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に役立つよ うに設計されています。 QuickStart からは、 WebLogic Platform ツアーなどのサ
ンプル、 特定の開発タスクを実行するために有用なツール、 およびオンライン ドキュ メ ン
トにすばや くアクセスできます。

インス トールした後で、 QuickStart は次の手順で起動できます。

� Window システムでは、 [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜
QuickStart] を選択する。

� UNIX システムでは、 次の手順を実行する。

a. 対象の UNIX システムにログインします。

b. コマンド ライン シェルを開きます。

c. WebLogic Platform インス トールの /common/bin サブディ レク ト リに移動します。

例 : 

cd /home/bea/weblogic700/common/bin

d. 次のコマンドを入力します。

sh quickstart.sh

サンプルの実行

WebLogic Platform ソフ ト ウェアを使用する前に、 各コンポーネン ト に付属しているサン

プル アプリ ケーシ ョ ンを実行する こ と をお勧めします。 これらのサンプルには、 さまざま

な利点があ り ます。 これらのサンプルで、 ソフ ト ウェアが正し く インス トールされている
こ とが確認できます。 またサンプル コードが提供され、 実装技術が示されます。

WebLogic Platform コンポーネン トのサンプルに関する詳細については、 次の表を参照し

て ください。

 表 6-1サンプルの解説

製品 サンプルの解説

WebLogic Platform http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/interm/samp
les.html

WebLogic Server http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/samples.html
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他のデータベースへの切り替え

WebLogic Platform をインス トールしたと きは、 すべてのド メ インは、 PointBase データ

ベースを使用するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ン済みです。 しかし、 Oracle や Microsoft 
SQL Server などの、 動作確認されている別のデータベースに切り替える必要が生じる こ と

もあ り ます。 PointBase 以外のデータベースを使用してサンプルを実行するには、 新しい

データベースをコンフ ィ グレーシ ョ ンおよび初期化する必要があ り ます。 データベースの

切り替え、 またはコンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、 次の項目を参照して くださ

い。

� WebLogic Platform のド メ インについては、 次の URL にある 『BEA WebLogic Platform 
リ リース  ノー ト 』 の 「データベースのド メ インをカスタマイズする」 で説明されてい

る手順を実行する。

edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/relnotes/relnotes.html

� WebLogic Portal ド メ インについては、 次の  URL にある 『BEA WebLogic Portal 管理
者ガイ ド』 の中の 「システム管理」 「データベース管理」 で説明されている手順を実行

する。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wlp/docs70/admin/sysadmin.htm

� WebLogic Integration ド メ インについては、 Integration Database Wizard を使用するか、

wliconfig コマンドを使用する。 これは、 次の  URL にある 『BEA WebLogic 
Integration の起動、 停止、 およびカスタマイズ』 の中の 「WebLogic Integration のカス
タマイズ」 で説明されています。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/config/custom.htm

WebLogic 
Integration

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/interm/samples.h
tm

WebLogic Portal http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wlp/docs70/interm/samples.h
tm

WebLogic 
Workshop

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/workshop/docs70/help/index.
html#guide/tutorial/tutFirstWebServiceIntro.html

 表 6-1サンプルの解説

製品 サンプルの解説
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使用している SDK のバージョ ンの確認

使用している  SDK のバージ ョ ンは、 コマンド  ラインを使用するか、 サーバ用に作成され

たログ  ファ イルの内容を調べるこ とによ り、 確認できます。 これらの方法については、

6-4 ページの表 6-2 「SDK バージ ョ ンの確認」 を参照して ください。

 表 6-2  SDK バージョンの確認

SDK の確認方法 手順

コマンド  ラ インを
使用

1. コマン ド  プロンプ ト  ウ ィ ンド ウを開き、 次のディ レク ト リ に移動
する。

WL_HOME\server\bin (Windows の場合 )

WL_HOME/server/bin (UNIX の場合 )

これらのパス名の WL_HOME は、WebLogic Platform をインス

トールしたディレクトリを表す。

2. 次のコマン ドをプロンプ トに入力し、 環境が設定されている こ と を

確認する。

setWLSenv.cmd (Windows の場合 )

setWLSenv.sh (UNIX の場合 )

3. 次のコマン ドをプロンプ トに入力する。

java -version

WebLogic JRockit を使用している場合は、出力に BEA WebLogic 

JRockit(R) Virtual Machine と表示される。
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WebLogic Platform の Windows ショート
カッ トについて

WebLogic Platform を Windows システムにインス トールしたと きは、 BEA WebLogic 
Platform が自動的にインス トールの親フォルダと して使用されます。 追加の BEA ホーム 
ディ レ ク ト リがシステムに追加されたと きは、 次の図で示されている規則を使用して、 新

規の BEA 製品フォルダが作成されていきます。

サーバ ログ  フ ァ イ
ルを使用

1. テキス ト  エディ タで、 ド メ インのサーバ ログ  フ ァ イルを開く。

サーバ ログ ファイルのロケーションは場合によって異なる。一部の

ドメインについては、ログ ファイルは weblogic.log という名前

で domain_name\logs ディレクトリにある。ここで、

domain_name は、[コンフィグレーション ] ウィザードを使用して

ドメインを作成したときに指定したドメイン名、またはサンプル ド

メイン名のどちらかである。

たとえば、

C:\bea\user_projects\mydomain\logs\weblogic.log のよ

うになる。サーバ ログ ファイルの詳細については、次の URL にあ

る『BEA WebLogic Server 管理者ガイド』の「ログ メッセージを

使用した WebLogic Server の管理」を参照。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/
adminguide/logging.html

注意 : サーバ ログ  ファ イルはサーバの初回起動時に作成されます。

2. ログ ファ イルで次の値を検索する。
java.vm.version

java.vm.vendor

ログ  ファイルのこれらのエン ト リでは、 JVM および JVM ベンダ (Sun 
Microsystems Inc. や BEA Systems, Inc. など ) のビルド  バージ ョ ンを指定
している。

 表 6-2  SDK バージョンの確認

SDK の確認方法 手順
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図 6-1   同じシステムにある複数の BEA ホーム ディ レク ト リのト ラッキング

それぞれの BEA ホーム ディ レク ト リには、 関連付けられた  BEA 製品フォルダがあ り ま
す。 別々の BEA ホーム ディ レク ト リにある製品を区別するために、 BEAHOMEn がフォ
ルダ名に追加されます。 BEAHOME に関連付けられている数字は、 2 から開始します。
Windows システムで作成されている  BEA ホーム ディ レク ト リが 1 つだけの場合は、 数字
は付きません。

WebLogic Platform のスタート  メニュー

WebLogic Platform 7.0 のフォルダ ([ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform]) に
は、 次の図で示されているシ ョー ト カッ ト  ファ イルがあ り ます。

図 6-2   WebLogic Platform 7.0 のスタート  メニュー

� User Projects — [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを使用して作成した各ド メ インの
フォルダがあ り ます。 ド メ インの作成時にスター ト  メニューオプシ ョ ンを作成する こ
とを選択した場合は、 ド メ イン  フォルダにはサーバを起動するためのシ ョー ト カッ ト
が格納されています。 WebLogic Integration のド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンしてい
る場合は、 Integration Database Wizard のシ ョー ト カッ トがインス トールされます。
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[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを使用してド メ インを作成する方法の詳細につい
ては、 『コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードの使い方』 を参照して ください。

� WebLogic Integration 7.0 — WebLogic Integration Tools およびサンプルを起動する
シ ョー ト カッ ト があ り ます。 WebLogic Integration の使用方法の詳細については、 次の  
URL にある  WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を参照して ください。 

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/index.htm

� WebLogic Portal 7.0 — WebLogic Portal のツールおよびサンプルを起動するシ ョー ト
カッ ト があ り ます。 WebLogic Portal の使用方法の詳細については、 次の URL にある  
WebLogic Portal のドキュ メ ン ト を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wlp/docs70/index.htm

� WebLogic Server 7.0 — サンプル サーバおよび Pet Store サーバ、 WebLogic Builder、
WebLogic Server の概要が記載されているページを起動または開くシ ョー ト カッ トがあ
り ます。 WebLogic Server の使用方法の詳細については、 次の  URL にある  WebLogic 
Server のドキュ メ ン ト を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/index.html

� WebLogic Workshop — WebLogic Workshop およびサンプルを起動するシ ョー ト カッ ト
があ り ます。 WebLogic Workshop の使用方法の詳細については、 次の URL にある  
WebLogic Workshop のドキュ メン ト を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/workshop/docs70/index.html

� Domain Configuration Wizard — ユーザ ド メ インの作成に役立つ [ コンフ ィグレーシ ョ
ン ] ウ ィザードを起動します。 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードの詳細については、
次の URL にある 『コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザードの使い方』 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/confgwiz/index.html

� Online Documentation — e-docs Web サイ ト にある  WebLogic Platform のオンライン ド
キュ メ ン トへの リ ンクがあ り ます。

� QuickStart — 初めて使用する人が WebLogic Platform を評価、 理解、 使用する と きに
役立つよ うに設計されている  WebLogic Platform QuickStart アプリ ケーシ ョ ンを起動で
きます。 

� Smart Update — インス トールされている  BEA 製品に対して取得可能なアップデート
をチェ ッ ク し、 必要に応じてアップデート をインス トールする  Smart Update を起動で
きます。
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� Uninstall WebLogic Platform 7.0 — WebLogic Platform 7.0 のアンインス トール プログ
ラムを起動します。 詳細については、 第 8 章 「WebLogic Platform のアンインス トー
ル」 を参照して ください。

WebLogic Platform 製品ディレク ト リ構造
について

WebLogic Platform のインス トールでは、 BEA ホーム  ディ レク ト リおよび製品インス トー
ル ディ レ ク ト リ を選択するよ うに求められます。 BEA ホーム  ディ レク ト リの詳細につい
ては、 1-19 ページの 「BEA ホーム  ディ レク ト リの選択」 を参照して ください。 標準イン
ス トールでは、 WebLogic Platform ソフ ト ウェアのディ レク ト リ構造が次のよ うに作成さ
れます。 このディ レク ト リ構造は、 BEA ホーム ディ レク ト リの内部または外部に置く こ
とができます。 表 6-3 で、 各ディ レ ク ト リの内容を説明します。
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 表 6-3製品インストール ディレク ト リの構造

ディレク ト リ 内容

weblogic700 WebLogic Platform の全コンポーネン トが共有す
るファ イルのフォルダ。 また、 インス トールさ

れた WebLogic Platform の各コンポーネン トのた
めの個別のフォルダ。 WebLogic Platform コン
ポーネン トには、 WebLogic Server、 WebLogic 
Integration、 WebLogic Portal、 および WebLogic 
Workshop がある。 

common WebLogic Platform コンポーネン トが共有する
ファ イル。 ド メ インを作成する と きに [ コン
フ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードが使用する  jar 
ファ イルがあるテンプレート  ディ レク ト リ を含
む。 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードによっ
て、 このフォルダの内容が読み込まれ、 ディレ

ク ト リ の中にある  jar フ ァ イルに基づいてテン
プレート  オプシ ョ ンが表示される。 [ コンフ ィ
グレーシ ョ ン ] ウ ィザードの詳細については、
『コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードの使い方』 を
参照。

ebcc E-Business Control Center のプログラム  ファ イル。

integration WebLogic Integration のプログラム  フ ァ イル。

portal WebLogic Portal のプログラム  ファ イル。
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samples WebLogic Platform ソ フト ウェアを使用して独自
のアプリ ケーショ ンを開発する方法の理解を助け

るために設計されたサンプル コード 、 リ ソース、
およびコンフィ グレーショ ン済みのサンプル ド メ
イン。 サンプルは、 システムにインスト ールされ

ているコンポーネント 別に整理されている。 たと

えば、 このディ レク ト リ にある  platform フォル
ダには、 WebLogic Platform ツアーを実行するた
めの e2eDomain のソース  コード がある。同様に、
server フォルダには、 examples ド メ インおよ
び petstore ド メ イン、 サンプルおよび Pet Store 
サンプル アプリ ケーショ ンのソース  コード 、 お
よび server/eval フォルダにある  PointBase 評価
ソフト ウェアがある。 

server WebLogic Server のプログラム  フ ァ イル。

uninstall WebLogic Platform ソフ ト ウェアをアンインス
トールするために必要なコード。

workshop WebLogic Workshop アプ リ ケーシ ョ ンおよびド
キュ メ ン ト  フ ァ イル。 

 表 6-3製品インストール ディレク ト リの構造

ディレク ト リ 内容
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サービス パックとローリング パッチ

のインストール

Smart Update ( 推奨 ) またはダウンロード可能なアップグレード  インス トーラのいずれか
を使用して、 WebLogic Platform 7.0 インス トールをアップグレードするこ とができます。
次の節では、 このどちらかの方法でソフ ト ウェアをアップグレードする方法について説明
します。

� サービス  パッ ク と ロー リ ング パッチの概要

� Smart Update を使用したサービス  パッ ク と ロー リ ング  パッチのインス トール

� ダウンロード可能なアップグレード  インス トーラを使用したサービス  パッ ク と ローリ

ング パッチのインス トール

� Smart Update を使用したメ ンテナンス  アップグレードのアンインス トール

� 次に行う作業

注意 : SDK が付属した Smart Update およびアップグレード  インス トーラは、 Sun Java 2 SDK 
をシステムにインス トールします。 WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 1) リ リースをイ
ンス トールした後で、 JRockit Java 2 SDK を使用するよ うにインス トールを変更した場
合は、 Smart Update やアップグレード  インス トーラを使用してインス トールをアップ
グレードしないでください。 この場合は、 プラッ ト フォームに WebLogic Platform 7.0 
(Service Pack 2) と  JRockit パッケージ全体をインス トールする必要があります。 JRockit 
と共に動作するカスタムの Service Pack 1 ド メ インを作成した場合は、 このド メ インを 
Service Pack 2 に移行する必要があります。 ド メ インの移行の手順については、
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/relnotes/relnotes.html

#migration にある 『BEA WebLogic Platform リ リース ノート』 の 「コンフィグレー

シ ョ ン ウ ィザードを使用して作成されたド メ インを移行する」 を参照してください。
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サービス パックとローリング パッチの概要

BEA は、定期的に WebLogic Platform のサービス  パッ クまたはローリ ング  パッチを リ リー
スします。 サービス  パッ クは、 既存のリ リースに対するアップデートで、 既知の問題への

ソ リ ューシ ョ ンなどの製品の機能強化を行います。 サービス  パッ クは、 WebLogic 
Platform インス トールの代わりではあ り ません。 Weblogic Platform インス トールに対して
変更や追加を行うプログラムのパッケージです。 サービス  パッ ク更新の間に発行される
ローリ ング パッチは、 個別のコンポーネン ト のバグの修正用です。 ローリ ング  パッチは製
品の機能強化は行いません。

注意 : サービス  パッ ク と ロー リ ング パッチは、 登録済みのサポート  カスタマだけがパス
ワードで保護された  Web サイ ト からダウンロードできます。 これらの製品アップ

デート をダウンロードするには、 eSupport ユーザ名とパスワードを使用してログイ

ンする必要があ り ます。 eSupport アカウン ト を持っていない場合は、 次の  URL に
アクセスして取得します。

http://support.bea.com

次のいずれかの方法で、サービス  パッ ク と ロー リ ング パッチをインス トールするこ とがで
きます。

� Smart Update ( 推奨 )。 これを使用する と、 BEA サーバから コードおよびメディア アー
カイブを取得できます。 メディア アーカイブは、 対象の BEA ホーム ディ レク ト リに

現在インス トールされているコンポーネン ト用にのみ取得できます。 

� パッケージ アップグレード  インス トーラ。 これは、
http://www.beasys.co.jp/evaluation/index.html にある  Evaluation Center から
ダウンロードできます。 その際、 WebLogic Platform 配布全体をダウンロードする必要

はあ り ません。 アップグレード  インス トール プログラムは、 グラフ ィカル モード と コ
ンソール モードのインス トールをサポート しています。

Smart Update およびパッケージ アップグレード  インス トーラのどちらを使用した場合で
も、 現在のインス トールのメディア状態およびアップグレード中に追加されたファ イルの
情報が格納されたバッ クアップ  ファ イルが作成されます。 インス トール時にエラーが発生
した場合、 またはアップグレード  インス トールをアンインス トールした り ロールバッ ク し
た場合に、 このバッ クアップ ファ イルを使ってシステム状態を復元します。 WebLogic 
Platform の標準インス トール ( つま り、 WebLogic Platform コンポーネン ト製品すべてをイ
ンス トールする場合 ) では、 少な く と も  250MB の空きディ スク  スペースが必要です。
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注意 : アップグレード インストーラで更新されるのは、WebLogic Platform インス

トール プログラムによってインストールされたファイルだけです。ユーザが作成

したファイルや [コンフィグレーション ] ウィザードを使用して作成したディレ

クトリ (デフォルトでは user_projects) は更新されません。 

一時パッチはサービス  パッ クには対応していません。 一時パッチをインス トール
してそのパッチを参照するよ うにク ラスパスを更新した場合は、 そのパッチへの
参照すべてをク ラスパスから削除する こ とが必要になる場合があ り ます。

WebLogic Server 7.0 GA (7.0.0.0) の更新に関する
重要な注意事項

スタンドアロン版の WebLogic Server 7.0 GA ( バージ ョ ン  7.0.0.0) をインス トールしたが、
WebLogic Platform 7.0 で使用可能なバージ ョ ン  (WebLogic Server バージ ョ ン 7.0.0.1) に
アップグレード していない場合は、 Smart Update を使用してサービス  パッ クをインス トー
ルするこ とはできません。 代わりに、
http://www.beasys.co.jp/evaluation/index.html にある  Evaluation Center からダウ
ンロードできるパッケージ アップグレード  インス トーラを使用するこ とができます。詳細
については、 7-7 ページの 「ダウンロード可能なアップグレード  インス トーラを使用した
サービス  パッ ク と ロー リ ング パッチのインス トール」 を参照して ください。

インス トールした WebLogic Server のバージ ョ ンを確認するには、 テキス ト  エディ タで 
BEA_HOME\logs\log.txt (UNIX の場合は BEA_HOME/logs/log.txt) を開き、 ログファ イ
ルの最後のエン ト リ を参照します。 ログ  ファ イルの各行は、 現在の BEA ホームのインス
トール イベン ト、 つま り インス トールまたはアンインス トールを表しています。 ログ エン
ト リから、 インス トールされているバージ ョ ンが WebLogic Platform 7.0 SP0 以前のもので
ある こ とが確認できた場合は、 Smart Update を使用する こ とはできません。 インス トール
されているバージ ョ ンが WebLogic Platform 7.0.0.1 以降のものであるこ とが確認できた場
合は、Smart Update を使用して Service Pack 1 (7.0.1.0) および今後リ リースされるサービス  
パッ クをインス トールできます。
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Smart Update を使用したサービス パック
とローリング パッチのインストール

Smart Update 機能を使用して、 取得可能なソフ ト ウェア  アップデート を定期的にチェ ッ ク

できます。 Smart Update を起動したと きは、 インス トールされている製品のバージ ョ ン番

号がチェ ッ ク された後、 BEA Web サイ トに接続して取得可能なサービス  パッ クがチェ ッ
ク されます。 [Smart Update] ウ ィ ンド ウには、 次の 3 つのペインがあ り ます。

� Installed Products — [Smart Update] ウィ ンド ウの左側のペイン。 対象の BEA ホーム  ディ
レク ト リ にインスト ールされている製品と そのリ リ ース情報がツリ ー表示されます。 

� Upgrade Options — 右上のペイン。 インス トールされている製品で使用できるサービス  
パッ クおよびローリ ング  パッチの リ ス ト が表示されます。 

� Downgrade Options — 右下のペイン。 インス トールを以前のバージ ョ ンに戻す場合に、
戻すこ とができる製品のバージ ョ ンの リ ス トが表示されます。 Smart Update を使用し
たメ ンテナンス  アップグレードのアンインス トールの詳細については、 7-16 ページの
「Smart Update を使用したメ ンテナンス  アップグレードのアンインス トール」 を参照

して ください。

注意 : Smart Update を実行する と、 現在の BEA ホーム  ディ レク ト リに関連付けられてい

る製品だけがチェ ッ ク されます。 システムに BEA ホーム  ディ レク ト リが複数存在

する場合は、 使用可能なサービス  パッ クを各ホーム ディ レ ク ト リにインス トール

するために、 ホーム ディ レク ト リ ご とに Smart Update を実行する必要があ り ます。
BEA ホーム  ディ レク ト リの詳細については、 1-19 ページの 「BEA ホーム ディ レ

ク ト リの選択」 を参照して ください。

Smart Update を使用してサービス  パッ ク またはローリ ング  パッチをインス トールするに
は、 次の手順を実行します。

1. 実行中のサーバがある場合は、 シャッ ト ダウンします。 サービス  パッ クまたはローリ

ング パッチのホッ ト  インス トールはサポート されていません。

2. 次の表の説明に従って、 Smart Update を起動します。
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3. [Smart Update] ウ ィ ン ド ウの [Installed Products] ペインで、 更新する製品の リ リースを

選択します。

使用できるサービス  パッ クまたはローリ ング  パッチがある場合は、 このウ ィ ンド ウの 
[Upgrade Options] ペインに表示されます。

4. [Upgrade Options] ペインで、 インス トールするサービス  パッ クまたはローリ ング  パッ
チを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

[Enter eSupport Identification] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 

5. 有効な eSupport ユーザ名とパスワードを入力し、 [Verify] をク リ ッ ク します。 

表 7-1  Smart Update の起動

Smart Update を起動する
プラッ ト フォーム

手順

Windows [ スタート ] メニューを使用する場合 

� [スター ト｜プログラム｜BEA WebLogic Platform 7.0｜Smart 
Update] を選択する。

MS-DOS コマン ド  プロンプ ト  ウ ィ ンド ウを使用する場合

1. BEA_HOME\utils ディ レク ト リに移動する。 BEA_HOME は、
更新する  WebLogic Platform インス トールが存在するディレ ク

ト リ。

2. 次のコマンドをプロンプ トに入力する。

bsu.cmd

[Smart Update] ウ ィン ド ウが表示される。

UNIX

注意 : Smart Update を  UNIX 
システムで実行するに
は、 ソフ ト ウェアの
アップグレードを実行
するマシンに付属のコ
ンソールが Java ベース
の GUI をサポート して

いる必要があ り ます。 

1. UNIX システムにログインする。

2. コマンド  シェルを開いて BEA_HOME/utils ディ レク ト リ に移

動する。 BEA_HOME は、 更新する  WebLogic Platform インス
トールが存在するディレ ク ト リ。

3. 次のコマンドを入力する。

bsu.sh

[Smart Update] ウ ィン ド ウが表示される。
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注意 : Smart Update を使用してサービス  パッ クまたはローリ ング  パッチをインスト ール
するには、 有効な  eSupport アカウント を持っている必要があり ます。 持っていな
い場合は、 http://support.bea.com で登録してアカウント を取得できます。

[BEA Installation Program Welcome] ウ ィ ンド ウが表示されます。

6. [Next] ボタンをク リ ッ ク してインス トールを続行します。 [Exit] をク リ ッ クする と、 い
つでもインス トールをキャンセルできます。

[Downloading Archive Information] ウ ィ ンド ウが短時間表示され、 その後 [Specify 
Download Options] ウ ィ ンド ウが表示されます。

7. ソフ ト ウェアのダウンロードのための設定を次のよ うに指定します。

� ソフ ト ウェア アップグレード  ソース  ファ イルをダウンロードするス ト レージ ディ

レク ト リ を指定する。 

� チェ ッ ク  ボッ クスを選択する こ とで、 インス トールが完了した後で、 ダウンロード
したファ イルを削除するかど うかを指定する。 このチェ ッ ク  ボッ クスを選択しない
場合は、 ダウンロード したファ イルが指定したディ レク ト リに保存されます。

� チェ ッ ク  ボッ クスを選択する こ とで、 ダウンロードで HTTP プロキシ サーバを使
用するかど うかを指定する。 HTTP プロキシ  サーバを使用するには、 次の情報を指
定する必要があ り ます。

ホス ト  — プロキシ サーバの名前または IP アドレス

ポー ト  — プロキシ サーバのポート番号

8. [Next] をク リ ッ ク します。 

[Archive Download] ウ ィ ンド ウが表示されます。 

9. チェ ッ ク  ボッ クスを選択または選択解除する こ とで、 ダウンロードが完了した後で、
インス トールを自動的に続行するかど うかを指定します。 このチェ ッ ク  ボッ クスは、
デフォル ト で選択されています。 これを選択解除した場合は、 ダウンロードが完了し
てからインス トールを続行する と きに、 [Next] をク リ ッ クする必要があ り ます。

なんらかの理由でダウンロードを中断する必要がある場合は、 [Pause] をク リ ッ ク しま
す。 ク リ ッ ク した場合は、 ダウンロードが中断され、 [Pause] ボタンが [Resume] ボタン
に変わり ます。 ダウンロードを続行する と きは、 [Resume] をク リ ッ ク します。 

ダウンロードが完了する と、 [Archive Integrity Check] ウ ィ ン ドウが表示され、 ダウン
ロード したアップグレード  アーカイブ ファ イルの整合性が検証されます。 
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アーカイブの検証が完了する と、 [Confirm Product Directory] ウ ィ ン ド ウが表示されま
す。 このウ ィ ンドウには、 BEA ホーム  ディ レク ト リのパスおよび WebLogic Platform 
ソフ ト ウェアの更新が行われる製品ディ レク ト リのパスが表示されます。

10. [Next] ボタンをク リ ッ ク してアップグレードを続行します。

ステータス ウ ィ ン ドウに、 インス トールの進行状況が表示されます。 インス トールが
終了する と、 [Installation Complete] ウ ィ ン ドウが表示されます。

11. [Installation Complete] ウ ィン ド ウで [Done] をク リ ッ ク します。 

[Smart Update] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 ウ ィ ンド ウの [Installed Products] ペインに
は、 アップグレード  リ リース レベルが表示されます。 [File｜ Exit] を選択して [Smart 
Update] ウ ィ ンド ウを閉じます。

ダウンロード可能なアップグレード  インス
トーラを使用したサービス パックとローリ
ング パッチのインストール

メ ンテナンス  リ リースを使用できる場合は、
http://www.beasys.co.jp/evaluation/index.html にある  Evaluation Center からパッ
ケージ アップグレード  インス トーラをダウンロードするこ とができます。 

注意 : サービス  パッ ク と ロー リ ング パッチは、 登録済みのサポート  カスタマだけがパス
ワードで保護された  Web サイ ト からダウンロードできます。 これらの製品アップ

デート をダウンロードするには、 eSupport ユーザ名とパスワードを使用してログイ

ンする必要があ り ます。 eSupport アカウン ト を持っていない場合は、 BEA カスタ
マ サポート  Web サイ トで登録して取得するこ とができます。

このアップグレード  インス トーラは、 WebLogic Platform コンポーネン トすべてのアップ
デート  ファ イルで構成されています。 ただし、 システムにすでにインス トールされている
コンポーネン ト のみアップグレード されます。 たとえば、 インス トールが WebLogic 
Platform 7.0 の WebLogic Server と  WebLogic Integration コンポーネン ト で構成されている
場合は、 アップグレード  インス トーラでアップグレード されるのは、 この 2 つのコンポー
ネン ト のみです。 アップグレード  インス トーラを使用して、 WebLogic Portal などの別の
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コンポーネン ト をインス トールするこ とはできません。 別のコンポーネン ト をインス トー
ルするには、 1-8 ページの 「WebLogic Platform の配布方法」 で説明されているよ うに、
ネッ ト  インス トーラまたはパッケージ  インス トーラを使用します。 

アップグレード  インス トーラは、 UNIX と  Windows の両プラ ッ ト フォームで次のモード
で実行できます。

� グラフ ィ カル モード。 詳細については、 7-8 ページの 「グラフ ィカル モードでのアッ
プグレード  インス トーラの使用」 を参照して ください。

� コンソール モード。 詳細については、 7-11 ページの 「コンソール モードでのアップグ

レード  インス トーラの使用」 を参照して ください。

注意 : グラフ ィ カル モード  インス トールを実行するには、 コンソールで Java ベースの 
GUI がサポート されている必要があ り ます。 インス トール プログラムで Java ベー
スの GUI がサポート されていないと判断された場合は、 自動的にコンソール モー
ドでインス トール プログラムが起動されます。 

アップグレード  インス トーラでは、 サイレン ト  モード  インス トールはサポート し

ていません。

WebLogic Platform インス トール プログラムの実行には、 Java 実行時環境 (Java run-time 
environment: JRE) が必要です。 JRE を備えた Java 2 Software Development Kit (SDK) は、
Windows インス トール プログラムおよび一部の UNIX インス トール プログラム ( ファ イ
ル名の末尾が .bin のもの ) にバンドルされています。その他の UNIX プラ ッ ト フォームの 
WebLogic Platform インス トール プログラムには、Java 2 SDK はバンドルされていません。
これらのインス トール プログラムのファ イル名の末尾は、 .jar です。 .jar インス トール 
プログラムを実行するには、適切なバージ ョ ンの Java 2 SDK がシステムにインス トールさ
れており、 PATH 変数の前に SDK の bin ディ レク ト リが指定されている必要があ り ます。

インス トール プロセスによ り、 JAVA_HOME および関連する変数がこのディ レク ト リ を指す

よ うに設定されるため、 SDK を使用するこ とが重要です。

グラフ ィカル モードでのアップグレード  インス
トーラの使用

アップグレード  インス トールを  UNIX および Windows システム上でグラフ ィ カル モード

で実行するには、 次の手順を実行します。
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1. http://www.beasys.co.jp/evaluation/index.html にある  Evaluation Center からプ
ラ ッ ト フォームに適したアップグレード  インス トーラをダウンロード します。 

注意 : アップデート をダウンロードするには、 eSupport ユーザ名とパスワードを使っ

てログインする必要があ り ます。 eSupport アカウン ト を持っていない場合は、
BEA カスタマ サポート  Web サイ トで登録して取得するこ とができます。

2. 実行中のサーバがある場合は、 シャッ ト ダウンします。 サービス  パッ クまたはローリ

ング パッチのホッ ト  インス トールはサポート されていません。

3. 次の表の説明に従って、 アップグレード  インス トーラを起動します。

表 7-2  グラフ ィ カル モードでのアップグレード  インストーラの起動

アップグレード  
インストーラを

起動するプラッ

ト フォーム

手順

Windows 1. インス トール プログラムをダウンロード したディ レク ト リに移動し、
filename.exe をダブルク リ ッ クする。 filename.exe は、 Evaluation 
Center からダウンロード したインス トール フ ァ イルの名前で、 たとえば、
platformXXX_upgrade_win32.exe のよ うになる。 このフ ァ イル名の 
XXX はインス トールしている ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号。

インス トール プログラムが起動し、 アップグレードがインス トールされる。

2. 手順 3 に進む。
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4. [ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウでテキス ト を確認し、 [Next] をク リ ッ ク します。 

UNIX ファイル名の末尾が .bin のインス トーラの場合

1. インス トール プログラムをダウンロード したディ レク ト リ に移動して、 次
のコマンドを入力するこ とでインス トール プロシージャを呼び出す。
chmod a+x filename.bin

./filename.bin

filename.bin は BEA カスタマ サポー ト  Web サイ トからダウンロード し
たアップグレード  インス トール プログラムの名前で、 たとえば、
platformXXX_upgrade_solaris.bin のよ うになる。 このフ ァ イル名の 
XXX はインス トールしている ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号。

インス トール プログラムが起動し、 アップグレードがインス トールされる。

2. 手順 3 に進む。

ファイル名の末尾が .jar のインス トーラの場合

1. 対象のシステムの PATH 変数定義の最初に、 適切な  Java 2 SDK の bin ディ
レク ト リ を指定する必要がある。

例 :
PATH=JAVA_HOME/bin:$PATH
export PATH

JAVA_HOME は、 Java 2 SDK ディレク ト リの絶対パス。

2. インス トール ファ イルをダウンロード したディレク ト リに移動して、 次の
コマン ドを入力するこ とでインス トール プロシージャを呼び出す。
java -jar filename.jar

filename.jar は BEA カスタマ サポー ト  Web サイ トからダウンロード し
たアップグレード  インス トール プログラムの名前で、 たとえば、
pj_platformXXX_upgrade_generic.jar のよ うになる。 このファ イル
名の XXX はインス トールしている ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号。

インス トール プログラムが起動し、 アップグレードがインス トールされる。

3. 手順 3 に進む。

表 7-2  グラフ ィ カル モードでのアップグレード  インストーラの起動

アップグレード  
インストーラを

起動するプラッ

ト フォーム

手順
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[BEA ホーム ディ レク ト リの選択 ] ウ ィン ド ウが表示されます。

5. 更新する  WebLogic Platform のリ リースが存在する  BEA ホーム  ディ レク ト リ を選択

し、 [Next] をク リ ッ ク します。

[ 製品ディ レク ト リ を確認 ] ウ ィ ン ドウが表示されます。 このウ ィ ンド ウには、 BEA 
ホーム ディ レ ク ト リのパスおよび WebLogic Platform ソフ ト ウェアの更新が行われる

製品ディ レ ク ト リのパスが表示されています。 

6. [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

アップグレード  インス トール中に、 進行状況ウ ィ ンド ウが表示されます。 インス トー

ルが終了する と、 [Installation Complete] ウ ィ ン ドウが表示されます。

7. [Installation Complete] ウ ィン ド ウで [Done] をク リ ッ ク し、 インス トール プログラムを

終了します。 

コンソール モードでのアップグレード  インストー
ラの使用

アップグレード  インス トールを  UNIX および Windows システム上でコンソール モードで

実行するには、 次の手順を実行します。

注意 : この節では、 /home1/bea/weblogic700 のよ うに、 UNIX 区切り文字であるスラ ッ

シュ  (/) をパス名に使用します。 Windows システムでパス名を入力する場合は、 ス

ラ ッシュを Windows のパス名の区切り文字であるバッ クスラ ッシュ  (\) に置き換え

ます。 したがって、 /home1/bea/weblogic700 の代わりに、 Windows システムで

は C:\bea\weblogic700 と入力します。

1. http://www.beasys.co.jp/evaluation/index.html にある  Evaluation Center からプ

ラ ッ ト フォームに適したアップグレード  インス トーラをダウンロード します。 

注意 : アップデート をダウンロードするには、 eSupport ユーザ名とパスワードを使っ

てログインする必要があ り ます。 eSupport アカウン ト を持っていない場合は、

BEA カスタマ サポート  Web サイ トで登録して取得するこ とができます。

2. 実行中のサーバがある場合は、 シャッ ト ダウンします。 サービス  パッ クまたはローリ

ング パッチのホッ ト  インス トールはサポート されていません。

3. 次の表の説明に従って、 アップグレード  インス トーラを起動します。
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表 7-3  コンソール モードでのアップグレード  インストーラの起動

アップグレード  イン
ストーラを起動する

プラッ ト フォーム

手順

Windows 1. MS-DOS コマンド  プロンプ ト  ウ ィ ン ド ウを開く。

2. インス トール プログラムをダウンロード したディ レク ト リに移動して、

次のコマン ドを入力するこ とでインス トール プロシージャを呼び出す。

filename.exe -mode=console

filename.exe は、 BEA カスタマ  サポート  Web サイ トからダウン

ロード したアップグレード  インス トーラの名前で、 たとえば、 
platformXXX_upgrade_win32.exe のよ うになる。 このフ ァ イル名

の XXX はインス トールしている ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号。

アップグレード  インス トーラが WebLogic Platform メ ンテナンス  リ
リースのインス トールを開始する。

3. 手順 3 に進む。
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注意 : インス トールで冗長ログ  ファ イルを作成するには、 コマンド  ラインで 
-log=full_path_to_log_file オプシ ョ ンを使用してパス名を指定します。 

UNIX ファイル名の末尾が .bin のインス トーラの場合

1. インス トール プログラムをダウンロード したディ レク ト リに移動して、

次のコマン ドを入力するこ とでインス トール プロシージャを呼び出す。

chmod a+x filename.bin

./filename.bin -mode=console

filename.bin は BEA カスタマ サポー ト  Web サイ トからダウンロー

ド したアップグレード  インス トーラの名前で、 たとえば、

platformXXX_upgrade_solaris.bin のよ うになる。 このフ ァ イル

名の XXX はインス トールしている ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号。

インス トール プログラムが起動し、 ア ップグレードがインス トールされる。

2. 手順 3 に進む。

ファイル名の末尾が .jar  のインス トーラの場合

1. 対象のシステムの PATH 変数定義の最初に、 適切な  Java 2 SDK の bin 
ディレク ト リ を指定する必要がある。

例 :
PATH=JAVA_HOME/bin:$PATH
export PATH

JAVA_HOME は、 Java 2 SDK ディレク ト リの絶対パス。

2. インス トール ファ イルをダウンロード したディレク ト リに移動して、

次のコマン ドを入力するこ とでインス トール プロシージャを呼び出す。

java -jar filename.jar -mode=console

filename.jar は BEA カスタマ サポー ト  Web サイ トからダウンロー

ド したアップグレード  インス トーラの名前で、 たとえば、

pj_platformXXX_upgrade_generic.jar のよ うになる。 このファ

イル名の XXX はインス トールしている ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号。

インス トール プログラムが起動し、 ア ップグレードがインス トールされる。

3. 手順 3 に進む。

表 7-3  コンソール モードでのアップグレード  インストーラの起動

アップグレード  イン
ストーラを起動する

プラッ ト フォーム

手順
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例 :

platformXXX_upgrade_solaris.bin -mode=console 
-log=/home/bea/logs/platform_install.log

このパスで、 ファ イルを指定する必要があ り ます。 パス名に名前を入れる

だけでは、 フォルダを作成するこ とはできません。 パスでは、 既存のフォ

ルダだけを指定します。 コマン ド を実行する と きに存在しないフォルダが

パスに含まれている場合は、 ログ  ファ イルは作成されません。 この例では、
ファ イル名の XXX は、 インス トールしている ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番
号です。

4. [ よ う こそ ] プロンプ ト で next を入力するか、 〔Enter〕 を押してインス トール プロセ
スを続行します。

[BEA ホーム ディ レク ト リの選択 ] プロンプ トが表示されます。

5. 更新する  WebLogic Platform インス トールに関連付けられた  BEA ホーム ディ レ ク ト リ
を選択します。 現在のマシンに  WebLogic Platform インス トールが 1 つしかない場合
は、 BEA ホーム  ディ レク ト リが 1 つだけ リ ス ト に表示されます。 BEA ホーム ディ レ
ク ト リの詳細については、 1-19 ページの 「BEA ホーム ディ レ ク ト リの選択」 を参照し
て ください。

インス トール プログラムには次のプロンプ ト が表示されます。

BEA ホーム ディレクトリの選択 :

->1| /home/bea
  2| /home1/beahome2

選択するインデックス番号を入力してください OR [Exit][Previous][Next] >

〔Enter〕を押して選択されている  BEA ホーム ディ レ ク ト リ を使用するか、 選択する  
BEA ホーム  ディ レク ト リの番号を入力します。

選択されている  BEA ホーム ディ レ ク ト リ を使用する場合でも、 別の BEA ホーム 
ディ レ ク ト リ を指定する場合でも、 次のサンプルで示すよ うに、 選択を確認するよ う
促すプロンプ ト が表示されます。

BEA ホーム ディレクトリの選択 :

   ->1¦ はい、この BEA ディレクトリを使用します [/home/bea]
     2¦ いいえ、BEA ホーム ディレクトリの選択に戻ります

選択するインデックス番号を入力してください OR [Exit][Previous][Next]>
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選択を確認するには、 1 を入力するか〔Enter〕を押します。 また、 入力を変更するた

めに、 [BEA ホーム ディ レ ク ト リの選択 ] パネルに戻るには、 2 を入力します。 

適切な BEA ホーム  ディ レク ト リ を選択してその選択を確認する と、 [製品ディ レク ト
リ を確認 ] パネルが表示されます。 

6. [製品ディ レク ト リ を確認 ] パネルに、 WebLogic Platform ソフ ト ウェアの更新が行わ
れるフォルダが示されます。

例 :

製品ディレクトリを確認 :
 
製品インストール ディレクトリを確認 :[home/bea/weblogic700]
 
/home/bea/weblogic700 内のファイルが 7.0.2.0 メンテナンス レベルにアップグレード
されます。
 
入力 [Exit][Previous][Next]>

〔Enter〕 を押すか、 next と入力して続行します。 次のテキス ト が表示されます。

7. 製品ディ レ ク ト リ を確認した後、 特定のファ イルのバッ クアップ コピーが以前のイン
ス トールから作成され、 その後これらのファ イルの新バージ ョ ンがインス トールされ
ます。

インス トールが完了する と、 次のプロンプ トが表示されます。

Install Complete

WebLogic Platform 7.0.2.0 の
/home/bea/weblogic700 への
インストールが正常に完了しました。

続行するには、どれかキーを押して下さい。または [Exit] >

8. 任意のキーを押してインス トール プログラムを終了します。
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Smart Update を使用したメンテナンス 
アップグレードのアンインストール

メ ンテナンス  アップグレードのアンインス トールが必要な場合があ り ます。 Smart Update 
を使用する と、 以下の方法で、 システム  インス トールを以前の リ リース  バージ ョ ンに戻す
こ とができます。

� システムで以前のサービス  パッ ク  インス トールに戻す。 たとえば、 最初に  WebLogic 
Platform 7.0 をインス トールしてから  Service Pack 1 (SP1) をインス トールした場合は、
後で WebLogic Platform 7.0 に戻すこ とができます。 同様に、 システムに WebLogic 
Platform 7.0 (Service Pack 1) をインス トールしており、 WebLogic Platform 7.0 (Service 
Pack2) にアップグレード した場合は、 WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 1) に戻すこ
とはできますが、 WebLogic Platform 7.0 に戻すこ とはできません。

� ロー リ ング パッチの基盤になっている以前のサービス  パッ クに、 ローリ ング  パッチ 
アップグレードを戻す ( ローリ ング パッチは累加的なものであ り、 ロー リ ング  パッチ
をインス トールするたびに、 特定のサービス  パッ クに対する以前のすべてのローリ ン
グ パッチが置き換えられます )。 た とえば、 最初に WebLogic Platform 7.0 (Service 
Pack 2) をインス トールしてから ローリ ング  パッチ 1 および 2 (RP1 および RP2) をイ
ンス トールした場合は、 後で WebLogic Platform 7.0 (Service Pack2) に戻すこ とができ
ます。 ただし、 以前のローリ ング  パッチに戻すこ とはできません。

注意 : WebLogic Platform コンポーネン ト をインス トールまたはアンインス トールして
アップグレード したインス トールを変更する場合、 その製品の以前のバージ ョ ン
にはロールバッ クできません。

標準のアンインス トール処理を使用して、サービス  パッ クまたはローリ ング  パッチをアン
インス トールするこ と もできます。 詳細については、 第 8 章 「WebLogic Platform のアン
インス トール」 を参照して ください。

Smart Update を使用してサービス  パッ クまたはローリ ング  パッチをアンインス トールする
には、 次の手順を実行します。

1. 7-5 ページの表 7-1 「Smart Update の起動」 の説明に従って、 Smart Updates を起動しま
す。

2. 左側のペインで、 ロールバッ クする製品の リ リースを選択します。
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アンインス トール ( ロールバッ ク ) できるサービス  パッ ク と ローリ ング パッチがウ ィ
ンド ウの [Downgrade Options] ペインに表示されます。

3. [Downgrade Options] ペインで、 アンインス トールするサービス  パッ クまたはローリ ン
グ パッチを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

BEA アンインス トール プログラムが開き、 [Welcome] ウ ィ ンド ウが表示されます。

4. [Next] をク リ ッ ク して続行します。 

ステータス ウ ィ ン ドウに、 アンインス トール処理の進行状況が表示されます。 ロール
バッ クまたはアンインス トールが完了する と、 メ ッセージが表示されます。

5. ステータス ウ ィ ン ドウで [Done] をク リ ッ ク します。 

[Smart Update] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 [File｜ Exit] を選択して [Smart Update] 
ウ ィ ンド ウを閉じます。

次に行う作業

WebLogic Platform 7.0 インス トールのアップグレード後、 ユーザ ド メ インをアップグレー
ドする必要がある場合があ り ます。 [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザード と  WebLogic 
Platform 7.0 GA または WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 1) ソフ ト ウェアで使用できる
テンプレー ト を使用してユーザ  ド メ インを作成した場合は、 次の URL にある  『BEA 
WebLogic Platform リ リース  ノー ト 』 の 「コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードを使用して作
成されたド メ インを移行する」 に記載されている リ リース  7.0 (Service Pack 2) のアップグ
レード  プロシージャを使用してド メ インを更新する必要があ り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/relnotes/relnotes.html#migration
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8

WebLogic Platform のアンインストール

以下の節では、 プラ ッ ト フォーム別に WebLogic Platform をアンインス トールする手順を
説明します。

� アンインス トール プログラムについて

� グラフ ィ カル モードでの WebLogic Platform のアンインス トール

� コンソール モードでの WebLogic Platform のアンインス トール

� サイレン ト  モードでの WebLogic Platform のアンインス トール

� WebLogic Platform の再インス トール

アンインストール プログラムについて

以下の節では、Windows および Unix システムで WebLogic Platform をアンインス トールす
る手順を説明します。 WebLogic Platform は、 グラフ ィ カル モード、 コンソール モード、
またはサイレン ト  モードを使用してアンインス トールできます。 グラフ ィカル モードでア
ンインス トール プログラムを実行するには、 コンソールで Java ベースの GUI がサポート
されている必要があ り ます。 アンインス トール プログラムで Java ベースの GUI がサポー
ト されていないと判断された場合は、自動的にコンソール モードでアンインス トール プロ
グラムが起動されます。
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WebLogic Platform の個別のコンポーネン ト をアンインス トールする こ と も、 インス トー
ルしたプログラム全体をアンインス トールするこ と もできます。 WebLogic Platform をア
ンインス トールしても、 インス トールに関連付けられた  BEA ホーム ディ レ ク ト リ、 JVM、
またはユーザが作成したド メ インは削除されません。 インス トール プログラムでインス
トールしたコンポーネン ト だけが削除できます。 WebLogic Platform インス トール全体を
アンインス トールする場合は、 インス トールに関連付けられた  WebLogic Platform 製品
ディ レ ク ト リ も削除されます。 ただし、 次のいずれかが当てはまる場合を除きます。

� 製品ディ レ ク ト リに顧客が作成したコンフ ィ グレーシ ョ ン  ファ イルまたはアプリ ケー
シ ョ ン ファ イルが存在する場合。 顧客が作成したコンフ ィ グレーシ ョ ン  ファ イル、 ア
プ リ ケーシ ョ ン ファ イル、 またはド メ インは削除されません。

� インスト ール全体をアンインスト ールしなかった場合。 個別のコンポーネント をアンイ

ンスト ールした場合は、 そのコンポーネント のインスト ール ディ レク ト リ だけが削除さ
れます。 その他のコンポーネント のインスト ール ディ レク ト リ はそのまま残り ます。

� アンインス トール プログラムが、 製品ディ レク ト リ構造の中から呼び出された場合。
特に uninstaller ディ レク ト リから呼び出された場合。

サービス パックとローリング パッチのアンインス
トール

サービス  パッ クまたはローリ ング  パッチをインス トールした場合は、 次の方法で、 システ
ム インス トールを以前のリ リース  バージ ョ ンに戻すこ とができます。

� システムで以前のサービス  パッ ク  インス トールに戻す。 たとえば、 最初に  WebLogic 
Platform 7.0 をインス トールしてから  Service Pack 1 (SP1) をインス トールした場合は、
後で WebLogic Platform 7.0 に戻すこ とができます。 同様に、 システムに WebLogic 
Platform 7.0 (Service Pack 1) をインス トールしており、 WebLogic Platform 7.0 (Service 
Pack 2) にアップグレード した場合は、 WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 1) に戻す
こ とはできますが、 WebLogic Platform 7.0 に戻すこ とはできません。

� ロー リ ング パッチの基盤になっている以前のサービス  パッ クに、 ローリ ング  パッチ 
アップグレードを戻す ( ローリ ング パッチは累加的なものであ り、 ロー リ ング  パッチ
をインス トールするたびに、 特定のサービス  パッ クに対する以前のすべてのローリ ン
グ パッチが置き換えられます )。 た とえば、 最初に WebLogic Platform 7.0 (Service 
Pack 2) をインス トールしてから ローリ ング  パッチ 1 および 2 (RP1 および RP2) をイ
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ンス トールした場合は、 後で WebLogic Platform 7.0 (Service Pack 2) に戻すこ とができ
ます。 ただし、 以前のローリ ング  パッチに戻すこ とはできません。

注意 : サービス  パッ クまたはローリ ング  パッチをインス トールした後で、 WebLogic 
Platform の追加のコンポーネン ト をインス トールした場合は、 この製品を以前の
バージ ョ ンにロールバッ クする こ とはできません。

WebLogic Platform を以前インス トールされていたバージ ョ ンに戻すには、アンインス トー
ル プログラムまたは Smart Update を使用できます。Smart Update を使用して以前のインス
トールにロールバッ クする方法については、 7-16ページの 「Smart Update を使用したメ ン
テナンス  アップグレードのアンインス トール」 を参照して ください。 

グラフ ィ カル モードでの WebLogic 
Platform のアンインストール

次の手順を実行して、 WebLogic Platform または個別のコンポーネン ト をグラフ ィ カル 
モードでアンインス トールします。

1. 実行中のサーバがある場合は、 シャッ ト ダウンします。 サーバを  Windows サービスに
コンフ ィグレーシ ョ ンしている場合は、 そのソフ ト ウェアをアンインス トールする前
に、 サービスを停止する必要があ り ます。

2. 表 8-1 の説明に従って、 アンインス トール プログラムを起動します。
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3. [次へ ] をク リ ッ ク してアンインス トール プログラムを起動します。 

次のウ ィ ンド ウのいずれかが表示されます。

� [ コンポーネン ト を選択 ] ウ ィン ド ウ  — 手順 4 に進みます。

� [Select Uninstall Type] ウ ィン ド ウ  — サービス  パッ クまたはローリ ング  パッチをイ
ンス トールした場合は、 システム インス トールを以前のサービス  パッ クにロール
バッ クする こ とができます。 WebLogic Platform をアンインス トールするには、
[Uninstall WebLogic Platform] を選択し、 次のステップに進みます。 サービス  パッ

表 8-1  グラフ ィ カル モードでのアンインストール プログラムの起動

アンインストール 
プログラムを起動する

プラッ ト フォーム

手順

Windows 1. Windows の [ ス タート ] メ ニューから  [ スタート｜プログラム

｜ BEA WebLogic Platform 7.0 ｜ Uninstall WebLogic Platform 
7.0] を選択する。

WebLogic Platform アンインス トーラの [ よ う こそ ] ウ ィ ンド

ウが表示される。 

2. 手順 3 に進む。

UNIX 1. コマン ド  シェルを開いて、 次のディ レク ト リに移動する。

WL_HOME/uninstall

WL_HOME は、 WebLogic Platform をインス トールしたディ レク

ト リ。 

2. プロンプ トに uninstall.sh を入力する。 

WebLogic Platform アンインス トーラの [ よ う こそ ] ウ ィ ンド

ウが表示される。

注意 : システムでグラフ ィカル ユーザ インタフェースがサポー

ト されている場合は、 アンインス トール プログラムがグ

ラフ ィカル モードで起動します。 システムでグラフ ィカ

ル ユーザ インタフェースがサポート されていない場合は、

アンインス トール プログラムはコンソール モードで起動

します。 コンソール モードが起動した場合の詳細につい

ては、 8-5ページの 「コンソール モードでの WebLogic 
Platform のアンインス トール」 を参照して ください。
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クまたはローリ ング パッチをアンインス トールするには、 「グラフ ィ カル モードで
のサービス パッ クまたはローリ ング  パッチのアンインス トール」 を参照して くだ
さい。

4. 該当するチェ ッ ク  ボッ クスをチェ ッ クするか、 またはチェ ッ クをはずし、 アンインス
トールするコンポーネン ト を選択します。 次に [次へ ] をク リ ッ ク します。 デフォル ト
では、 インス トールされたコンポーネン ト がすべて選択されており、 それらが削除さ
れる こ と を示しています。 

5. [WebLogic Platform 7.0 をアンインス トールしています ] ウ ィン ド ウで [完了 ] をク
リ ッ ク して、 アンインス トール プログラムを終了します。

コンソール モードでの WebLogic 
Platform のアンインストール

次の手順に従い、 コマンド ラ イン  インタフェースを使用して  WebLogic Platform または個
別のコンポーネン ト をアンインス トールします。

1. 実行中のサーバがある場合は、 シャッ ト ダウンします。 サーバを  Windows サービスに
コンフ ィグレーシ ョ ンしている場合は、 そのソフ ト ウェアをアンインス トールする前
に、 サービスを停止する必要があ り ます。

2. 表 8-2 の説明に従って、 アンインス トール プログラムを起動します。
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3. 〔Enter〕 を押すか next と 入力し 、 アンインスト ール プログラムの次のパネルに進みます。 

次のパネルのいずれかが表示されます。

� [ コンポーネン ト を選択 ] パネル — 手順 4 に進みます。

� [Uninstall Options] パネル — サービス  パッ クまたはローリ ング  パッチをインス
トールした場合は、 システム インス トールを以前のサービス  パッ クにロールバッ
クするこ とができます。 WebLogic Platform をアンインス トールするには、 プロン
プ ト に 1 と入力して 〔Enter〕 を押し、 次のステップに進みます。 サービス  パッ ク
またはローリ ング パッチをアンインス トールするには、 8-11 ページの 「コンソー

ル モードでのサービス  パッ クまたはローリ ング  パッチのアンインス トール」 を参
照して ください。

4. アンインス トールするコンポーネン ト を選択します。 削除できるコンポーネン ト が次
のよ うに表示されます。

表 8-2  コンソール モードでのアンインストール プログラムの起動

アンインストール 
プログラムを起動する

プラッ ト フォーム

手順

Windows 1. MS-DOS コマンド  プロンプ ト  ウ ィ ンド ウを開いて次のディ レ

ク ト リに移動する。

WL_HOME\uninstall

こ こで、 WL_HOME は、 WebLogic Platform をインス トールした

ディ レク ト リ を表す。 これは一般的に C:\bea\weblogic700 
である。

2. 次のコマン ドをプロンプ トに入力する。

uninstall -mode=console

ウェルカム  テキス トが表示される。 

UNIX 1. コマン ド  シェルを開いて、 次のディ レク ト リに移動する。

WL_HOME/uninstall

WL_HOME は、 WebLogic Platform をインス トールしたディ レク

ト リ。 

2. プロンプ トに次のコマン ドを入力する。

sh uninstall.sh -mode=console

ウェルカム  テキス トが表示される。
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コンポーネントを選択 :
 
    Release 7.0.X.0
    |----WebLogic Server  [0] v
    |    +----Server  [0.0] v
    |    +----Workshop  [0.1] v
    |    +----Server Examples  [0.2] v
    |----WebLogic Integration  [1] v
    |    +----Integration Server  [1.0] v
    |    +----Integration Examples  [1.1] v
    |    +----Client only  [1.2] v
    |----WebLogic Portal  [2] v
    |    +----Portal Server  [2.0] v
    |    +----Portal Examples  [2.1] v
    |    +----EBCC  [2.2] v
    |----Platform Samples and Utilities  [3] v
    |    +-----QuickStart  [3.0] v
    |    +-----Platform Tour  [3.1] v
  
 
選択内容を切り替えるには、括弧内に表示される数字を正確に入力してください
OR [Exit][Previous][Next]>

デフォル トでは、 インス トールされたコンポーネン ト がすべて選択されており、 それ
らが削除される こ と を示しています。 

コンポーネン ト をシステムにインス トールしたままにする場合は、 括弧内に表示され
ている とおりに正確に、 コマンド ラ インにコンポーネン トの数値コードを入力します。
依存関係チェ ッ クが実行され、 他のコンポーネン トに必要なコンポーネンがアンイン
ス トールされないよ うにします。 たとえば、 WebLogic Server と  WebLogic Workshop 
をシステムにインス トールしておくには、 コマンド ラインに 0 と入力します。
WebLogic Server、 Server、 Workshop、 および Server Examples の各エン ト リの横の
チェ ッ クマーク  (Windows の場合 ) または x (UNIX システムの場合 ) が消去され、 こ
れらのコンポーネン ト がアンインス トールされないこ とがわかり ます。 残りのコン
ポーネン ト である  WebLogic Integration および WebLogic Portal は選択されており、 ア
ンインス トールされるこ と を示します。

5. 〔Enter〕 を押すか next と入力します。

次のテキス トで示されているよ うに、 選択を確認するよ うに促すプロンプ ト が表示さ
れます。

コンポーネントを選択 :
 
   ->1- はい、これらの選択したコンポーネントを使用します
     2- いいえ、コンポーネントの選択に戻ります
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選択するインデックス番号を入力してください OR [Exit][Previous][Next]>

6. 〔Enter〕 を押すか next と入力して、 アンインス トール処理を続行します。

7. アンインス トール処理が完了したら、 〔Enter〕 を押すか done と入力して、 アンインス
トールを完了し、 アンインス トール プログラムを終了します。

サイレン ト  モードでの WebLogic 
Platform のアンインストール

WebLogic Platform をサイレン ト  モードでアンインス トールする場合は、 インス トールさ
れている  WebLogic Platform 全体がアンインス トールされます。 サイレン ト  モード  アンイ
ンス トールを使用して、 以前のサービス  パッ クにロールバッ ク した り、 WebLogic 
Platform のコンポーネン ト を個別にアンインス トールするこ とはできません。

サイレン ト  モードでアンインス トール プログラムを実行する場合は、 グラフ ィカル モー
ドやコンソール モードでアンインス トール プログラムを実行する場合と同じ次のファ イル
およびディ レク ト リが残り ます。

� BEA ホーム  ディ レク ト リ 。 こ れには、 logs および utils サブディ レク ト リ があり ます。

� Java 2 SDK。 WebLogic Platform と共にインス トールした場合。

� ド メ イン  ディ レク ト リ 。 user_projects にある ド メ イン ディ レク ト リ も含みます。

� WebLogic Platform のインス トール後に作成および更新されたその他のファ イル。

これらのファ イルは、 手動で削除する こ とができます。

サイレン ト  モード  アンインス トールを使用して手動で WebLogic Platform をアンインス
トールする こ とはできますが、サイレン ト  モード  アンインス トールはスク リプ トでの使用
を意図しています。 スク リプ ト で使用するには、 表 8-3 の手順を使用できます。

次の手順を実行し、 コマンド  ラ イン インタフェースを使用して  WebLogic Platform をアン
インス トールします。

1. 実行中のサーバがある場合は、 シャッ ト ダウンします。 サーバを  Windows サービスに
コンフ ィグレーシ ョ ンした場合は、 そのソフ ト ウェアをアンインス トールする前に、
サービスを停止する必要があ り ます。
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2. 表 8-3 の説明に従って、 アンインス トール プログラムを起動します。

注意 : サイレント モードでアンインストール プログラムを実行する場合は、エラーが発

生した場合でも、アンインストールが進行中であることや、正しく完了したこと

を示すメッセージは表示されません。

サイレン ト  アンインス トールで冗長ログ  ファ イルを作成するには、 コマンド  ラ イ
ンで -log=full_path_to_log_file オプシ ョ ンを指定します。

例 :

uninstall -mode=silent -log=D:\logs\weblogic_uninstall.log

このパスで、 ファ イルを指定する必要があ り ます。 パス名に名前を入れるだけで
は、 フォルダを作成するこ とはできません。 パスでは、 既存のフォルダだけを指
定します。 コマンドを実行する と きに存在しないフォルダがパスに含まれている
場合は、 ログ  ファ イルは作成されません。

表 8-3  サイレント  モードでのアンインストール プログラムの起動

アンインストール 
プログラムを起動する

プラッ ト フォーム

手順

Windows 1. MS-DOS コマンド  プロンプ ト  ウ ィ ンド ウを開いて次のディ レ
ク ト リに移動する。

WL_HOME\uninstall

こ こで、 WL_HOME は、 WebLogic Platform をインス トールし
たディレク ト リ を表す。 これは一般的に  
C:\bea\weblogic700 である。

2. 次のコマン ドをプロンプ トに入力する。
uninstall -mode=silent 

UNIX 1. コマン ド  シェルを開いて、 次のディ レク ト リに移動する。
WL_HOME/uninstall

WL_HOME は、 WebLogic Platform をインス トールしたディ レク
ト リ 。 

2. プロンプ トに次のコマン ドを入力する。
sh uninstall.sh -mode=silent
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グラフ ィ カル モードでのサービス パックま
たはローリング パッチのアンインストール

次の手順を実行して  WebLogic Platform サービス  パッ クまたはローリ ング  パッチをアンイ
ンス トールします。 Smart Update を使用してサービス  パッ クまたはローリ ング  パッチをア
ンインス トールするこ と もできます。 7-16 ページの 「Smart Update を使用したメ ンテナン
ス  アップグレードのアンインス トール」 を参照して ください。

1. 実行中のサーバがある場合は、 シャッ ト ダウンします。 サーバを  Windows サービスに
コンフ ィグレーシ ョ ンしている場合は、 そのソフ ト ウェアをアンインス トールする前
に、 サービスを停止する必要があ り ます。

2. 表 8-1 「グラフ ィカル モードでのアンインス トール プログラムの起動」 on page -4 の説
明に従って、 アンインス トール プログラムを起動します。

WebLogic Platform アンインス トーラの [ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

3. [次へ ] をク リ ッ ク してアンインス トール プログラムを起動します。 

[Select Uninstall Type] ウ ィン ド ウが表示されます。

4. システム  インス トールをロールバッ クするサービス  パッ クを選択し、 [次へ ] をク
リ ッ ク します。

ステータス ウ ィ ン ドウに、 アンインス トールの進行状況が表示されます。 ロールバッ
クが完了する と、 メ ッセージが表示されます。

5. ステータス ウ ィ ン ドウで [完了 ] をク リ ッ ク します。 
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コンソール モードでのサービス パックまた
はローリング パッチのアンインストール

次の手順を実行して  WebLogic Platform サービス  パッ クまたはローリ ング  パッチをアンイ
ンス トールします。 Smart Update を使用してサービス  パッ クまたはローリ ング  パッチをア
ンインス トールするこ と もできます。 7-16 ページの 「Smart Update を使用したメ ンテナン
ス  アップグレードのアンインス トール」 を参照して ください。

1. 実行中のサーバがある場合は、 シャッ ト ダウンします。 サーバを  Windows サービスに
コンフ ィグレーシ ョ ンしている場合は、 そのソフ ト ウェアをアンインス トールする前
に、 サービスを停止する必要があ り ます。

2. 表 8-2 「コンソール モードでのアンインス トール プログラムの起動」 on page -6の説明
に従って、 アンインス トール プログラムを起動します。

ウェルカム テキス トが表示されます。

3. 〔Enter〕 を押すか next と入力し、 アンインス トール プログラムの次のパネルに進みま
す。 

[Uninstall Options] パネルが表示されます。

4. プロンプ ト に、 システム  インス トールをロールバッ クするサービス  パッ クのオプシ ョ
ン番号を入力し、 〔Enter〕 を押します。

アンインス トールの進行状況を示すテキス ト  メ ッセージが表示されます。 

WebLogic Platform の再インストール

同じ  BEA ホーム ディ レ ク ト リ または同じファ イル ロケーシ ョ ンにある同じ コンポーネン
トの前の WebLogic Platform インス トールの上に、同じバージ ョ ンの WebLogic Platform ま
たはそのコンポーネン トのいずれかを再インス トールする こ とはできません。 しかし、 既
存のインス トールにコンポーネン ト を追加するこ とはできます。 たとえば、 1 回のインス
トールで WebLogic Server をインス トールして、別のインス トールで WebLogic Integration 
または WebLogic Portal をインス トールできます。 
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同じバージ ョ ンの 1 つの製品コンポーネン ト または WebLogic Platform の配布キッ ト全体
を、 同じロケーシ ョ ンに再インス トールするには、 以前のインス トールをまずアンインス
トールする必要があ り ます。

WebLogic Platform 7.0 を前に WebLogic Platform 7.0 をインス トールしたのと同じ  BEA 
ホーム ディ レ ク ト リにインス トールする場合は、 インス トール プログラムによって次の
メ ッセージが表示されます。

A complete installation of WebLogic Platform 7.0 exists in this BEA
Home.Please select another BEA Home or uninstall the product.

[OK] をク リ ッ クするか、 OK と入力して、 [BEA ホーム  ディ レク ト リの選択 ] プロンプ ト に
戻り ます。 

次のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

� 別の BEA ホーム ディ レ ク ト リ を使用してソフ ト ウェアのインス トールを続行するに
は、 WebLogic Platform のインス トールが存在しない既存の BEA ホーム  ディ レク ト リ
を選択するか、 新規の BEA ホーム  ディ レク ト リ を作成する。 

� インス トール プログラムを終了する。 WebLogic Platform 7.0 を同じ  BEA Home に再
インス トールする場合は、 以前のインス トールをアンインス トールする必要があ り ま
す。 次の節のいずれかで説明されているよ うに、 ご使用のプラ ッ ト フォームに適した
アンインス トール プログラムを起動します。

� 8-3 ページの 「グラフ ィカル モードでの WebLogic Platform のアンインス トール」 

� 8-5 ページの 「コンソール モードでの WebLogic Platform のアンインス トール」

そして、 次の節のいずれかで説明されているよ うに、 ソフ ト ウェアを再インス トール
します。

� 第 2 章 「グラフ ィ カル モード  インス トールを使用した WebLogic Platform のイン
ス トール」

� 第 3 章 「コンソール モード  インス トールを使用した  WebLogic Platform のインス
トール」

� 第 4 章 「サイレン ト  モード  インス トールを使用した  WebLogic Platform のインス
トール」
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付録 A

BEA EDI Connect for WebLogic 
Integration のインストール

BEA では、 BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! 3.1 (BEA WebLogic Platform に付
属 ) および BEA EDI Connect for WebLogic Integration (Power.Enterprise! と して別売 ) とい
う  2 つのコンポーネン トでオプシ ョ ンの EDI サポート を実施しています。 BEA WebLogic 
Adapter for Power.Enterprise! は、WebLogic Platform の標準インス トールの一部と してイン
ス トールされます。 この節では、 BEA EDI Connect for WebLogic Integration に付属してい
る  Power.Enterprise! のサーバ (Power.Server!) およびク ラ イアン ト  (Power.Map! および 
Power.Manager!) をインス トールするための要件および方法を説明します。

この節では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

� Power.Server! の要件

� Power.Enterprise! Server、 Power.Server! のインス トール

� Power.Enterprise! のク ライアン トである  Power.Map! と  Power.Manager! のインス トー
ル

� WebLogic Integration のラ イセンスのための BEA EDI Connect のインス トール
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Power.Server! の要件

以下の節では、 Power.Enterprise! サーバのデータベース、 セキュ リ テ ィ、 およびシステム
の要件を説明します。

データベースの要件

サーバのデータベースが次の要件を満たしているか確認します。

� Oracle 8i、 SQL Server 2000、 または DB2 7.2

� マップ リ ポジ ト リ  サイズ = 50MB

� 1000 の取引先 = 50MB

� データ  バンクなしの 250K のセッシ ョ ン = 400MB

� データ  バンク付きの 250K のセッシ ョ ン = 900MB

セキュリティ要件

セキュ リ ティ 上の理由から 、 EDI Connect for WebLogic Integration はファ イアウォールの後
ろでデプロイし ます。 外部のユーザが HTTP アクセスをできるよう にするには、 ファ イア
ウォールを使用した直接アクセスを許可するか、 プロキシ  サーバをセッ ト アップします。

システム要件

サーバが次のシステム要件を満たしているか確認します。

� Sun Solaris 7、 HP-UX 11、 Windows NT 4.0、 Windows 2000、 または AIX 4.3.3

� 最少で 512MB のメモ リ。 1GB を推奨。

� 100MB のディ スク  スペース
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注意 : UNIX オペレーティ ング システムの場合は、 Java JRE バージ ョ ン  1.3 をサポートす
るために、 すべての必要なパッチがインス トールされている必要があ り ます。

Power.Enterprise! Server、
Power.Server! のインストール

Power.Server! のインス トールでは、 次の情報を指定する必要があ り ます。

� サーバ名

� サーバ制御ポート

� 要求 API ポート

� HTTP ポート

� セキュア HTTP ポート

� ラ イセンス キー

� データベース  サーバ名 (Oracle インスタンス名 )

� データベース  ポート

� データベース  ユーザ ID

� データベース  パスワード

� データベース  ホス ト名 — ク ラ イアン ト  マシンでも使用されるため、 完全修飾名であ
るこ とが必要です。

Power.Server! をインス トールするには

1. BEA EDI Connect for WebLogic Integration の CD-ROM をシステムの CD-ROM ド ラ イ
ブに挿入します。

2. 次のいずれかを実行します。

� Windows プラ ッ ト フォームでは、 スク リーンに表示される指示に従う。

� UNIX プラ ッ ト フォームでは、 CD-ROM から  setup.sh を実行する。
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Power.Enterprise! のクライアント である 
Power.Map! と  Power.Manager! のインスト ール

次の節には、 Power.Enterprise! ク ラ イアン ト のマシン要件が記載されており、 それに続い
てインス トール方法が書かれています。

システム要件

Power.Enterprise! ク ラ イアン ト  マシンは、 次の最低基準を満たしている必要があ り ます。

� Windows 2000 または Windows NT 4.0

� 50MB の空きディ スク  スペース

� Internet Explorer 5.0

� 266MHz の Pentium 系プロセッサと  128MB のメモ リ

� 400MHz の Pentium III または同等品と  256MB のメモ リ を推奨

インストール方法

Power.Map! および Power.Manager! をク ラ イアン ト  マシンにインス トールするには

1. BEA EDI Connect for WebLogic Integration CD をク ライアン トの CD-ROM ド ラ イブに
挿入します。

2. 画面に表示される指示に従います。

EDI 統合の詳細については、 「WebLogic Integration との EDI の使用」 を参照して ください。
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WebLogic Integration のライセンスのため
の BEA EDI Connect のインストール

EDI Connect for WebLogic Integration ソフ ト ウェア (別売 ) をダウンロードする場合にも、
CD-ROM から インス トールする場合にも、 次の URL にある  BEA Web サイ トから  
Power.Enterprise! 評価ライセンスを取得する必要があ り ます。

http://www.beasys.co.jp/evaluation/index.html

サーバである  Power.Server! 用と、ク ライアン トである  Power.Manager! および Power.Map! 
用の 2 つのラ イセンス キーが必要です。 評価目的では、 BEA Web サイ ト からダウンロー
ド した同じラ イセンス  キーを、 ク ライアン ト  ソフ ト ウェア とサーバ ソフ ト ウェアの両方
に使用できます。

ク ライアン ト  ソフ ト ウェアおよびサーバ ソフ ト ウェアのインス トールでは、 ライセンス  
キーを入力するよ う求められます。 評価ライセンス  キーは、 生成されてから  30 日後に期
限切れになるこ とに注意してください ( これは、 ソフ ト ウェアをインス トールしてから  90 
日後に期限切れになる  BEA WebLogic Platform の評価ライセンス と異なり ます )。

Power.Enterprise! のサーバ コンポーネン トおよびク ライアン ト  コンポーネン ト の製品ライ
センスは、 EDI Connect for WebLogic Integration ソフ ト ウェアを購入したと きに取得でき
ます。 詳細については、 BEA の販売代理店にお尋ね ください。

評価ライセンスから永続的なライセンスにアップグレードするには、 次の手順のいずれか
を実行します。

� Windows プラ ッ ト フォームでは、 [License Activator (client)] または [License Activator 
(server)] を [PowerIt] プログラム グループから起動する。 ダイアログ  ボッ クスが表示
されます。 新規のライセンス  キーを正しいフ ィールドに入力します。 

� UNIX プラ ッ ト フォームでは、 Power.Enterprise!_installation_directory/bin 
ディ レ ク ト リに移動して、 license_key_activator.sh スク リプ ト を実行する。
X Window ベースのユーザ インタフェースが起動されて、 ライセンス  キーを更新でき
ます。
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